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「エリアキャンパスもがみ研究年報 2020・2021」発刊にあたって 

エリアキャンパスもがみキャンパス長 清塚 邦彦

「エリアキャンパスもがみ」は、最上地域における教育の発展と地域振興に資するため

の事業として、最上広域圏 8 市町村と山形大学との協力の下、2005 年 3 月にスタートしま

した。以来、多くの学生が最上地域において地域の皆様のご指導とご協力のもとで様々な

学習をしてきました。「エリアキャンパスもがみ」の中心となる「フィールドラーニング―

共生の森」の授業を履修した学生は累計で 3,500 名を超え、地域社会のなかで若者を育て

る山形大学の特徴ある教育プログラムとなっています。  

 今回の研究年報は、2020年度から 21年度にわたる「エリアキャンパスもがみ」２年分の

活動を記録した合併号となります。第 1 部は事業内容の概要、第 2 部は「フィールドラー

ニング―共生の森もがみ」を受講した学生が作成した授業記録です。「エリアキャンパスも

がみ」では、運営経費をめぐる厳しい状況もあり、2020年度より、各市町村 1プログラム、

総計 8プログラムを前期に開講する体制となりました。以前よりも規模は縮小するものの、

今後も安定的に継続していける形を模索した結果です。あいにく、新体制がスタートした

2020年度は、新型コロナウィルス感染症の蔓延により、計画の中止を余儀なくされました。

しかし、2021 年度には、前年度の経験も踏まえ、コロナ禍の中にもかかわらず、予定され

た 8プログラムすべてが実施され、総計で 75名の学生の参加を見ることができました。本

年報には、学生が自らの活動を振り返って、学んだこと、感じたこと、考えたことが率直

に記述されています。それぞれのプログラムで設定された課題に対して、若者らしい発想

と視点で取り組むなかで、地域社会に対する理解が深まったことが見て取れます。このよ

うな教室の座学では得られない貴重な学習体験は、これからの彼らの人生において必ず糧

になるものと信じております。  

 「エリアキャンパスもがみ」は最上広域圏での高等教育に対する最上広域圏 8 市町村の

皆様の熱い思いと、地域創生・次世代形成を掲げる山形大学の教育理念が呼応して進めら

れてきました。近年、地方国立大学を取り巻く状況は厳しさを増しておりますが、「エリア

キャンパスもがみ」に対する学生と地域の皆様の期待に応えるべく、これからも本事業に

取り組んでまいりますので、どうか変わらぬご支援を賜りますようにお願い申し上げます。 

2



目  次

「エリアキャンパスもがみ研究年報 2020・2021」発刊にあたって 
エリアキャンパスもがみキャンパス長 清 塚 邦 彦 ・・・・・・ ２ 

第一部 研究年報 

第１章 エリアキャンパスもがみ令和 2・3年度事業の概要 ・・・・・ ５

第２章 初年次教育 フィールドラーニング－共生の森もがみ ・・・・ ８ 

第３章 もがみ専門科目 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １6 

第４章 もがみ活性化事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２5

第二部 授業記録 

「フィールドラーニング－共生の森もがみ」プログラム ・・・・・・ 26 

エリアキャンパスもがみ関係者名簿 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ８1 



第一部 研究年報 



第一部 研究年報 第１章 エリアキャンパスもがみ令和 2、3年度事業の概要 

第１章 エリアキャンパスもがみ 
令和 2、3 年度事業の概要 

Ⅰ エリアキャンパスもがみの概要 

１ はじめに 

 山形大学は、過疎化の進む最上広域圏全体をキ

ャンパスに見立てて教育・研究・地域貢献を展開

する「エリアキャンパスもがみ」を平成 16 年度に

発足させた。 

エリアキャンパスもがみでは、「自然と人間の

共生」をキーワードに、大学と最上広域圏双方の

人材育成と活性化を図ることを目的に、自然や伝

統文化を活用した実践的活動について、その知識

や知恵、ノウハウを、最上広域圏全体で共有・活

用するだけでなく、地域の教育資源として教育活

動に活用している。 

特に教育活動については、本学の初年次教育の

展開に活用しており、本学の学生は、社会性や課

題探求能力を身につけるために、地域の講師と子

供から老人までの幅広い世代の住民を交えた現地

体験型授業や課外活動に参加している。 

２ これまでの経緯 

 県の北東部に位置する最上広域圏は、南西に最

上川が流れ、一部盆地を含む大部分が山岳・丘陵

地帯の自然豊かで市町村毎に独自の文化を有する

農山村地帯である。その一方で、8 市町村のうち 6

町村が「過疎地域自立促進特別措置法」に基づく

過疎地域に指定されている状況にある。 

また、最上広域圏は大学・短大が一つもない県

内唯一の広域圏であり、山形大学は、平成 16 年度

に最上広域圏の 8 市町村と包括協定を締結し、広

域圏全体をキャンパスとする「山形大学エリアキ

ャンパスもがみ（以下、ＹＡＭ）」を設立し、総

合大学として組織的な地域貢献の挑戦を開始した。 

 ＹＡＭは、地域の自然や伝統文化などを教育資

源として活用し、学生自らが現代社会の課題を発

見し、探求し、解決するためのフィールドとして

好適な場である。ＹＡＭの開設以降、最上広域圏

を活性化する様々な事業（以下、それらを総称し

て「もがみ活性化事業」と呼ぶ）を立ち上げ、多

くの学生が課外活動として参加し、学生と住民の

交流の中から、地域活性化の新たなシーズが生み

出されてきた。 

 平成 17 年、大学は、ＹＡＭのこれまでの活動を

振り返り、学生に社会性を持たせ、広い視野の下、

課題探求能力を伸ばしていくには、柔軟性に富ん

だ初年次の学生を対象とした基盤教育の授業を立

てることが必須である、と考えた。 

そこで、地域からの申し出もあり、地域の方を

講師として、学生と住民、特に子供たちが現地で

一緒に活動することができる初年次の全学生を対

象とした基盤教育授業『フィールドワーク－共生

の森もがみ』を平成 18 年度から開講することと

した。 

この初年次の基盤教育授業を骨格として、それ

に学部の専門教育の授業と課外活動を連携するこ

とによって、地域に根ざした実践的な課題探求能

力を育成することになった。 

なお、これらの取組については、「エリアキャ

ンパス未来遺産創造プロジェクト」として、平成

18 年度文部科学省「現代的教育ニーズ取組支援プ

ログラム（現代ＧＰ)」に採択された。

「エリアキャンパス未来遺産創造プロジェクト概念図」 

３ 目標 

エリアキャンパスもがみでは、次の 2 点を目標

に掲げ活動を行っている。 

（１）大学生に対する教育

①過疎化、少子高齢化、環境などの現代社会が

直面する課題発見・探求・解決能力を向上する。

②社会性を向上する。③コミュニケーション能力

を向上する。④プレゼンテーション能力を向上す

る。⑤豊かな地域社会の建設に関わる人材を輩出
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する。 

（２）最上広域圏の人材育成と活性化

①未来遺産の共有・活用・発展を図る。②地域

の自然や文化を子供たちに伝える。③子供たちの

地元に対する誇りを抱かせる。④情報発信力を向

上する。⑤豊かな地域社会の建設に関わる人材を

輩出する。 

４ 運営体制 

ＹＡＭの運営体制は、小白川キャンパス長がエ

リアキャンパスもがみのキャンパス長を務めてお

り、ＹＡＭの運営の中核をなす「運営会議」は、

山形大学と最上広域圏から選出された委員で構成

されている。 

山形大学の運営委員は、キャンパス長、教員 7

名、事務職員 3 名、で構成されており、最上広域

圏の運営委員は、各市町村の教育長 8 名、文化団

体等の代表 3 名で構成されている。 

また、現地に最上広域圏の事務職員が常駐する

「最上事務局」を設置し、ＹＡＭを円滑に運営す

るための、橋渡し役を担っている。 

 本プロジェクトの関連経費は、各事業の内容に

応じて大学と各自治体で応分に負担している。ま

た、地元講師の謝金等は市町村が負担する寄付授

業となっている。 

５ 教育改革への有効性 

（１）教育課程、教育方法等の創意工夫

 「フィールドワーク－共生の森もがみ」は、正

規の授業を地域の人材育成活動と連結させている

点に特色があり、学生は、初年次の授業で地域に

出て、社会性と課題探求能力を身に付け、それを

大学の在籍期間を通して、専門教育と課外活動で

伸ばしていくことができる。そのために、本授業

では、次のような創意工夫を行っている。 

①授業そのものが地域のニーズに基づいたもの

で構成され、地域の活性化に直接結びついて

いる。

②現地で行う体験型学習となっている。

③現地にいるその道の達人が講師として直接指

導に当たる。

④開講日を土・日曜日にすることによってたく

さんの住民が参画できる。

⑤学生は子供の指導に関わることによって責任

感を持つ。

⑥この授業は、「大学コンソーシアムやまがた」

の単位互換協定に基づき県内の大学・短大生

が履修できる。

（２）期待できる成果等の教育改革への有効性

 地域活動が活発になればなるほど、教育面での

受益者は増すという相乗効果が期待できる。授業

「共生の森もがみ」で、学生は世代の異なる住民

と交流することによって、社会性が増し、「過疎

化」「少子高齢化」「環境」などの現代的な問題

群と向き合うこととなる。多くの学生にとって、

このような日本が直面している現代的な問題に対

峙し、それを考えることは、これからの我が国の

発展のために大きな意義がある。 

Ⅱ 事業実施計画 

１ 基本的な年間スケジュール 

4 月「フィールドラーニング－共生の森もがみ」

と「もがみ活性化事業」開始 

7 月 エリアキャンパスもがみ運営会議

フィールドラーニング活動報告会

10 月 エリアキャンパスもがみ懇談会

3 月 もがみ担当者会議 

研究年報刊行 

２ 令和 2、3 年度実施事業 

【令和 2 年度】 

（１）教育活動

①初年次教育

「フィールドラーニング－共生の森もがみ」

8 プログラム※コロナ渦により中止 

②主なもがみ専門科目

・地域教育文化学部「教育実践実習」新庄市

・大学院教育実践研究科（教職大学院）

「学社融合の実践と課題」戸沢村

 など 

（２）もがみ活性化事業

①山形大学見学旅行

・真室川町立真室川あさひ小学校

（4年生11名）10月20日（火）

・新庄市立新庄中学校

（3年生18名）11月4日（水）

・大蔵村立大蔵中学校 

   （3年生5名）11月6日（金） 

・新庄市立八向中学校 

   （3年生7名）11月12日（木） 
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【令和 3 年度】 

（１）教育活動 ※事業詳細は第 4 章を参照

①初年次教育

「フィールドラーニング－共生の森もがみ」

8 プログラム 

②主なもがみ専門科目

・地域教育文化学部「教育実践実習」新庄市

・大学院教育実践研究科（教職大学院）

「学社融合の実践と課題」戸沢村

 など 

（２）もがみ活性化事業

①山形大学見学旅行

※コロナ渦により受入れ休止

②フィールドラーニング応用編

・山形大学 舟形プロジェクト

舟形野菜かき揚げ丼の提案と販売、アンケ

ート調査を実施 

（３）広報事業

・エリアキャンパスもがみ研究年報（3月）

令和 2、3 年度合併号
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第２章 初年次教育 

フィールドラーニング－共生の森もがみ

Ⅰ 意義 

 本授業は、山形大学の全学共通教育である基盤

教育の正規の授業として開講された。本授業の特

色は、①初年次教育、②全学共通教育、③現地体

験宿泊型学習、④少人数教育、⑤山形大学の理念

「自然と人間の共生」の具現化、⑥自然豊かな農

山村地の活用、⑦現地講師による指導、である。 

 初年次教育は、通常、アメリカで初年次の学生

の退学を防ぐことを目的として、大学への適応を

意図した教育プログラムを指す。初年次学生の退

学者が少ない日本ではおかれている情況がアメリ

カとは大きく異なっており、そこから必然的に初

年次教育はアメリカのそれと異なったプログラム

となる。

我々がこの授業を初年次教育として強く意識し

ているのは、本学の学生は一年目に基盤教育を受

講し、その後は各学部で専門課程を受講すること

から、専門に入る前に学問の専門性を超えた社会

に対する問題意識を持ってもらいたいということ

である。 

混沌とした社会においては、これが問題ですよ

というように、はっきりとしたかたちでは現れて

はくれない。急激に変化する時代にあって、我々

の知恵と感受性で問題を主体的に拾い出していく

しかない。それが現代の市民に求められている。

社会に主体的に関わっていくためには、自分で問

題を発見していく能力を養っていかなければなら

ないのだ。この授業の教育目標は、社会の様々な

事象の中から学生自らが問題を発見することにあ

る。 

山形大学は 6 学部からなる総合大学であるが、6

学部の学生が交流する機会はそれほど多くない。

学生は学生の交流の中から自らを発見していく。

本授業は全学共通教育の特性を活かして、学部を

越えた学生の交流を図っている。 

現代の若者は体験が少なくなっている。大学教

育において意図的にこの体験を増やしていくしか

ない。リアルな体験を通して、学生の思考を深め、

社会性を涵養させ、行動的にしていくことが求め

られている。そこでこの体験を濃密にするために、

現地体験宿泊型学習を導入した。土・日曜日の宿

泊型にすることによって、平日の授業と競合する

ことがない。また、食事や宿泊を共にすることに

よって、人間関係が濃密になる。 

この授業は 10 名程度の少人数教育となってお

り、地域の講師の人々との交流が密になり、教育

効果もあがるように設計されている。 

山形大学の理念である「自然と人間の共生」を

教育に反映するために、この自然豊かな「エリア

キャンパスもがみ」を活用する。しかし、同時に、

そこは少子高齢化、過疎化の進む現代の課題の先

進地域でもある。こうして、学生が多くのことを

考える場になっている。

この授業の大きな特色は、現地の達人を講師と

し、この達人を中心とした授業を地元の方と大学

で設計し、実施している点にある。大学という学

問に立脚した知の拠点が、学問的知を越境し、社

会的、日常的、実践的な知に踏み込む教育活動で

もある。このことは教育の主役を教員から学生に

重心移動したことの一つの表れでもある。つまり、

学生にいま必要なことは何なのかを問い詰めてい

けば、授業において様々な可能性を試していかな

ければならない時代に入ったということが考えら

れる。学生は現地講師を通して、コミュニティと

いうことを意識し、故郷や家庭、そして自己を再

考するきっかけとなっている。 

本授業のもう一つの重要な側面は、この授業を

学生教育だけでなく地域活性化のために活用する

という点にある。では、この大学の授業が地域活

性化にどのように貢献するのであろうか。 

一つには、大学がなく若者があまりいない地に

学生が入るだけで活性化される。学生が入ること

は授業でなくてもいいのだが、正規授業でもなけ

れば学生が観光地でもない遠隔地に集団で入るこ

とはまずない。 

二つ目は、授業の中に子どもを含めた地域住民

との交流が入っており、学生と地域住民との交流

が密になる。そこには、大学生による地域の子ど

もたちの指導なども組み込まれている。 

三つ目は、全国から集まった大学生の新鮮な眼

によって、地域が再発見されていく。そのことに

よって、地域の人々に地元の誇りが醸成される。 

四つ目は、学生によってまちおこしなどの具体

的な提言がなされる。 

この授業によって上記のような地域活性化が考

えられるが、実際にはことはそううまくは運ばな

い。授業に参加する学生は一年生であって、学問

的な専門性を身につけているわけではない。そこ

で、専門的な視点からの提案を求めることはほと

んど不可能である。また、現実には熱意のない学

生が参加することも十分に考えられる。 

この授業を大学と地域の双方に利益がある形に

高めていくためには、これからのたゆまぬ授業改

善が必要である。特に、上記の特性を踏まえた綿

密な授業設計が重要である。 
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Ⅱ 令和 3 年度シラバス 

※令和 2 年度はコロナ禍により不開講

【授業名】フィールドラーニング 

－共生の森もがみ 

（領域：山形から考える） 

【担当教員】阿部宇洋 

（教育開発連携支援センター） 

【授業概要】 

・授業の目的

自然豊かな山形県最上地域でのフィールドラー

ニングを通して,地域の文化や歴史，自然、環境等

だけでなく，過疎化，少子高齢化等の現代日本が

直面する諸問題を地域の人たちと共に学び，実践

的な視点から知識を獲得し，山形から日本，世界

及び過去から，現在，未来の空間及び時間軸で現

象を把握する力を養う。

・授業の到達目標

この講義を履修した学生は、

１）地域から与えられた課題を発見できる。

【知識・理解】

２）地域で発見した課題を探求することができる。

【知識・理解】

３）課題を議論することで、コミュニケートできる。

【態度・習慣】

４）プレゼンテーションを行うことができる。【技能】 

５）行動力，社会性の基礎的な力を身につけることが

できる。【態度・習慣】

【授業計画】 

・授業の方法

この授業は，各自が以下のプログラム（①～⑧）

から１つを選択して受講する。受講の流れは以下

のとおり。 

１）オリエンテーション

２）事前学習（WebcClass）

３）【１泊２日フィールドラーニング（1 回目）】

４）中間学習（WebClass）

５）【１泊２日フィールドラーニング（２回目）】

６）最終レポート（WebClass）

７）活動報告会に向けた説明会・練習、活動報告ポス

ター作成

８）活動報告会での発表

〔プログラムリスト〕

①（新庄市）地域×バーチャルコワーキングスペース

の未来構想 

②（金山町）かねやま旅情

③（最上町）最上町の人・自然・文化にふれよう

④（舟形町）里地里山の再生Ⅰ

⑤（真室川町）子どもの自然体験支援講座

⑥（大蔵村）大蔵村の生活と伝統の継承

⑦（鮭川村）人と地域をつなぐ環境保全活動

⑧（戸沢村）里山保全と角川のパワ－スポット巡り

以上、8 プログラム 

・授業日程

①4 月 8 日（金）～4 月 14 日（水）プログラム説明会・

オンライン（プログラム選択希望調査を同時に行

う。） 

②4 月 22 日（木）当選者発表

③4 月 30 日（金）16:30～18:00 オリエンテーション

（プログラム顔合わせ・役割決め・フィールドラー

ニング上の留意点について）

④5 月 8 日（土）～7 月 4 日（日）フィールドラーニン

グ活動期間（土日２回、計４日間）

⑤7 月 16 日（金）16：30～18：00 活動報告会

【学習の方法】 

１）安全第一を心がけ，積極的に活動に参加して

ください。

２）専門分野の方法論や数値的なデータだけでは

なく，フィールドラーニング（あるく・みる・

きく）で集めたデータをもとに考えるよう心

がけてください。「現場で考える」「体で考

える」（もちろん頭も使います）ことが合言

葉！そして，自分の想像力を大事にしてくだ

さい。

・学部の行事や、サークル活動（大会）と予定が

バッティングしないように気をつけてください。

必ず確認すること。

・メールでのお知らせや掲示板での情報がありま

すので、必ず確認してください。

・授業時間外学習へのアドバイス

１）オリエンテーションで配布される「しおり」

を熟読し，内容を理解して授業に臨んでくだ

さい。

２）オリエンテーションでの詳細説明に基づき①

事前学習，②中間学習，③最終レポートに取

り組んでください。また,フィールドラーニン

グ中はこまめに記録ノートを作成するよう努

めてください。

３）フィールドラーニング終了後，活動報告会に

向けて準備を進めてください。方法について

は説明会を開催し，発表指導を２回行います。 

【成績の評価】 

・基準

１）地域での活動により課題を発見し，探求によ

り深め，活動報告会の発表により他者に伝え

る事が出来たかどうかを評価の基準とする。

２）一連のグループ学習の中でコミュニケーショ

ン能力や主体的学習力，社会性などを発揮で

きる事を評価の基準とする。

３）現地講師による活動評価、受講態度や、指示

に対する達成度を数値化しそれを参考に教員

が相対的に評価を実施する。
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・方法

前提として、現地活動にはすべて参加している

こと、また最終レポート提出が基本条件。 

フィールドラーニング活動への参加度４０％

活動報告会での発表の完成度(ポスター含む)３０％ 

現地講師による活動評価２０％ 

受講生による相互評価１０％ 

【学生へのメッセージ】 

フィールドラーニングとは、山形大学オリジナ

ルの学術用語で、学部専門で学ぶであろう、フィ

ールドワークの入門編として設計されました。フ

ィールドワークでは全て、みずからの関心で調査

する事に対して、フィールドラーニングとは、提

示されたプログラムを通して、課題発見などを行

なう教育プログラムになっています。

最上地域は，学生諸君を温かく迎え入れてくれる

でしょう。是非，もがみを見て，聞いて，感じて

（味わって），「共生の森」のパワーを体全体で

吸収してきてください。この講義をきっかけに、

多くの学生が最上地域での課外活動に参加してき

ました。教員を目指す学生や、地域でのボランテ

ィア、地域活動を体験したい学生にはお勧めです。 

本授業は宿泊や実技体験を伴いますので，参加費

が必要となります。（詳細は，プログラム説明会

の際に説明します。）

【オフィスアワー】 

 原則として Webclass のメッセージで質問を受

付けますが、オフィスアワーとして「阿部研究室」

（基盤教育 1 号館 2 階東側）において、予約制で

受け付けます。会議や出張等で不在にすることも

あるため、確実に面談したい場合は事前に

Webclass のメッセージで予約をお願いします。 

３人の教員が担当していますが、基本的には阿部

へ連絡をください。 

Ⅲ 受講者数 
プロ

グラ

ム  
No.  

開講プログラム  受講者 

1 地域×バーチャルコワーキングスペースの未来構想 4 人  

2 かねやま旅情  10 人  

3 最上町の人・自然・文化に触れよう  10 人  

4 里地里山の再生Ⅰ  8 人  

5 子どもの自然体験活動支援講座  15 人  

6 大蔵村の生活と伝統の継承 9 人  

7 人と自然と地域をつなぐ環境保全活動 5 人  

8 里山保全と角川のパワ－スポット巡り  14 人  

Ⅳ 活動報告会 

フィールドラーニング－共生の森もがみ
日時：7月16日(金)16:30～
場所：基盤教育2号館222教室

Ⅴ 授業改善アンケート結果について 

本年度に実施した授業改善アンケートにつ
いて、70 人（回収率 93.3%）から回答があっ
た。 

アンケート結果については、表のとおりで
あり、基盤共通教育科目全体の平均値と比較
してみると、総じて学生の満足度が高いこと
が読みとれる。 

表：「フィールドラーニング－共生の森もがみ」の授業改善アン

ケート結果と基盤教育科目全体の平均値との比較

質問項目  FW 全体平均 

この授業を意欲的に受講しましたか  4.8 4.3 

この授業の内容を理解できましたか  4.9 4.4 

考え方、能力、知識、技術などは向上しまし

たか。  
4.8 4.5 

自ら学ぶ意欲は湧きましたか。  4.7 4.3 

自ら進んで課題を発見し、探求する力が身に

つきましたか。  
4.7 4.2 

教員に熱意は感じられましたか。  4.9 4.5 
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考え方（教授法）はわかりやすかったですか。  4.8 4.4 

教員の一方的な授業ではなく、コミュニケーシ

ョンはとれていましたか。  
4.9 3.9 

板書や配布物、提示資料は読みやすかった

ですか。  
4.7 4.4 

この授業を総合的に判断すると良い授業

だと思いますか。  
4.8 4.5 
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「フィールドラーニング 

－共生の森もがみ」コラム 

持続可能なフィールドラーニングへ 

山形大学学術研究院 阿部宇洋 

2020年から日本にも新型コロナウイルス

感染症が猛威を振るい、2020年度の「フィ

ールドラーニング－共生の森（以下 FLもが

み）」は休講にならざるをえなかった。その

2020年度は、FLもがみは大きな転換期であ

った。教育の質保証、様々な公的補助金の終

了などいままでの活動を見直す時期となっ

た。 

FL もがみは、2019 年度まで前期 16 プロ

グラム、後期 10プログラムで開講されてお

り、抽選のかかる講義であった（もちろん、

現在も抽選のかかる講義である。）。 

この１年間 26 プログラムを私一人で担

当していたのが一つ課題にあがったのであ

る。結果として、2020年度からは各市町村

１プログラムの提供を頂くことになった。 

この要員は、もちろん、教員の実力不足の

面が多いところでは有るが、フィールドワ

ークなどの専門教育では、大人数での活動

は教育効果が上がらないともいわれる。FL

もがみを事例とすると、１プログラム（７～

15人）の学生に対して、各プログラムに１

人のフィールドワーク経験のある教員がつ

いて教育を行うのが理想なのである。つま

り、年間 26 プログラム実施しているため、

少なくとも、26人分の教員は必要なのであ

った。 

 また、公的補助の削減も大きかった。各市

町村へのバス代を補助金から捻出し対応し

ていたが、公的補助の終了とともに、学生達

を安全に現地へ送る手法が電車のみになっ

てしまったのである。山形での冬の交通、特

に電車は運休、遅延が多いことで知られて

いる。かくいう私も、吹雪の新庄駅で帰宅で

きなかった経験がある。FLもがみは 2020か

ら電車での往復となり安全に予定通りに送

迎できない環境に見舞われてしまった。 

 冬のもがみのプログラムも、みな魅力的

で、山形でしか体験できない活動が多かっ

たが、安全、安心には代えがたく、結果的に

前期のみの開講になったのであった。 

プログラムの縮小は、様々な要因がある

が、１、担当教員の確保、２、公的補助金の

終了、３、学生の送迎に関わる安心安全が大

きな要因となった。これらの問題は教員を

26人分雇う、バスの往復代を確保するなど

金銭的に解決できる問題であったが、現在

の日本の教育予算の現状を目の当たりにす

ると、教育はなんとやせ細ってしまったの

であろうかと哀傷せざるをえない。 

ただ、悪い面ばかりでもない。2021年度

からこの状況を鑑み、教育の質保証の一環

として、担当教員が私も含め３人となり学

生の大学での学びをより深める環境が整っ

た。また、プログラムが濃縮されたことによ

り、より挑戦的な学生の履修が見られたの

である。 

フィールドワーク系講義でよく誤解され

るのが、「地域に連れて行くだけの講義で、

適当に採点すればよい」といった勘違いさ

れやすい採点基準、また、採点基準が不明瞭

であるという問題であった。この問題は、文

科省、大学、学部、教員といったさまざまな

意思や意図の微妙なずれがもたらす問題の

一つでもあった。この点も、教員３人で検討

している状況である。 

山形で生活していると、山大卒業生に出
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会うことがある。その際、この FLもがみの

前身「フィールドワーク－共生の森もがみ」

の印象を聞くことがあった。その際の共通

した回答は、「すごく面白かった」という現

地活動の満足感と、「お金を払って単位をと

る授業」というイメージであった。 

実際に、現地活動、もがみでの活動の満足

感年々上昇、維持している。しかし、大学の

授業の印象として「お金を払って単位を取

る授業」という楽に単位を取得できる講義

という状況があったようである。もちろん、

当時も授業評価はきちんと設定してあり、

場合によっては単位を落とすケースもある。

ただ、学生の、先輩からの無責任な口承では

「単位を取得しやすい授業」として伝わっ

ていた側面があったため、抽選になった場

合、単位目当ての学生が当選し、地域にご迷

惑をおかけする場合もあった。 

近年、その取得が楽な単位から実りある

単位へそして、本当に地域で学び、地域に還

元したい学生が増えてきたことは、FLもが

みの成熟がもたらすものであろう。 

 最後に、地域で学生を受け入れるという

事は非常に労力がかかる問題でもある。か

くいう私も、自治体勤務、博物館勤務の際に

無償で引き受けていたが、準備や当日の対

応、学生のリアクションの少なさに、自身の

力不足を嘆いたことがある。ただ、今ふりか

えると、非常に勉強になったことも事実で

今の私の思考を支える重要な柱となってい

る。 

 一方で、内容が響いた学生は、その後も継

続的に来訪し交流人口となったケースもあ

る。教育には一定の投資が必要で、教員や教

育関係者のみでまかなえる物ではないと私

は考えている。つまり「教育は見返りを求め

ない投資」。ただし、投資しすぎると、自身

の負担が増えすぎるため、バランスは大事

だ。投資した結果、思いもよらぬ結果とな

り、嬉しい知らせが聞こえたり、社会的変質

が見られたり、投資を失敗すると、痛手を被

ることもある。（これはあくまでも個人的な

考えです。） 

地域で学ぶということは町内での挨拶や、

ちょっとした会話から社会の実状や問題、

課題を見いだせる機会と出会うことが出来

る。たった一度の地域の方との会話で学生

の一生が変わることもあるだろう。 

 この FLもがみの講義は、コロナ禍におい

ても大成功を収めている。本当に地域の皆

さんのご協力の賜であると同時に、もがみ

から山形、日本、世界を考えるきっかけをい

ただいていることを実感している。 

引き続き、持続可能な範囲での講義とし

ての FL もがみを努めてゆきたいと同時に、

地域の皆様にはご迷惑をおかけするが、今

後も学生には暖かく接していただければと

思う。 
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「フィールドラーニング 

－共生の森もがみ」コラム 

フィールドラーニングがもつ教育方法としての

価値－生活綴方的教育方法との比較を通して－ 

山形大学学術研究院 菊田尚人 

 筆者は、2021年 4月に山形大学へ着任し、

「フィールドラーニング －共生の森もが

み」の担当教員の一人となった。フィールド

ラーニングというこれまでに馴染みのなか

った教育活動に取り組む中で、フィールド

ラーニングがもつ教育方法としての価値に

ついて関心をもつようになった。 

本コラムでは、日本における伝統的な書

くことの教育実践である生活綴方との共通

性という観点から、フィールドラーニング

が教育方法としてどのような価値をもって

いるのかについて考えたい。生活綴方とは、

自身を取り巻く生活をありのままに見つめ

ながら取り組む文章表現活動のことである。

特に、生活綴方を教科学習のための方法と

して生かそうという側面は、純粋な生活綴

方の取り組みと区別する形で、生活綴方的

教育方法と呼ばれている。 

フィールドラーニングと生活綴方的教育

方法という二つの教育方法の特徴として、

どちらも学習者が主体的に課題を発見する

過程そのものを大切にしていることがあげ

られる。専門教育としてのフィールドワー

クと比較しながら、フィールドラーニング

の概念整理を行っている阿部(2018)は、「民

俗学的なアプローチでは、課題が先に存在

し、その課題を解決するために地域へ調査

に行くが、フィールドラーニングにおいて

は、一定地域に入ってから自ら課題を見つ

ける必要になるという特徴が見えてきた」

(p.30)と指摘している。一方、生活綴方的教

育方法に関する過去の文献を見てみると、

学習者自身が問いを発見できることに、教

育方法としての価値が置かれていたことが

分かる。例えば、田宮(1981)では、生活綴方

的教育方法の流れをくむ「文筆活動法」が学

校現場で取り組まれた背景について、「他教

科の学習のなかで『文章を書くこと』によっ

て、問題の発見、感想の提示、整理、確認主

体化、などのために役立つからであ」

(p.149)ると述べている。このように、学習

者にとっての切実な問いの創出を重視して

いることは、教育方法としてのフィールド

ラーニングと生活綴方とが共通してもって

いる特徴だといえる。 

それはすなわち、どちらの方法も、学習者

が主体的に自分にとっての問いを発見でき

る機会を保障しているという点で、教育方

法としての価値をもっているといえる。 

 ところで、フィールドラーニングには、生

活綴方としてこれまでに取り組まれてきた

実践とは大きく異なる点もある。例えば、生

活綴方が書くという行為に基づく学習活動

であるのに対して、フィールドラーニング

は地域での体験活動を通した学びを重視し

ている。また、フィールドラーニングは大学

の初年次教育を対象としている。 

今後、こうした違いの側に注目すること

で、これまでの生活綴方の教育実践にはな

い、フィールドラーニングという教育方法

独自の価値を見出せるかもしれない。その

ためにも、フィールドラーニングという教

育方法がもつ豊かな可能性について、学生

の学びの姿に寄り添いながら考え続けてい

きたい。 
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第３章 もがみ専門科目 

Ⅰ 地域教育文化学部 

“新庄市での教育実習（もがみ教育実習）” 

山形大学大学院教育実践研究科 江間史明 

１ 「もがみ教育実習」の 15 年の歩み 

新庄市での教育実習プログラムは、学生が、実

習期間中（3 週間）、新庄市内に合宿して実習を

行うという現地滞在型の教育実習である。「小規

模から中規模までの学校を実習校に選べる」「地

域の人々を交えた懇談会の開催」など、学校での

授業実習に加えて、広く地域と関わって教育実習

を行えるという特徴を持つ。この教育実習は、新

庄市教育委員会の全面的なバックアップによるも

のである。この教育実習で学んだ学生の中から、

最上地域の市町村で初任教師として第１歩を踏み

出す学生が生まれている。地域と大学が連携し、

地域を担う教師を育てるという取組が、具体的成

果を生みつつあると言える。 

この教育実習は、2006(平成 18)年度にスタート

し、次の表１のように実習生が参加してきた。 

     表１ 新庄市の教育実習実施状況 

年 2 年基礎実

習 

(1 週間) 

3 年実践実

習 

(3 週間) 

栄

養

実

習 

合計 

(人) 

2006      8  8 

2007     18     10  28 

2008     15     11  26 

2009     14  14 

2010     14  14 

2011     12  12 

2012 18  18 

2013     20  2  22 

2014     25  4  29 

2015   20 6  26 

2016   24 4  28 

2017   12 6  18 

2018   16 6  22 

2019   21  21 

2020      4   4 

2009(平成 21)年度から、基礎実習(1 週間)は、

附属学校での実施になり、新庄市教育実習では実

施しなくなった。栄養教育実習は、2013(平成 25)

年度より 2018(平成 30）年度までの実施であった。 

2020(令和２)年度は、新型コロナウイルス感染

症の感染拡大により、２月 27 日より全国一斉休

校となり、休校は、３ヶ月間続いた。大学でも授

業はオンラインとなった。2020 年度の新庄市教育

実習でも、通常の合宿形式は、集団生活が密な環

境となるため実施できなかった。結果として、最

上地域の自宅から実習校に通える学生４名のみで

の実施となった。 

2021（令和３）年度は、新型コロナウイルス感

染症に対応する２年目の教育実習であった。 

２ 新庄市教育委員会からの申し入れと実習生 

2020(令和２)年度の新庄市教育実習について

は、2019（令和元）年 12 月 13 日付で、新庄市教

育委員会よりエリアキャンパスもがみのキャンパ

ス長あてに「山形大学地域教育文化学部教育実習

の新庄市での実施について（要望）」（新学発第

5430 号）という文書が、提出された。 

要望書は、2019(令和元)年度教育実習において、

「実習校においても、教育実習生を受け入れるこ

とを大きな刺激として受け止め」ていたことを述

べて、「新庄市ならではの少人数指導、小中一貫

教育、地域と密着した教育活動」を活かし、令和

２年度も引き続き新庄市での教育実習を継続して

実施できるよう要望していた。新庄市教委は、平

成 25 年度より教育実習の宿泊施設である山屋セ

ミナーハウスの使用料（一人あたり 1 人 1030 円

×20 泊）を予算化して、充実した教育実習ができ

るように、大学との協力体制の整備も行っている。 

しかしながら、2020（令和２）年度は、５月時

点で 15 名の希望者がいたが、新型コロナウイル

スの感染拡大で宿泊施設を利用できず、すでに述

べたように、自宅生の４名のみの教育実習となっ

た。 

2021(令和３)年度の新庄市教育実習について

は、新型コロナウイルスの感染状況をみながら新

庄市教育委員会と実施の方向で協議を行い、2020

年 12～2021 年１月の学生へのオリエンテーショ

ンでこの実習への参加者を募った。2021 年度の新

庄市の教育実習には、３年生と４年生 14 名（小学

校 11 名、中学校 3 名）の希望者があった。 

しかし、その後、新型コロナウイルスの感染再

拡大により、2021 年度も、教育実習期間中の宿泊

施設を使用できないことが判明した。新庄市教育

委員会とさらに協議を行い、新庄市での実習を希

望する学生には、駅前のビジネスホテル（シング
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ル）を用意することになった（大学からは、地域

教育文化学部後援会より１泊 1000 円の補助を決

定した）。再度、学生への希望を聞いた結果、2021

年度の新庄市教育実習は、下記の 11 名となった。 

３年生８名（小学校）４年生３名（中学校） 

このうち、ホテル利用が 5 名であった。 

３ 2021 年度 教育実習への準備と指導体制 

 2021（令和３）年度の新庄市の教育実習は、次

のように行われた。 

○教育実践実習Ａ（3 年生、3 週間、小８名）

○教育実践実習Ｂ（4 年生、3 週間、中３名）

2021 年 8 月 30 日（月）～9 月 17 日（金）

小学校実習校は、６校（新庄小、日新小、本合

海小、升形小、萩野学園（前期）、明倫学園（前

期））、中学校実習校は、３校（新庄中、日新中、

八向中）であった。  

この実習への準備として、2021年７月 30日（金）

に「山形大学エリアキャンパスもがみ教育実習打

合会」を、新庄市民プラザで行った。江間が実習

生と参加した。大森桂学部長からは、オンライン

で大学からの挨拶をいただいた。ここが、学生と

実習校との顔合わせの場所になる。全体打合せの

あと、学生は、自分が実習を行う学校を訪問して

打合せをした。その後、宿泊場所となるホテルの

見学を行い、実習への準備をすすめた。 

 打ち合わせ会の様子 

教育実習期間中の指導体制については、新型コ

ロナウイルス感染症への対策から、実習校が指導

を希望する場合には、地域教育文化学部の教員が

研究授業を参観し、事後研究会にも参加すること

とした。これは、山形市など村山地域の実習校と

同様の指導体制であった。 

４ 「地域懇談会」の中止と地域連携の学び 

これまで、新庄市教育実習の特色の一つとして、

地域懇談会を位置づけてきた。懇談会には、新庄

市教育委員会、各実習校の校長および保護者代表

者が参加し、大学側からは、江間が参加してきた。 

学生にとっては、学校内の教育実習に加えて、学

校と地域の関係を直に学ぶことのできる貴重な機

会であった。学校長からは、学校における地域に

ついての学習や、地域とのつながりのある活動等

が紹介された。保護者代表からは、地域とのつな

がりにおいて学校に期待することや未来の教師に

期待することが述べられてきた。 

 しかし、2020 年度と 2021 年度については、新

型コロナウイルス感染症への対策から、2 年連続

して地域懇談会を中止せざるをえなかった。各校

の地域と学校の連携は、校長先生の講話などで扱

うこととした。こうした中で、学生は、普段の学

校の取組から地域と学校の連携について学んでい

た。村岡陽菜さん（資料１、後掲）は、2 年生の生

活科のまち探検について次のように述べている。 

  次々と質問が飛び交い、生き生きとした表情

で地域の方の話を聞いている子どもたちの姿を

見て、学校で働く教員だけが子どもたちの先生

というわけではなく、地域の方々も子どもたち

にとって先生であり、地域と学校が連携するこ

とでより地域に根ざした教育を行うことができ

ることを実感しました。 

 新庄市の学校で積み上げられてきた、当たり前 

の教育活動から、村岡さんが新鮮に学んでいるこ 

とを指摘できる。 

５ 今後の課題 

このように、2020 年度と 2021 年度は、新型コ

ロナウイルス感染症による様々な制約の中で、新

庄市教育実習を実施した。だが、2021 年度は、実

習中の宿泊場所の確保などについて、新庄市教育

委員会と協議しながら進めることができた。結果

として、2021 年度は、自宅生とホテル利用の学生

による教育実習の実施となった。では、学生は、

2021 年度の実習をどう受け止めたのだろうか。 

資料３の実習生の今回のアンケートは、回収数

10（回収率 91％）であった。アンケートからは、

次の３点を指摘できる。 

第一に、新庄市教育実習に参加した点について

である。まず、ホテルを宿泊場所とした点につい

ては、自由記述で次の指摘があった。 
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ホテルの人たちと教科指導などについて相談

しながら実習を行うことができたので、楽しく

行えた。もがみ教育実習にしてよかった。 

 学生への経済的負担は軽くはなかったと思われ

るが、学生が、お互いに協力して充実した教育実

習にしたことがうかがわれた。 

また、回答者の全員（10 名）が、「もがみ地域

の学校で実習ができたこと」を「よかった」と回

答している(問 10)。その理由には、「先生方のご

指導やサポートが手厚いこと」「1 日担任の経験

を１週間まるまる出来ること」「実習に集中でき

る環境」「小規模校での実習」をあげていた。 

  第二に、実習の前と後で、教職への意欲・関心

（問２）が、「大幅に高まった」７名（70%）「少

し高まった」３（30%）とする学生がいたことであ

る。教職への強い意欲を示した点で、本実習が、

教師を目指す学生に対して高い教育効果を持った

ことを指摘できる。 

第三に、実習を体験して勉強になった点（問 4）

について、「②授業の進め方（板書・発問・展開・

等々の仕方）」と「⑥個々の児童生徒の理解と受

容の仕方」を回答者の 10 名全員があげている。こ

れは、実習生が、授業の基本的な進め方とあわせ

て、個々の児童生徒へ向き合い方を、同時に学ん

だことを示している。高橋音々さん（資料２、後

掲）は、「授業づくりは、児童をよく知った上で、

目の前の児童に適切な授業を作る力が重要なのだ

と実感した」と述べて、2 年国語の授業での次の

エピソードを挙げている。

 同じところで手が止まっている２人の児童に

対して、同じ声がけを行った時がありました。

この時、１人の子は、「わかった！」と自分で

答えに辿り着けていましたが、もう１人の子は、

首をかしげたままで、解けていない様子でした。

この経験から、１人に対して通用した説明でも、

他の人に通用しないことを体験しました。 

 ここで高橋さんは、「子どもを見る」という教 

師の根本を、教育実習で学んでいることを指摘で 

きる。 

最後に、実習校からのアンケート（回答数 5/9，

回答率 55.5％）の指摘を見ておきたい。実習校で

は、実習に臨む学生の意欲を肯定的に受け止めて

いただいている一方、大学の指導については次の

指摘があった。 

  本時の評価や評価物までを入れた指導案の書

き方についてご指導いただければと感じました。

また、板書の有能性や必要性、板書計画の立て

方についても、授業づくりの授業・講座の中で

取り扱っていただけたらと思いました。 

 実習生が最も時間を割き、悩んでいたのはや

はり授業づくりでした。実習前に学習指導の実

際、授業展開の実践などの経験を積んでおくこ

とは必要不可欠だと感じました。 

コロナ禍での実施になっているので仕方がな

い面もありますが、集団接種の日程と重ならな

いように配慮していただけたらと感じました。

公欠ではありますが、紙面上は欠席扱いとなり、

副反応等で長引いてしまった場合には単位を落

としかねません。学生たちが、教育実習に専念

できる期間の設定をお願いいたします。 

指摘された課題については、新型コロナウイル

ス感染症への対応を考えながら、より充実した教

育実習となるように、新庄市教育委員会と協議を

しながら進めていきたい。 

資料１ 

萩野学園(前期)での３週間を振り返って 

児童教育コース３年 村岡陽菜 

私は今年度、萩野学園（前期）で３週間の教育

実習をさせていただきました。様々な教科、様々

な学年の授業を見学させていただいたり、実際に

子どもたちの前で授業をさせていただいたり、子

どもたちとたくさん関わったりする中で、たくさ

んのことを学ばせていただきました。今でも｢萩野

学園に戻りたいなあ｣と思うほど、充実した楽しい

時間を過ごすことができました。この実習を通し

て学んだことや感じたことを主に二つ述べたいと

思います。 

 一つ目は、授業づくりについてです。私は、２

年生のクラスで実習をさせていただきました。先

生方の授業を見学させていただき、子どもたちか

ら様々な意見や考えを引き出す発問の仕方、子ど

もたちの意見や考えをもとにして授業を進める児

童主体の授業のあり方を学ぶことができました。
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子どもたちが考えた様々な意見を自分たちで関連

付けたり、比較したりして考えることでまたさら

に考えが深まっている様子を見て、これが「学び

合い」の授業であると実感することができました。 

見学を通して学んだことや先生方からいただい

たアドバイスをもとにして｢子どもたちと一緒に

作る授業｣を目指し、実際に授業に臨みました。し

かし、予想していなかった意見に戸惑ってしまっ

たり、時間が足りず子どもたちの気づきや疑問を

丁寧に取り上げることができなかったりして、｢子

どもたちと一緒に作る授業｣の難しさを感じまし

た。これらを今後の課題として、改善することが

できるように努めていきたいです。また、子ども

たちの興味や関心、日常生活と結びつけた教材研

究にも力を入れ、子どもたちが主体的に学習に取

り組むことができるようにしたいです。そして、

授業を通して子どもたちと一緒に楽しく学び合う

ことができる教員を目指したいと思います。 

 二つ目は、地域と学校の連携についてです。私

は生活科のまち探検に同行しました。地域で育て

ている花の名前や育て方について花屋を経営して

いる保護者の方が説明してくださったり、地域で

採れる農産物について実際に農産物を育てている

ビニールハウスの中を見学させていただいたりし

ていました。実際に体験しながら、地域に関する

様々なことを学ぶことができて、子どもたちの意

欲も高まっているように感じました。次々と質問

が飛び交い、生き生きとした表情で地域の方の話

を聞いている子どもたちの姿を見て、学校で働く

教員だけが子どもたちの先生というわけではなく、

地域の方々も子どもたちにとって先生であり、地

域と学校が連携することでより地域に根ざした教

育を行うことができることを実感しました。教員

を目指す私自身も地域のよさに目を向けて子ども

たちに積極的に発信し、地域全体で子どもたちの

成長を見守っていきたいと思いました。 

私はこの実習を通して、改めて｢教員になりた

い｣と強く感じました。最初は緊張と不安な気持ち

でいっぱいでしたが、明るく元気に声をかけてく

れる子どもたちと一緒にいるうちに自然と笑顔に

なることができました。また、授業づくりに関し

て悩むことが多かったのですが、お忙しい中でも

一緒に悩み、励ましてくださった先生方のおかげ

で、子どもたちと一緒に楽しく授業をすることが

できました。子どもたち一人一人に親身に寄り添

い、子どもたちの未来まで見据えながら丁寧な指

導をなさっている萩野学園の先生方のようになり

たいと強く思いました。 

最後になりますが、新型コロナウイルスの影響

の中で私たち実習生を受け入れてくださったこと、

お忙しい中ご指導してくださった萩野学園の先生

方や子どもたちをはじめ、新庄市の教育委員会の

皆さま、地域の方々、保護者の皆様に深く感謝申

し上げます。この実習で学んだことや感謝の気持

ちを忘れず、これからも教員という夢に向かって

日々学び続けたいです。 

資料２ 

地元「新庄」での実習を振り返って 

児童教育コース３年 高橋音々 

 私は今年度、新庄市立本合海小学校で教育実習

をさせていただきました。３週間の実習を通して、

素直で優しい児童との関わりや大学では学べない

実践的な学びを自分が生まれ育った新庄で、安心

しながら、できたと感じています。ここでは、特

に勉強になった「授業づくり」と「児童理解」「声

がけ」について述べていきます。 

 まず、授業づくりについては、児童の実態に寄

り添った授業づくりが大切であることを学びまし

た。実習では、先生方のご配慮から、配属学級の

５・６年複式学級以外にも、１～４年生までの授
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業の参観や TT での参加もさせていただきました。

そして、先生方の授業は、どれも子どもの生活経

験に結びつけて行っている印象がありました。 

私も先生方のような授業をしたいと望んだ理科

の授業では、もののとけ方の単元の１時間目を行

いました。具体的には、食塩は溶け、見えなくな

っても、水の中にあることを重さの違いから証明

する授業を計画しました。ですが、授業を行って

みると、重さの違いから、食塩は中にあると理解

できていたものの、食塩が入る前と後の見た目の

変化がないことから、納得出来ていない児童が多

いように感じました。この経験から、目の前の児

童の実態に合った授業でないと、表面的な理解で

終わり、覚えるだけの学習に成り下がってしまう

と危機感を抱きました。この時に改めて、授業づ

くりは、児童をよく知った上で、目の前の児童に

適切な授業を作る力が重要なのだと実感しました。 

また、道徳の授業では、最後の発問を行った際、

考えていた答えにならず、軌道修正しようとその

答えを導くための問いかけを行ってしまいました。

その後の事後検討会では、答えを探させる問いか

けになった途端、授業が失速してしまうこと、児

童の思考をアップダウンさせる授業展開の方法な

ど、授業をやったからこそ分かった知識や、現役

の先生が持つテクニックを知りました。これらの

経験から、授業づくりは、日頃の児童との関わり

から実態を把握し、効果的な支援や指導の仕方を

行うことで、児童に寄り添ったものができると分

かりました。 

次に、児童理解については、児童の数だけ適切

な指導の仕方があることを実習から学びました。 

私が１・２年生学級に TT として入った際、２年

生は、国語の授業で、時系列ごとに、獣医さんの

仕事を書き出す活動をしていました。その際、同

じところで手が止まっている２人の児童に対して、

同じ声がけを行った時がありました。この時、１

人の子は、「わかった！」と自分で答えに辿り着

けていましたが、もう１人の子は、首をかしげた

ままで、解けていない様子でした。この経験から、

１人に対して通用した説明でも、他の人に通用し

ないことを体験しました。そして、どんな児童に

も、分かりやすい声がけが出来るよう、色んなパ

ターンの声がけや支援が出来なくてはいけないこ

とも実感しました。 

最後に、声がけについては、主体性・協働性を

促す声がけがあることを学びました。実習の際に、

先生方の指導の様子を見て、ヒントを与えて間違

いに気付かせる声がけや、学び合いを促す声がけ

があることを学びました。これまで解き方を説明

するような声がけをしていた私にとって、子ども

の主体性や協働性を促す声がけを学べた貴重な経

験になりました。また、学習を促す声がけ以外に、

「一緒に○○さんの話を聞いてみよう」など、児

童を落ち着かせたり、学びの環境を整えたりする

声がけもあることも知りました。 

 この実習を終えた後も、授業やボランティアな

どで、実習で学んだことが使えたり、参考にでき

たりすることがたくさんありました。その度に、

実習での経験が自分の糧になっていると感じます。

暖かく迎えてくださった実習校の児童のみなさん

と先生方を初め、実習を支えてくださった新庄市

教育委員会の方々にただただ感謝の気持ちでいっ

ぱいです。最後になりますが、様々な方が支えて

くださったからこそ出来た実習での経験を胸に、

自分の夢に向かって頑張りたいと思います。本当

にありがとうございました。 

資料３ 

教育実習に関するアンケート （地域教育文化 

学部３年次・もがみ教育実習）結果 
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教育実習に関するアンケート（もがみ教育実習）結果　　 2021(令和３)年度

以下の質問について該当する選択肢に☑してください。
１．あなたはどこで教育実践実習(以下「実践実習」)を行いましたか。

□①小学校 ① 8
□②中学校 ② 2

計 10

２．教育実践実習（以下、「実践実習」）体験後の教職への意欲・関心の変化
□ ①実習前より大幅に高まった。 ① 7
□ ②実習前より少し高まった。 ② 3
□ ③実習前とあまり変わらない。 ③ 0
□ ④実習前より少し下がった。 ④ 0
□ ⑤実習前より大幅に下がった。 ⑤ 0

計 10

３． 問２で④または⑤を選択した方は，その理由を記入してください。(自由記述)

４．実践実習を体験してどんなところが勉強になりましたか。（複数選択可）
□ ①教科・道徳の指導案の書き方 ① 8
□ ②授業の進め方（板書・発問・展開等々の仕方） ② 10
□ ③教材研究の方法 ③ 7
□ ④学級経営の理解（掲示物の示し方・児童一人一人の理解・児童の関係づくり） ④ 9
□ ⑤児童生徒集団の理解の仕方 ⑤ 5
□ ⑥個々の児童生徒の理解と受容の仕方 ⑥ 10
□ ⑦教具・教育機器の活用の仕方 ⑦ 7
□ ⑧特別活動（児童会・生徒会活動・クラブ活動・学校行事）の指導の仕方 ⑧ 2
□ ⑨その他 ⑨ 2

計 60
・給食指導
・中学生の英語の課題がどんな物かをじっくり観察できたことで、小学校外国語との接続で重点を置く場所を少し考えられたこと。
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５．実践実習体験後の大学の授業への意欲・関心の変化
□ ①実習前より大幅に高まった。 ① 3
□ ②実習前より少し高まった。 ② 5
□ ③実習前とあまり変わらない。 ③ 1
□ ④実習前より少し下がった。 ④ 1
□ ⑤実習前より大幅に下がった。 ⑤ 0

計 10

６． 問５で④または⑤を選択した方は，その理由を記入してください。(自由記述)

７．大学の授業の効果について
小研・特研を行った教科と，役立ったと思う授業科目名を記入してください。
小研:国語　初等教科教育法Ⅱ(国語)
小研：国語　ごんぎつね　国語教科教育法　初等教科教育法Ⅱ
小研:国語　初等国語科教育法

小研:算数 初等教科教育法Ⅰ、Ⅱ(算数) 
特研:国語 初等教科教育法Ⅰ、Ⅱ(国語)

小研：算数　初等教科教育法Ⅰ(算数)、初等教科教育法Ⅱ(算数)
特研：国語　初等教科教育法Ⅰ(国語)、国語科教育法、初等教科教育法Ⅱ(国語)
小研：算数　初等教科教育法Ⅱ（算数）
小研：初等教科教育法算数
特研:算数　初等教科教育法(算数)
特研：英語、英語科教育法
小研：英語 英語科教育法

８．その他実践実習で役立ったと思う授業科目名を記入してください。
生徒指導・進路指導　　　　（４）
教育経営学　　 　（２）
特別支援教育総論　　 　（２）
初等教科教育法Ⅱ(社会)　（２）
道徳教育の理論と実践
初等教科教育法（家庭）
教育相談
情報処理
学習開発フィールドワーク
体育の基礎　
発達心理学
学級経営学

・授業にもよるが、大学で学んだことが現場での実践に役に立ったと感じるものが少なかったため。前期で、とても時間のかかる大きな課題をいくつも出されて苦
労した授業があったが、そこで学んだことは実習では使う場面がなかった。そういった課題や授業に多くの時間を費やす意味はあるのか、疑問に思った。
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９．それらの授業が役立ったところはどんな点ですか。（複数回答可） ① 5
□①教科の内容の理解 ② 2
□②教科・道徳の指導案の書き方 ③ 4
□③担任教諭の学級経営上のポイントの理解 ④ 2
□④児童生徒集団の理解の仕方 ⑤ 6
□⑤個々の児童生徒の理解と受容の仕方 ⑥ 3
□⑥教材研究の仕方 ⑦ 4
□⑦授業の進め方（板書・発問・展開等々の仕方） ⑧ 1
□⑧その他 計 27

・ノートの取り方

１０．「もがみ教育実習」の内容で、よかったのはどんな点ですか。（複数選択可） ① 10
□ ①最上地域の学校で実習ができたこと ② 0
□ ②保護者や地域の人を交えた懇談会 ③ 5
□ ③指導主事による学習指導案等への指導 ④ 3
□ ④その他 計 18

・実習校に実習生が1.2人なので、先生方のご指導やサポートが手厚いこと。また、1日担任の経験を1週間まるまる出来る。
・実習に集中できる環境
・小規模校での実習

１１．「基礎実習」（２年次）の効果について
　　あなたは，「基礎実習」の経験が役立ったと思いますか。 ① 3

□①大いに役立った ② 7
□②少し役立った ③ 0
□③あまり役立たなかった 計 10

１２．問１１で答えた理由・改善して欲しい点など（自由記述）
・授業をすることに対する緊張感が減ったため。
・授業を1回基礎実習で実践していることによって、どういう風に授業を進めていけば良いのかがある程度分かっていたため、指導案を簡単に作ることができた。

また、基礎実習で反省点が見つかっていたため、そこに注意しながら実践実習Aを行うことができた。
・1週間だったため、まだ雰囲気がつかめなかった
・授業を一回していたので、指導案の書き方や授業の流れの作り方がわかった。
・体育、家庭科、音楽、国語の基礎科目を受けたが、体育と国語以外実習で担当を持つことはないのであまり役に立ったとは言えない。
・2年生での基礎実習では、児童との接し方や児童に対する言葉がけ、教師として授業でどんなことを意識するかを学んだので、そこが英語の授業作りの基礎になっていたと感じたから。
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１３．　「基礎実習」の経験で役立ったところはどんな点ですか。（複数選択可） ① 6
□①教科・道徳の指導案の書き方 ② 1
□②学級経営案のポイントの理解 ③ 4
□③児童生徒集団の理解の仕方 ④ 6
□④個々の児童生徒の理解と受容の仕方 ⑤ 4
□⑤教材研究の仕方 ⑥ 7
□⑥授業の進め方（板書・発問・展開等々の仕方） ⑦ 0
□⑦その他（ 　） 計 28

１４．実践実習の前に，学習・準備しておくとよいと思ったことについて自由に記入してください。
・既習漢字のチェック
・私はその学校で9月に行う単元がどこなのかを教えられていたので、実践実習の前にそこの単元の部分の教科書を読み、どんな授業を作ろうか想像を膨らませることを行えば

もう少しスムーズに授業の流れを考えることができたかなと思った。
・担当させていただく授業について(授業時数、教科、単元、教科書の該当するページ等)、打ち合わせの段階で決めておくこと。実習までに授業の流れをある程度考えておくこと。
・自身が行う単元の範囲を事前に聞いておいて、あらかじめアイデアを作っておくこと
・授業中の声の抑揚、気丈さ等の調整。担当学年で習う漢字。
・指導案の書き方を確認しておくこと。
・実習前に小研、特研の科目が決まっている場合は正案を作っていって指導修正の時間を多くとってもらった方がいい
・指導案の書き方や、ワークシートの作り方などをもう少し練習しておくと良かったと実感している。

１５．もがみ教育実習について、改善すべき点等があればご意見をお聞かせください。
・ホテルの人たちと教科指導などについて相談しながら実習を行うことができたので、楽しく行えた。もがみ教育実習にしてよかった。
・日誌の書き方、提出法など、学生によって違うようです
・新庄市市役所においてある山大の自転車が古くて重かった。
・特には無いです。充実した実習ができました。ありがとうございました。
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第一部 研究年報 第４章 もがみ活性化事業 

第４章 もがみ活性化事業 

Ⅰ 大学見学旅行 

最上地域の子供たちに、もっと山形大学のこと

を身近に感じてもらうために「山形大学見学旅

行」を開催しております。  

 児童の皆さんには、身近なものを使った「化

学実験教室」として、楽しい実験を体験してもら

うほか、校内散策や学食の利用等をとおして大学

の雰囲気を味わってもらいます。  

令和２，３年度は，新型コロナウイルス感染拡

大の影響により，来訪を制限又は休止となりまし

た。 

【令和 2 年度】 

(1) 真室川町立真室川あさひ小学校（4 年生 11 名）

10 月 20 日（火） 

(2) 新庄市立新庄中学校（3 年生 18 名）

11 月 4 日（水） 

(3) 大蔵村立大蔵中学校（3 年生 5 名）

11 月 6 日（金） 

(4) 新庄市立八向中学校（3 年生 7 名）

11 月 12 日（木） 

【令和 3 年度】 

休止 

Ⅱ もがみ協力隊 

もがみ協力隊は、エリアキャンパスもがみに関

連した活動へ参加する山形大学の学生組織です。 

令和２，３年度は，新型コロナウイルス感染拡

大の影響により，活動が制限される中，以下の活

動をとおして最上地域の方々と学生が交流を深め

ました。 

１ フィールドラーニング応用編 

フィールドラーニングを受講した学生が、授業

外で自主的に地域へ訪れる活動を「フィールドラ

ーニング応用編」と呼んでいます。 

【令和2年度】 

休止 

【令和3年度】 

山形大学舟形プロジェクト（舟形町） 

概要 フィールドラーニング（舟形町のプログラム）を

受講した学生有志が，受講後，舟形町の課題「農業

人口減少による農村の衰退」をあげ、解決案として

「人、特に若者への町の魅力の周知」と考えた。こ

の解決案を実証するため、「若者間での舟形町の認

知度を上昇させ、大学が地産地消のための市場に

なり得るか否か」について、舟形町の食材を使用し

たメニュー「舟形野菜かき揚げ丼」の提案と販売、

アンケート調査を実施した。
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第二部 授業記録 プログラム１ 地域×バーチャルコワーキングスペースの未来構想 

地域×バーチャルコワーキングスペースの未来構想 
活 動 状 況 

○実施市町村：新庄市

○講 師：一般社団法人最上のくらし舎 吉野優美 

○訪 問 日：令和 3年 6月 19日(土)～20日(日)、7月 3日(土)～4日(日)

○受 講 者：人文社会科学部 1名、医学部 2名、農学部 1名 以上 4名 

○スケジュール：

１回目 ２回目 

【１日目】６月１９日（土） 【１日目】７月３日（土） 

8:20 山形駅集合 

8:42 山形駅発 

9:52 新庄駅着 

10:30 のくらし到着 

11:00 集合、オリエンテーション、自己紹介 

11:30 (1)万場町 のくらしを知る 

・のくらしの成り立ち説明

・２階コワーキング IWAの説明

12:00 昼休み 

13:00 (2)商店街を知る 

・万場町商店街を歩き、何店舗かにお話し聞か

せてもらう

15:00 IWA のメンバーとオンライン交流会 

16:30 まとめ 

17:15 セミナーハウスへ移動 

8:20 山形駅集合 

8:42 山形駅発 

9:52 新庄駅着 

10:45 のくらし到着 

11:00 集合  

前回のおさらい 

・コワーキングスペースにて作業

・『のくらしから生配信』のまとめ

12:00  昼休み 

13:00  配信準備 

15:00 (5)万場町『のくらしから生配信』 

・商店街ツアー(IWA の方々にも繋ぐ）

16:00  配信終了 

17:00  まとめ 

17:30 セミナーハウスへ移動

【２日目】６月２０日（日） 【２日目】７月４日（日） 

9:30  山屋セミナーハウス出発 

10:00 (3)モグラー会員(コーワーカー)と交流 

・コワーキングスペースの利用について

・次回、『のくらしから生配信』するネタを考え

る

12:00 昼休み 

13:00 (4)『のくらしから生配信』企画 

・コワーキングの可能性模索

・『のくらしから生配信』のまとめ

・アポ取りなど

14:30  『のくらしから生配信』企画プレゼン 

15:00  次回のやることまとめ 

15:30  終了 

16:14  新庄駅発 

17:23  山形駅着 

9:30  山屋セミナーハウス出発 

10:00  万場町 のくらし到着 

動画編集し、youtubeチャンネルに up 

12:00 昼休み 

13:00 この４日間の感想シェア 

今後、山大とコラボできそうなこと構想 

15:00 まとめ 

15:30 終了 

16:14  新庄駅発 

17:23  山形駅着 
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授業記録

○活動レポート「私はもがみで考えた！」

人文社会科学部 Fさん 

私は今回フィールドワークに参加し、新たな発見があ

った。１つは、万場町の人々の暖かさである。ゆうみ氏

が住民の方に紹介をしてくださったからという面も大

きいとは思うが、色んな人が歓迎の意を示してくれた。

そして、万場町の住民の方々は互いに助け合う意識が強

く、なにか困った時があったときはすぐ手を差し伸べる

ようなローカルの良さを感じた。「のくらし」に飾って

ある花や、七夕祭りのときの材料となる紙などを提供し

あうようなところからもそのようなことを感じた。 

次に、IWAのみなさんとの繋がりだ。フィールドワー

クが始まった当初はコワーキングスペースの存在、在り

方すら知り得ていなかった。しかし、ゆうみ氏の説明や

実際にコワーキングスペースを運営している人々の話

聞いていく中で、少しずつ理解が深まっていった。そし

て、コワーキングスペースを運営するにあたっての良か

った点や課題を知ることができた。私は、コワーキング

スペースを運営する意義は利益にあると考えていたが、

実際にはそうではなく、面白さや興味という面が強いの

だと改めて感じた。しかし、持続可能なものにしていく

には運営するための費用を補わなければならない。その

応援のために、「モグラー会員」があるのだと思われる。

そして、この仕組みは近年盛んになっているクラウドフ

ァンディングに似ているのではないかと思った。モグラ

ー会員による支持を集めているのもオーナーであるゆ

うみ氏の積極的な活動が大きな要因となっていると考

えられる。 

 これらのことから、人々が価値を見出すのは「もの」

から「ひと」に変わっていくのではないかと考える。イ

ンターネットによるオンライン化は数年前よりも格段

に進展している。また、新型コロナウイルス感染症の影

響もあり、リモートワークやオンライン授業などがここ

一年間ほど行われてきた。この経験から、オンラインで

十分代用可能なものやオフラインでしかできないもの

を多くの人々が知ることができたと思われる。そして、

今後もオンライン化の進展は進んでいくだろう。そう考

えると、需要が高まっていくのは「もの」ではなく「ひ

と」になると考える。なぜなら、オンラインでは「もの」

に触れることはできず、誰かと繋がること、つまり「ひ

と」を必要とするからである。 

 今後、オンラインの進展はどのように進んでいくのか

予想することは難しいが、他のコワーキングスペースな

ども利用し、比較して人と人を繋ぐオンラインの良さの

活かし方を探求していきたいと考える。 

医学部 Tさん 

 今回のフィールドラーニングでは、のくらしについて、

IWAについて、万場町について多くのことを学んできた。

それらに共通する観点がある。「つながり」をどう作っ

ていくかということだ。１日目の活動の中で、のくらし

は地域に根差した喫茶店・間貸しとしての在り方を保ち

ながらも、いろいろな目的を持った人々が集う活動拠点

としての場所であるとわかった。その二つの形態は、一

見すると客層がかぶっておらずバラバラなものに見え

る。しかし、地元の人とモグラ―が偶然に話すこともあ

るだろうし、そこで新たな活動のきっかけが生まれるか

もしれない。のくらしでしか生まれることのない新たな

つながりが生まれるのだということを知った。これはの

くらしの核をなすコンセプトとなっている。 

そののくらしを支えるキーマンがゆうみさんだ。上記

のようにのくらしは多様な人とのつながりの中で地域

のための新たな活動を推進するという目的があるが、地

元の人たちにその目的を積極的に伝えているわけでは

なく、あくまで表向きの肩書は「喫茶店」である。地元

の型にしてみればその方が説教臭さもなく、ニュートラ

ルな立場で話をすることができるのだろう。そしてゆう

みさんは商店街の人との世間話やあいさつ回りといっ

たコミュニケーションを楽しんでいるように見えた。こ

のような１つ１つのコミュニケーションを大切にして、

万場町とのくらし、のくらしと地域の人の関係性の土壌

を養っていくことが、今ののくらしの活動につながって

いるのだと感じた。 

今回の活動では、「バーチャルコワーキングスペース」

にも触れた。IWAは新しい働き方の探求を目的としてお

り、その手段としてコワーキングスペース間の常時接続

を進めている。一方、私たちが体験をした中でのIWAの

活動は、むしろ先ほど話題にあげた土壌づくりに近い、

ローカル寄りの活動だったように思える。定期的な交流

会をしたり、オンライン常時接続の活用を模索したりす

る中で、さらにその輪を広げるとともに、新しいことを
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始めるためのきっかけを探しているように見えた。私は

この点に、のくらしをもっと面白くするための可能性を

感じた。完全オフラインのつながりは、つながりを作る

場所や人に左右され、大きく広がっていきづらいクロー

ズドなものである。IWAのつながりを利用して、クロー

ズドなつながりを保ちつつも少しずつ外部の人にその

輪を広げていけるような仕組みがあれば、持続可能な形

で新たな活動に取り組めるのではないかと私は考えた。

発表の中で提案する「プレゼン大会」はその足掛けであ

る。 

最後に、今回4日間の活動を支えてもらったのくらし

の皆さん、IWAの皆さん、万場町の皆さん、市役所の皆

さん、そして教職及びサポーターの二人に心から感謝し

たい。 

医学部 Aさん 

 このプログラムでは、「のくらし」という新庄市万場

町のハブ（中心）を目指す施設の活動、そして「IWA」

という県内の各コワーキングスペース同士を接続させ

るシステムをどのように活用するかなどについて考え

ました。 

１回目の活動で、のくらしの成り立ちや、コワーキン

グスペースやIWAを利用する方々、配信者の方のお話を

伺って、「オンライン」と「ローカル」という相反する

ものを混ぜてみれば、未だに活かし切れていないIWAの

活性化につながり、そして地域の活性化にもつながると

考えました。そのことから、「オンライン」と「ローカ

ル」の融合という目的でIWAだけでなくFacebook Live

も通して万場町の七夕飾りの様子を紹介する「七夕企画

配信」を行いました。ただ短冊に書いてある願い事を読

んだり、バーチャルコワーキングスペースの方々から願

い事を聞いたりするという形に終始し、個人的にはこれ

では配信する側の一方的な配信になっていて、配信を見

ている側にとってメリットになる内容ではないと考え

ました。配信をもっと魅力的なものにして万場町を活性

化するには、配信を見る側にも明確なメリットがあり、

積極的に介入することができる双方向の交流を実現可

能な内容にすることが不可欠だと実感しました。また個

人的に、ここで目指していくべきであるのは、「オンラ

イン」と「ローカル」とはあるものの、実際は地域のコ

ワーキングスペース同士、つまり「ローカル」と「ロー

カル」をIWAのような「オンライン」が媒介して繋げる

形だと思いました。Facebook Liveのように不特定多数

の方々に配信を見てもらうというよりも、IWAのように

地域のコワーキングスペース同士を繋げれば、双方向の

交流、双方の地域の活性化につながりやすく、これがバ

ーチャルコワーキングスペースという場所において適

したオンラインの活用方法だと考えました。 

発表で提案したのは「プレゼン大会」ですが、この提

案だとまさに「双方向の交流」を実現したものとなり、

万場町だけではなく、他のコワーキングスペースがある

地域の活性化も期待できると思います。地域のなかでこ

の活動があることを広められたら、万場町にイベントが

一つ増えることになり、それは他のコワーキングスペー

スがある地域も同様です。のくらしで伺ったお話によれ

ば、娯楽を求めている地域の方が多数いるようであるの

で、その面でイベントが一つ増えることは効果を持つと

考えます。個人的には、このプレゼンを通して、各地域

の特産品を紹介して地域に貢献するという形も面白い

と考えています。 

農学部 Tさん 

私はこのプログラムで様々な体験をしました。特に印

象に残っていることが、山形県内のコワーキングスペー

スをビデオ電話のようなシステムで常時つないでいる

IWAと七夕配信の体験です。最初は、「これって個人で

ZOOM会議じゃダメなの？」と内心考えていました。しか

し、IWAは常時接続することに価値があることを学びま

した。常時接続することでつないであるコワーキングス

ペースがまるで一つの空間のように感じられ距離を感

じないで交流することが可能なのです。ただ、コワーキ

ングスペースは新しいものを生み出す起業家やフリー

ランス、社長のような人には価値を見出しやすい施設だ

と思いますが、一般の会社員の人にとっては価値を見出

しにくく、自分に置き換えた場合コワーキングスペース

に入ろうと考えないので地域の人を呼び込むというの

は難しいと感じました。そこでこの問題を解決するため

に私は、地域のイベントに近い形でコワーキングスペー

スを使ってイベントを開催してコワーキングスペース

へ足を運んでもらう足がかりを積極的に作っていく必

要があると考えました。そうすることで新規の利用者を

増やし、地域とオンラインをつなぐことで人口減少が進

む地域でイベントの開催が難しい地域においても交流

人口は多くなるので様々な形でのイベントができると

いう利点があります。 
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次に、七夕配信についてです。七夕配信とは新庄市万

場町で軒先に七夕飾りを作ってできた七夕通りを舞台

にライブ配信を行うというものです。内容としては、七

夕通りを歩きながらコワーカーやFacebookの視聴者、商

店街の人から願いを募集して短冊に代筆して笹に飾る

というものです。実際に配信をして考えたことは、地域

とオンラインをつなぐことは難しいことです。理由は、

願いを聞く場面以外コワーカーと視聴者に対してほと

んど双方向の交流ができなかったからです。双方向のコ

ミュニケーションが取れない場合わざわざIWAの強みを

生かせずコワーキングスペースの利用者の増加も見込

めないと考えました。配信をする前は地域とオンライン

の交流を生み出せる良いテーマだと考えていたので考

えが甘かったことを実感しました。ただ、この失敗を通

して双方向によるコミュニケーションの重要性やどう

いった内容が視聴者に需要があるのかなどに気づくこ

とができたので学んだことが多かった配信にすること

ができました。 
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かねやま旅情 
活 動 状 況 

○実施市町村：金山町

○講 師：遊学の森 三上重幸，谷口銀山保存会 井上敬助 

○訪 問 日：令和 3年 5月 15日(土)～16日(日)、6月 5日(土)～6日(日)

○受 講 者：地域教育文化学部 1名、理学部 4名、工学部 3名、農学部 2名 以上 10名 

○スケジュール：

１回目 ２回目 

【１日目】５月１５日（土） 【１日目】６月５日（土） 

8:20 山形駅集合 

8:42 山形駅発 

 9:52 新庄駅着 

10:40 遊学の森到着 

10:00 オリエンテーリング

 そば打ち 

12:00 昼食 

13:00 水辺の観察会 

15:30 ふりかえり 

16:00 ホテルへ移動

16:30 ホテルチェックイン

8:20 山形駅集合 

 8:42 山形駅発 

 9:52 新庄駅着 

10:40 遊学の森到着 

10:50 森の感謝祭 2021 

①コケ玉づくり ②もくもくクラフト

③ソバ打ち体験 ④ピザづくり体験

⑤ぶらっと気ままな自然観察

⑥新緑ブナシャワートレッキング

15:00 終了、ふりかえり 

15:30 ホテルへ移動

16:00 ホテルイン

【２日目】５月１６日（日） 【２日目】６月６日（日） 

8:45 ホテル出発

 9:00  森の恵みを味わう講座 

12:30  昼食 

13:00 スポーツ GOMI 拾い

15:00 ふりかえり 

15:20 遊学の森出発 

16:00 新庄駅着 

16:16 新庄駅発 

17:23 山形駅着 

8:40 ホテル出発

 9:00  谷口地区公民館着 

  谷口歴史講座 

12:00  昼食(町内飲食店) 

13:00 谷口銀山見学とボランティア清掃 

14:30 遊学の森へ移動 

15:00 ふりかえり 

15:20 遊学の森出発 

16:00 新庄駅着 

16:16 新庄駅発 

17:23 山形駅着 
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授業記録

○活動レポート「私はもがみで考えた！」

地域教育文化学部 Aさん 

 私は、山形県全体のことや、地元である庄内地方のこ

としか調べたことがなく、山形県の他市町村についてよ

り知りたいと思い、今回のフィールドワークに参加しま

した。 

私は、事前学習で金山町が何に関して有名なのか調べ

ました。その結果、町全体で景観を大切にしていて、そ

れを守っていくための取り組みも行われていることが

わかりました。特に、白壁と切妻屋根をもつ金山住宅を

大切にされているように感じました。金山町は、ロマン

チックな雰囲気の場所として、杉の林と、黒ずんだ木組

に白壁の家が自然と調和して立ち並んでいて、人工林で

は日本一の樹齢250年を超える杉林もあり、「金山杉」の

産地として有名であることがわかりました。また、金山

住宅の基準である、切妻型の黒または焦げ茶色の屋根と

杉の下見張り、白壁の家という基準を満たせば、最高50

万円を助成金として交付する、「金山町街並み景観条例」

があり「街並み景観づくり100年運動」の進行への効果

が表れていると知りました。一回目のフィールドラーニ

ングで金山町に行った際も街並みや景観に目を向けな

がら活動し、実際に金山住宅や杉林を注意して見ました。 

一回目のフィールドラーニングでは、一日目に、そば

打ち体験，水辺の観察会、二日目に、森の恵みを味わう

講座（山菜採り），スポーツゴミ拾い大会を体験しまし

た。 

そば打ち体験では、冷涼な場所でそば粉に最適な場所

でそばを育てていることや、山形県内だけでも三種類の

そば粉があり、金山町では水を加えると緑っぽくなるそ

ば粉を使っていることや、そば粉と中力粉の割合でそば

の名前が変わることを学びました。また、実際にそば打

ちをしてみて、水の加える加減やそばを切るのが難しい

と思いましたが、自分たちで打ったそばをおいしくいた

だくことができました。 

 水辺の観察会では、金山町の環境の下で生息している

動植物について教えていただいたり、池での生き物の観

察をしました。ツボスミレ，チゴユリ，ハルサキヤマガ

ラシ，エゾタンポポ，セイヨウタンポポなど、今まで知

らなかった動植物の名前や人と植物の歴史や名前の由

来を知ることができたし、メダカ取り大会をしたことで

メダカ以外にも池に生息している生き物が多くいるこ

とがわかりました。 

 山菜採りでは、主にアイコとミズを採取しました。他

にも、ウルイ，マガリダケ，シドケなどを採りそれぞれ

に適した調理法を教えていただいたり、気になったこと

を積極的に聞くことができました。昼には、自分たちで

採った山菜を、天ぷらやおひたしにして美味しくいただ

きました。 

 スポーツごみ拾いでは、地域の方々とチームに分かれ

てごみの量を競争しながらごみ拾いをしました。 

 中間学習では金山住宅や景観と金山杉との関連につ

いて調べました。金山町は、まちづくりのコンセプトと

して「美しい街並み形成」を提唱し、景観を重視した街

並みづくりに取り組んだ先進自治体としても知られて

おり、他に見られない樹齢80年以上の長伐期施業という

伐採体制を基本とし、より高品質な木材の生産を目指し

たり、「金山杉」を積極的に活用した「街並み景観づく

り100年運動」や「金山町街並み景観条例」により、永

続的なまちづくりに取り組んでいることがわかりまし

た。調べてみて、金山住宅は地元産の杉材を主体とした

伝統的工法で建築されており、金山住宅や景観と金山杉

には深い関わりがあることがわかりました。 

 二回目のフィールドラーニングは中止になってしま

いましたが、一回目のフィールドラーニングでの体験や、

調べたことから、金山町について調べてみると金山住宅

のことや金山杉についてよく出てくるので、その二つの

関連性や素晴らしさをより重点的に広めていくのが大

切なのではないかと考えました。 

引用参考文献 

山形県金山町／景観にとけ込んだ暮らしづくり～杉か

ら波及する100年計画の実践～ - 全国町村会

https://www.zck.or.jp/site/forum/1035.html 

金山杉とロマンチックな景観―――どこにでもあった、

小さな町 | 芸術教養学科WEB卒業研究展 | 京都芸術大

学通信教育課程

http://g.kyoto-art.ac.jp/reports/2810/ 

理学部 Kさん 

 私はフィールドワーク共生のもがみ・金山町で主に事

前学習・金山町でのフィールドラーニング・中間報告会

の活動を行い、その中で金山町の特色・要望・課題点を

理解し、その経験をもとに金山町の要望に応える旅の案

の作成を行った。これらの活動を通して、金山町の新た

な観光形式を用いてや若者を取り込むことで町のさら

なる活性化を図れないかを考えた。 

まず事前学習では金山町では林業が盛んであり銘木

の金山杉が有名です。年輪が細かく強度の高い建築材料

となる特徴があることも分かった。これらを利用した伝

統的な金山住宅を建てることを推奨し、自然と調和した

街づくりで町おこしを行っていることが分かった。 

次に金山町でのフィールドランニングでは、蕎麦打ち

の活動で最上地域の真室川で生産されていることや、成

分表示は含有量の多い順で記載されているから蕎麦の

乾麺を買う時は注意する必要用があることなど、日常で

役立つ知識を学ぶことが出来た。また、ゴミ拾いを通じ

て地域活動が活発であることや、自然豊かであり星空が
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とても綺麗に映ること、山菜の収穫ではおいしいものを

食べるにはそれなりの重労働が伴うことが分かった。 

中間報告会では、事前学習やフィールドランニングで

得た知識をもとに金山町に若者を取り込むための旅の

提案を金山町教育委員会の方に発表し、その内容につい

て議論しました。グランピングという流行を駆使するこ

とで若者を取り込み、流行に金山町の自然を利用した活

動（山菜採りや夏スキーなど）を付属させることで若者

に金山町の良さを知ってもらうという旅を提案しまし

た。この話し合いを通して一つの新規事業を行うときの

運用コストや初期費用を推測することがリスク管理を

する上で重要であり、その他にも設備が老朽化したとき

のリスクなど多様で複雑な要素を調べる必要があるこ

とが判明した。そのため、グランピングを経営している

企業にインタビューなどをすることで運用コストや初

期費用を計上した。これらから、一日に４万から５万円

で費用が回収できることが判明した。 

さまざな活動を通して、金山町には建築材料として優

れている金山杉や多様な植物、プラネタリウムのような

星空など豊かな自然という大きな強みがあることが分

かりました。これらを、グランピングという形で利用す

ることで若者を取り込み、金山町の要望に応えれるよう、

費用面などを綿密に計上することでより現実的で具体

的な案を金山町に提案することで、金山町の活性化に寄

与したいと考えた。また、町おこしの発案の難しさを学

ぶことができた良い機会であったと感じた。 

理学部 Kさん 

 僕がこのフィールドラーニングに参加しようと思っ

た理由は、山形県のことをもっとよく知りたいと考えた

からです。僕は、まだ、山形県に来たばかりで、山形県

のことを全然知らないので、少しでも現地に赴き体験し

た方が、山形県について詳しくなれると思考え、この授

業を取りました。 

 まず、第一日程で、僕らは一番最初に地域の方々に「若

者を呼び寄せるツアー提案」という課題をもらいました。

１日目はそば打ちと、ビオトープ散策をし、そば打ちの

技術や、自然について学びました。しかし、他の地域で

もできるため、それだけで若者を呼び寄せることは難し

いのではないかと考えました。１日目の夜、星空を見に

連れて行っていただきました。そこには、360度満点の

星空が広がっておりました。僕は長野県の日本一星がき

れいに見えるという場所に行ったことがありますが、金

山の夜景はそこに負けないくらいきれいだったので、こ

れは、若者を呼び寄せるのに使えるのではないかと考え

ました。二日目では、山菜採りをしました。急斜面の山

を登り、山菜を採集したのですが、この体験は、今まで

にしたことがなく新鮮な体験となりました。第一日程が

終わり、僕が考えた金山町の良いところは、やはり自然

で、課題は、交通アクセスの悪さと、観光地として一つ

大きく押し出していくものがないことです。この課題の

解決策を僕たちは、「若者を呼び寄せるツアー提案」で

考えることにしました。 

 第二日程はコロナの影響で、zoomで「若者を呼び寄せ

るツアー提案」の発表を地域の方々にする、ということ

になりました。金山の課題を解決するために、グランピ

ングを提案することになりました。若者にはやりのグラ

ンピング施設を作り、それを押し出していくことで、町

に若者を集めようという考えです。グランピングと元々

金山にある、きれいな夜景や山菜採り、木工クラフトな

どを組み合わせ地域と融合したグランピング施設を作

り集客するという内容の発表をしました。厳しい意見や、

質問などもありましたが、それも僕たちの考えを本気で

考えてくれているからなのかなと感じました。発表が終

わり、グランピングの人気が下がっていったときの損失

など、まだまだ考え切れていない部分もありました。 

 この、フィールドラーニングを通して、最初に言った

山形県のことを知るだけでなく、観光業を営む側の意見

や、行政側の意見も知ることができました。また、発表

の際の資料集めや、話し合い、パワポ作成など、大変な

こともありましたが、その分身についたこともあると思

うので、今後の人生に活かしていきたいです。 

理学部 Tさん 

自分らの班はコロナウィルスの影響で、二回の一泊二

日のプログラムだったのが二回目はお預けになった。し

かし、たった一度の現地調査でも、濃密な体験となった。

初日はそば打ちとビオトープ観察をした。普段、あとは

茹でるだけの状態のものしか見ることのないそばの麺

を一からつくったのはかなり貴重な体験だった。そばに

も複数の品種があることを知って驚いた。ビオトープ観

察というのは、金山町で人工的につくった絶滅危惧種で

あるメダカのいる池でメダカや他の生き物を採集し観

察した。そのときの散策の途中途中で聞いた森に自生す

る植物に関する話は興味深かった。二日目は午前中に山

菜を採って食べ、午後には地域の方々に混じってゴミ集
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めを競争した。山菜採りのときに食べられる食べられな

いの講義をされ、食べられるものを見分けられるように

なるのは楽しかったし、ゴミ拾いが終わった後の分別の

手伝いは要領の悪い自分にとっていい特訓になった。 

上記の短いながらも多様な体験を通して最も強く思

ったのは、山菜採りの環境と知識を絶やしてはならない

ということだ。自然環境破壊や田舎の過疎化が問題とな

っていて今既に危機感がある。現代、食材は多くの人が

マーケットで手に入れるが、自生する食材を自ら採って

食べることで、食べものの命に感謝を覚え、本当の意味

でごちそうそうさまを言えるようになるはずだ。という

か、実体験として自分は今体験の山菜採りで採って食べ

た山菜に対して深い有り難さを感じられた。精神論的で

論理性のない話をしているのは承知しているのだが、と

にかく自分は、市販の肉は無邪気な生き物を殺して得た

ものであるということは忘れるべきでない事実であり、

そのような命の輝きを奪っている実感を多くの人は忘

れていると思っている。そうした考えのもと、山菜採り

体験のような第一次産業を体験できる活動は、なるべく

未来永劫残ってほしい。自分らのグループで作ったプレ

ゼンは若者を集めるための金山町への提案であり、その

提案がもし大成功だった場合は山菜採りも安泰するだ

ろう。 

理学部 Hさん 

 私がこの講義に参加した理由は３つあります。第一に

金山のプログラム内容に魅力を感じたこと、第二に山形

市にきていろんな発見があったように、他の地域につい

てももっと知りたいと感じたこと、第三に昔は地域の取

り組みに対して積極的だったけれど、年がたつにつれて

遠くなってしまったので、再度地域との関わり方を考え、

自分にできることを見つけたいと思ったことです。 

実際に金山町のプログラムに参加して最初に思った

ことは、金山住宅の街並みが見られる場所と体験場所が

離れていたので、事前学習で自分たちが調べて想像して

いたものとの大きな差を感じました。しかし、今回金山

で体験したそば打ちや山菜採りは初めてで、このプログ

ラムに参加しなかったら自分からはやろうとしなかっ

たことだと思うので、自分の視野の狭さを知りました。

また、町の4分の３を占める圧倒的な自然を感じること

ができて、田舎育ちといえど最近は意識が都会に向きが

ちだったので、気づきの多い充実した二日間でとても良

い経験になりました。 

フィールドラーニング一回目ではそば打ち体験、ビオ

トープの観察、山菜採り、スポーツGOMI拾いを行いまし

た。そば打ちで職人との麺の太さの違いに驚かされたり、

外来種のタンポポが増えている問題に気づかされたり、

山菜のおいしさを知ってスーパーで気にかけるように

なったり、今まで関心の薄かったものも身近な事柄にな

って向き合い方を変えるだけで、毎日を充実させてくれ

るのものになるのだと感じました。その活動の中で一番

の課題と感じたのは、金山らしさが見えないことでした。

今回の体験内容は「こもれび館」という自然とふれあう

ための施設で開催されている内容で、金山の自然は一つ

の魅力であるが、それを楽しむため、それに気づくため

の何かが足りないと感じました。また、事前学習で金山

について直接調べたにも関わらず、誰一人として今回の

プログラムに関する情報を見つけられなかったことは、

大きな問題点であると思いました。 

中間学習の期間に「こもれび館」のホームページを見

てみると、概要は記載されているけれど、紙媒体の資料

でもらった詳しい活動内容に関する記載や楽しそうな

写真やコメントが欠けていて、体験した身として、とて

ももったいないと感じました。また、アピールという点

でみると、特産品を専門的に扱っているお土産ブースが

少ないのでもっと押し出す必要があると感じました。グ

ループでは解決策として「グランピング場の設置」を提

案しました。若者のSNS利用を想定したネットでの見つ

けやすさや、拡散力の大きさ、グランピングはキャンプ

とは違って用具の準備や技術を必要としないので顧客

をしぼることもなく、周辺のアクティビティ施設の活性

化につながりやすい上に、地域の食材を使った料理を提

供できるため地域の個性を伝えやすく、利点としてはか

なり大きいと感じました。一番は、グランピングは自然

をメインに必要とし、金山杉を有効的に押し出すことが

できるため、アピール力の大幅な上昇を狙えると考えま

した。 

フィールドラーニング二回目は中止になりましたが、

金山の皆さんとの関係や今回調べて蓄えた金山の魅力

に関する知識はずっと残っていく物だと思うので、今度

は自分で機会をつくって金山町を訪れたいと思います。

また、地域活性化や町からの若者の流出問題、少子高齢

化など今まで授業で表面的にしか捉えられなかったこ

とが町の方と交流し、話し合って考えることで自分の問

題として受け取れる機会をもてたことがとてもありが

たいと感じました。今回の解決策には問題点もまだたく
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さんあるけれど、町の皆さんの手助けとなれるような意

見となれるよう今後も深めていきたいと感じました。 

工学部 Kさん 

私が金山町を選んだ理由の一つはそば打ち体験やピ

ザづくりの活動、普段食べることのない山菜を食べるこ

とができるということでした。しかし、事前学習をして

いくうちに、金山には独自の景観・景観を保護する政策

があり、金山住宅や白壁・蔵など街並みを大切にしてい

る町だということや、市街地から離れたところには豊か

な自然がありキャンプを楽しむこともできると分かり

ました。 

フィールドワークの第１日程では、そば打ち体験をし

ました。山形にはそば粉の種類が３種類あり、冷涼な環

境がそばの生育に適していることを教わりました。二八

そば、内二八そばなどのようにそば粉と中力粉の割合に

よって呼び方や食感が異なることも学びました。同日に

ビオトープの散策もしました。セイヨウタンポポとエゾ

タンポポの混種問題、フキの茎だと思っていた可食部分

は葉柄と呼ばれる茎とは異なる部分であること、フキの

葉はトイレットペーパー代わりに使われていたこと、観

察用に一部に植えたものがすぐに池中に広がってしま

ったことから外来種の威力をも学ぶことができました。

夜には星空散策で空一面天の川のようなとても綺麗な

光景を目の当たりにし、ほかの人にもこの綺麗な光景を

見てもらいたいと感じました。翌日は自分たちで森に入

り、山菜採りをしました。今まで見たことのなかった山

菜が実際に斜面に生えているところを見て自然の大き

さを感じました。山菜は知識がなければ食べることがで

きません。実際に自分たちで採った山菜をおひたしや天

ぷらにして食べるとさらにおいしく新鮮でした。第１日

程の最後はスポーツごみ拾いに参加しました。チームで

ごみを見つけ競うため、それにより街がきれいになりま

す。 

中間学習では山菜の栄養素について調べました。近年

健康に対する意識が高まっているためです。調べてみる

と、山菜には食物繊維やビタミンなどの栄養素が多く含

まれていることがわかりました。更には、ヨモギのよう

にリラックス効果を持つ山菜もあることを知りました。

このことから、山菜の知識も金山のアピールポイントに

なるのではないかと考えました。 

私は課題として、受け継いできた街並みや文化を如何

に受け継ぐかを考えます。そのためにはまず観光という

形で興味を持ってもらい、若者に伝えていく必要があり

ます。 

中間報告会では若年層の観光客を増やすため、グラン

ピングを提案しました。金山には豊かな自然があります

がそこに行くための交通の便に課題があります。それで

も若者を呼び込むための山形には少ししかないグラン

ピング施設が金山にもあれば興味を引くことができま

す。従来のキャンプ場にグランピング施設としての機能

を付け加えることで元ある施設を活かすこともできま

す。このグランピングを主軸とした旅の中でコテージや

コースターに金山杉を使用したり、山菜取り体験をした

り、雨の時は郷土料理を味わってもらう機会も作ること

ができます。議論不足な点のご指摘も受けましたが新た

な調査につながりました。 

第２日程は中止になりましたが、フィールドラーニン

グを通して以前より視野を広げることができました。た

くさん魅力があっても、発信の仕方でその町の知名度が

変わってきます。発信のためには熟考すべきポイントが

たくさんあります。今回得た考え方を活かして今後も

様々なことにチャレンジしていこうと思います。 

工学部 Hさん 

 今回フィールドラーニングに参加しようと思った理

由は、私は群馬出身のため山形についてほとんど知らな

いので、これから過ごしていく山形県について少しでも

知ることができる良い機会になると感じたからです。 

 金山町に訪れる前の事前学習として、どのようなこと

を問題として考えられているのかを調べ、現地を訪れた

ときにそのようなことも頭に入れて体験しようと考え

ました。実際に調べてみると、人口が1950年の10,299

人をピークに減少に転じ、２0２0年9月には5２8３人ま

で減少したそうで、人口減少と少子高齢化というのが大

きな問題になっているということが分かりました。 

 一回目のフィールドラーニングで、１日目はそば打ち

体験とビオトープの散策、２日目は山菜取りと、スポー

ツごみ拾いの体験をさせていただきました。そばを一か

ら作るというのは初めての経験で、作る過程でたくさん

のポイントがあり、職人さんは改めてすごいなと感じま

した。また、今後の生活にも応用できるような知識も得

ることができました。ビオトープの散策や山菜取りでは、

日常生活ではなかなか味わうことのできない、豊かな自

然にたくさん触れることができました。これまでは、た

だの雑草とひとくくりに考えていたものでも、さまざま

な種類があり、実際は食べることができるものもたくさ

んありました。調理法なども教えていただき、今までの

私だったらあまり手に付けないものでも、この機会に食

べてみるととてもおいしくて驚きました。夜に見た星空

は今まで見た中で一番きれいで、とても心に残りました。 

 私はこの貴重な経験で、自然についての学びがたくさ

んありました。また、金山町の一番の魅力として自然の

豊かさというのが強く印象に残りました。 

中間報告会というのが私たちの班には設けられ、金山

町の方々が「若者を呼び寄せるツアー案」というものを

課題として提示していただき、それについて発表しまし

た。私が事前学習で調べた人口減少や少子高齢化の対策

にもつながってくると考えました。２日間過ごす中で、

金山町は自然という魅力がありますが、それをどのよう
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にしたら若者に興味を持ってもらうかという点で、今人

気であり、自然を生かせるグランピングという案を提案

しました。若者を引き付けるには、自然だけではどうに

もできないと思うし、惹きつけるものがないと訪れても

らうことはできないと考えたからです。 

２回目のフィールドラーニングは残念ながら中止と

なってしまいましたが、今回の機会に山形について少し

は知ることができ、また課題を見つけ探求するという、

今後の大学生活で必要なことをたくさん経験できたと

ても良い機会となりました。 

工学部 Sさん 

 山形県は庄内地方、最上地方、村山地方、置賜地方の

4つの地方に分けられます。私は、中でも、最上地方に

訪問したことが数回しかありません。山形県出身として、

もっと最上地方を知りたいと思い、今回のフィールドラ

ーニングに参加させていただきました。また、そば打ち

体験、ピザ作り体験、金山のおいしい山菜を体験するこ

とができることから、かねやま旅情のプログラムを選択

しました。 

 私は、金山町についての事前学習において、金山町の

山菜について事前学習を行いました。金山町を含む最上

地方は、県内でも有数の山菜宝庫であるということを知

りました。その中でも、金山町は、全国的にも「たらの

芽」「雪うるい」の名産地であり、高い評価を受けてい

ることがわかりました。 

 フィールドワークの第一日程では、そば打ち体験、水

辺の観察会、森の恵みを味わう講座（山菜採り）、スポ

ーツGOMI拾いを行いました。 

 金山の郷土料理であるそばのそば打ち体験では、そば

粉のについて学ぶことができました。具体的には、気

候・温度によって必要な水の量が変化し、その水の量は

そば作りにおいてとても重要になってくること、山形県

内には３種類のそば粉があり地域によって違うこと、そ

の中でも、金山町では水を加えると緑色のようになるそ

ば粉を使用していること、そば粉と中力粉の割合でそば

の弾力・味が違うことを学びました。また、自分たちで

実際に体験してみて、練り方・打ち方の難しさを身をも

って体験することができ、そばのおいしさを感じること

ができました。 

 水辺の観察会では、昔の山菜の利用方法について学び

ました。昔は、フキの葉はトイレットペーパ代わりに使

用していたそうです。ゼンマイを採取するときは子孫を

残すために胞子葉である雄のゼンマイは採りませんで

した。次に、動植物の在来種・外来種・雑種について学

びました。現在は雑種が多くを占めていることがわかり

ました。また、メダカ取りも行いました。メダカが生息

できるほど、綺麗な池が存在していることを確認できま

した。 

山菜採りでは、主にアイコとミズの採取を行いました。

一見、道端にありそうに見えがちですが、実際は、おい

しい山菜であることがわかりました。アイコとミズの他

にタケノコも採取することができました。採った山菜は

天ぷら、おひたしにして昼食時においしくいただきまし

た。また、山菜採取時に、案内人の方からのレクチャー、

積極的に質問を行うことによってコミュニケーション

を取ることができました。 

 スポーツGOMI拾いでは、地域の方々との交流をするこ

とができました。積雪量が多い地域での冬の遊び方など

の会話をすることができ、金山町の人の温かさを感じ、

とても楽しい時間を過ごすことができました。また、た

らの木になる「たらの芽」の採取をすることができまし

た。 

中間学習では、谷口銀山について学習しました。庄内

藩の財政を大きくすることに谷口銀山が大きく貢献し

ていたということを初めて知ることができました。『未

来に伝える山形のポータルサイト』注１に掲載してある

写真を見てみると、当時の状況を自分の肌で感じること

ができると思いました。ただし、保存会の案内がない限

り安全な状況で谷口銀山の見学を行うことが難しいと

いうことがわかりました。谷口銀山に訪れた方々が安全

に見学できるように、また、谷口銀山を気軽に見学する

ことができるように対策を考えていきたいと思いまし

た。 

 フィールドラーニングの第２日程は、残念ながら中止

となってしまいましたが、第１日程で充実した時間を過

ごすことができ、金山町の自然についての情報、魅力を

学ぶことができました。また、協力すること、コミュニ

ケーションの大切さについても学ぶことができました。 

引用参考文献 

注１ 未来に伝える山形の宝ポータルサイト

https://www.yamagata-takara.com/takara/recommend/

taniguchiginzan 

四季奏でるまち。山形県金山町 探訪ガイド

http://town.kaneyama.yamagata.jp/kanko/best-view/

entry-506.html 

「 山形んまいもの探しの旅：vol.１２金山町 

http://nmai.org/perorin_ga_iku/0806１

5/index_org.html 」 

農学部 Mさん 

私がこのフィールドラーニングに参加しようと思っ

た理由は、山形県のことについてより詳しく知りたいと

思ったからです。まだ、郷土料理等も詳しくないので、

金山町でいろんなことを学びたいと思って参加しまし

た。また、山菜採りをしたことがなくあまり食べたこと

もなかったので、自分の手で採り味わいって見たいと思

い参加しました。 

一日目の体験では、そば打ち体験と水辺の観察会を行
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いました。そば打ち体験ではそばが有名であることやそ

ばの材料の配合の仕方によって名称が違うことや打つ

際の注意点、行程の名前やその行程の名前の由来等を学

びました。また、金山町の方々と交流した際に庄内のな

まりが話題となり、話が盛り上がりより親睦が深まった

のが個人的に嬉しかったです。私たちの作ったお蕎麦ま

るでうどんのようになってしまいましたが、先生の作っ

たお蕎麦は細くコシがあり、とても美味しかったです。 

水辺の観察会ではメダカ釣り競争を行いました。メダ

カは少しの物音で逃げてしまいますが、素早く捕まえる

金山町の方々はすごいなと思いました。日常生活では、

なかなかできない体験をすることができました。また、

金山に生息する植物や植物の外来種や在来種、雑種等の

問題も学びました。普段何気なく見ているタンポポ等の

植物が、より身近に感じられるようになりました。また、

夜は星空を見ました。一面に広がる星空に感動を覚えま

した。まるでプラネタリウムのようで、多くの人に見て

もらいたい、知ってもらいたいと思いました。 

二日目の体験では、森の恵みを味わう講座とスポーツ

GOMI拾いを行いました。森の恵みを味わう講座では、実

際に山奥に入っていき腰にかごをつけて山菜を収穫し

ました。食べられる山菜と食べられない山菜の違いを学

び、気をつけながら声を掛け合いながらミズやアイコと

いう山菜を主に収穫しました。タケノコなども収穫しま

した。収穫後は、天ぷらやおひたしにして食べました。

今まで、苦いとしか思っていなかった山菜ですが自分で

収穫したこともあってか、苦みの中に旨味を感じること

ができました。また、採れたて出来たてのタケノコの天

ぷらは格別に美味しくまた、食べたいと思いました。ス

ーパーで山菜を見つけたら買ってみようと思いました。 

スポーツゴミ拾いでは、地元の団体の方々と一緒にゴ

ミ拾いを行いました。集めたゴミの量で順位を付けるな

どして、ゴミ拾いをスポーツやゲーム感覚で行う取り組

みはとてもいいなと思いました。 

課題としては、金山町の魅力がインターネット上で伝

わっていいないことだと思いました。活動を通して、金

山町には沢山の魅力があることに気がつきましたが、事

前学習ではこれほど理解しておらず、体験することで気

づいたことが多くありました。今後、SNS等でより分り

やすく、行きたいと思ってもらえるような情報発信が必

要だと思いました。 

これらの活動を通して、事前に下調べを行う重要性や、

沢山の人とコミュニケーションをとることの大切さを

学びました。コロナで人と関わる機会が減っていますが、

人と話すことで多様な考え方だったり、新たな知識を得

ることができたりと沢山の利点があることに気づきま

した。また、山菜は若い世代にあまり馴染みがないと思

いますが、こういった自分で収穫するという体験を通し

て、次の世代へと廃れずに伝わっていってほしいと思い

ました。 

最後に、私たちを快く受け入れてくださった金山町の

皆さん、アドバイスをくださった先生、サポートしてく

ださった先輩、情報を提供してくださった企業の方々に

深く感謝いたします。ありがとうございました。今回の

活動を今後の大学や会社での活動に活かしていきたい

と思います。 

 

 

農学部 Nさん 

私がこのプログラムに参加しようとした理由は、今ま

で東北地方へ行った経験がないため、このプログラムを

きっかけに東北の町の雰囲気を味わおうと思ったこと、

そば打ちや山菜採りなどの体験に魅力を感じたからで

す。 

第１日程の前に行った事前調査では金山町には金山

杉から作られた建築物、それに合わせた景観を守ろうと

している様子がうかがえました。 

第１日程で特に印象的に残ったのは山菜採りです、な

ぜなら、今までタケノコは太くて、そこそこ大きさのあ

るものと考えていましたが、今回の体験で採れたものは、

アスパラガスみたいに細く、小さいものでした。後で調

べたところ、正式名称はチシマザサと呼ばれており、地

域によって呼び名が変わっているようです。他にも、ホ

テルの外で見た夜空の星々、そば打ち、遊学の森の探索

など普段は味わえない経験をできたと考えています。そ

の中で案内人の人たちから与えられた課題は、いかにし

て観光客を集めるかでした。 

中間報告会に向けて私たちは金山町の自然を活かす

ためにはどうしていくかを皆で意見を出し合い、その結

果、グランピングの案が出されました。既存のキャンプ

施設にグランピングの施設を用意することで若者の興

味を引くことができるでしょう。そして、グランピング

のインテリアに金山杉を使用し、バーベキューの食材に

は金山発祥の漆野インゲン、米の娘ぶたを利用したりす

ることで金山町ならではの物も組み込むことができる

ので、グランピング目的で来た人たちにも金山町の魅力

を伝えられ、金山町にも興味を持ち始め、この魅力をよ
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り多くの人に伝えようとする流れが作れるのではない

かと思っております。 

第２日程は残念ながらコロナウイルスの影響により

中止になってしまいましたが、その代わりに中間報告会

がZOOMで行われ、案内人の人たちと意見を交換し合い、

その中で新たに見つかった課題はグランピングが衰退

したときの損失、そもそもグランピングの施設を設置す

るための費用の工面はどうするかなどお金の面での問

題が中心でした。金山町を訪れる人を楽しませるだけで

なく、地域対しての負担の面も考慮の必要性が見えてき

ました。 

私は今回のプログラムで、観光業で人を集めることの

難しさと直面することで、今まで旅行を観光客の立場で

しか考えていなかった私にとっては非常に貴重な体験

をすることができたと考えています。複数の目線から案

を提案する体験をこれからの人生の中で活かす機会が

あったら積極的に活かしていきたいと思っています。 
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最上町の人・自然・文化に触れよう 
活 動 状 況 

 

○実施市町村：最上町 

          

○講   師：ＮＰＯ法人山と川の学校理事長 伊豆倉勝行 

 

○訪 問 日：令和 3年 5月 29日(土)～30日(日)、6月 26日(土)～27日(日) 

 

○受 講 者：人文社会科学部 2名、地域教育文化学部 1名、理学部 1名、医学部 2名、 

工学部 3名、農学部 1名                       以上 10名  

 

○スケジュール： 

１回目 ２回目 

【１日目】５月２９日（土） 【１日目】６月２６日（土） 

8:20  山形駅集合 

8:42  山形駅発 

9:52～  新庄駅着 

11:00～ 最上町中央公民館 到着 

      昼食 

12:30～  アスパラガスについての説明 

13:00～  アスパラガス収穫体験 

15:00 （齊藤 和広さん畑）① 

15:00～ 

16:00  旧有路家住宅「封人の家」見学② 

※①と②の順番が逆になる可能性あり 

16:30～ 宿 到着 

 

8:20  山形駅集合 

8:42  山形駅発 

9:52～  新庄駅着 

11:00～ 最上町中央公民館 到着 

     昼食 

12:30～ 前森へ出発 

     次の日の畑作業準備など 

15:00～ 前森高原にて乗馬体験 

     前森高原周辺散策 

16:30～ 宿 到着 

【２日目】５月３０日（日） 【２日目】６月２７日（日） 

8:30～  最上町中央公民館 着 

放課後子ども教室ワイルドエドベンチャー 

スクールに参加 

（田植え作業） 

12:00～ ワイルドエドベンチャースクール終了 

     終了後、昼食 

13:30～ 中央公民館 到着後 まとめ作業 

15:00～ 中央公民館 出発 新庄駅へ 

16:16  新庄駅発 

17:23  山形駅着、解散 

 

8:30～ 最上町中央公民館 着 

放課後子ども教室ワイルドエドベンチャ 

ースクールに参加 

     （野菜植え＆トレッキング） 

15:00～ ワイルドエドベンチャースクール終了   

終了後まとめ作業 

16:30～ 中央公民館 出発 新庄駅へ 

17:22  新庄駅発 

18:35  山形駅着、解散 
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授業記録  
 

○活動レポート「私はもがみで考えた！」 

 

人文社会科学部 Kさん 

 私は最上でたくさんのことを経験してきました。第１

回目、第２回とも普段経験できないようなことをさせて

いただきました。第１回、第２回を含めた活動で印象に

残った活動は３つあります。 

１つ目は、アスパラ農家を訪れたことです。私はアス

パラガスがどのように作られているか知りませんでし

た。また、なぜ最上町でアスパラガスが有名なのかも知

りませんでした。その理由が過去に冷害に襲われどうに

かしてみんなで乗り越えようと試行錯誤した結果最上

の気候ときれいな水に適していたそうです。私たちは実

際アスパラガスの収穫を行いました。アスパラガスの成

長速度にも驚きましたし、アスパラガスの親株がふさふ

さで面白かったです。アスパラガスの漬物をいただき、

とてもおいしかったです。 

 ２つ目は、封人の家を訪問したことです。恥ずかしな

がら、最上町について調査するまで松尾芭蕉が訪問した

ところがあるとは思いませんでした。実際訪問してみて

日本古来の伝統がつまった素敵なところだなと感じま

した。昔の建物を大切に保存しているのが良いと思いま

した。 

３つ目はワイルドエドベンチャースクールに参加し

て小学生と交流したことです。第１回、第２回とも感じ

たのは地元の方が子供たちのために田んぼなどの体験

できるところを用意してくれて地元を盛り上げようと

しているところです。田植えでは経験のある方が近くで

やり方を教えてくださいました。地域内でたくさん交流

が行われて地元のすばらしさを共有するのはとても素

敵なことだと感じました。 

 この活動で感じたのは最上町はただ自然があるだけ

でなく自慢できるアピールポイントが山ほどあること

です。しかし課題はそれが地元でしか知られていず、世

間的にはあまり知られていないという所です。それを改

善するため最上町のアスパラガスを用いて町おこしを

行うことを提案したいです。まず多くの人にアスパラガ

スについて知ってもらうためブランド化を目指したい

と思います。それだけでなく、ブランド名などを実際に

応募してより関心を持ってもらえるようにしたいです。

そうすることでひとりでもアスパラガスの魅力に気付

いて好きになってもらえたらうれしいと感じます。実際

に最上を訪れたことで今まで見えてこなかった魅力や

課題を発見することが出来ました。また、最上町の方が

地元を素敵なものにしていこうと全員で活動している

点も最上町の魅力だと感じました。このフィールドワー

クは自分の世界を広めてくれた活動となりました。 

 

 

人文社会科学部 Rさん 

 外国人として、身をもって日本町の自然や文化を体験

した。最上町は小さい町ながらも意外な魅力があり、こ

の活動のある部分はまるで幼い頃に戻った気がしてお

り、馴染み深いとか、懐かしいとかと感じている。第一

回、第二回を含めた活動の中で、印象深い部分は３つあ

る。 

 一つ目は、アスパラガスの栽培基地に見学し、かつて

アスパラガスは体に良い、栄養価が高いと印象付けられ、

今回身近にアスパラガスの栽培原理、栽培に適する理由、

特にアスパラガス栽培のきっかけに驚いた。それは平成

15年最上町が大冷害に襲われたことにより、コメ収穫量

に大打撃を受け、町の人々はみんな一丸になり、県や町、

専門家が集い、最上の気象特徴、現有資源（水田）の有

効活用や、十分な堆肥が供給できる環境などを分析し、

アスパラガスの大産地を目指すことを決めたからだ。最

上町は平成16年から栽培し始め、翌年集出荷施設完成、

平成30までアスパラガスの売り上げ年収5億を突破し、

現在、アスパラガスは最上町の特産品となった。最上町

の人々はピンチに乗り越え、農業振興のターニングポイ

ントとなったことに非常にインパクトを与えている。今

後、最上のアスパラガスはどのように盛り上がるかのも

期待している。 

 二つ目は、マイタケ、シイタケを栽培するとき、収獲

後の廃菌床を廃棄することではなく、バイオマス燃料と

しての利用や、畜産農家の堆肥となり、特に特産品アス

パラガス畑の堆肥にも構成されており、資源の有効活用

していることにも感嘆させる。 

 三つ目はワイルドエレベチャー活動である。地元の大

場さんは自身冒険家として有名で、次の世代の育て方に

も責任を持って取り組んでいる。彼は今回も田植えや泥

団子種投げを通して、AI時代には、子供に大自然を親し

むべきであり、人間は自然とともに生きている考え方を

持たせるように、さらに、将来的に子供は最上町の魅力

を発信するようになってほしいと語っていた。今回の田

植えの項目によって、20年前家族と一緒に田植えの思い

出が出された。大場さんの紹介を通して、普段さりげな

く食べている草餅の素材の一つはヨモギ草であること

が分かった。また、山のことにたくさんの桑の木を見か

けており、マルベリーも賞味し、懐かしい味が味わった。

その時、家近く池畔に桑の木があり、夏の時、私以外の

仲間たち泳いだり、（桑の実）マルベリーをとったり、

ずっと池畔に待っている私に渡した。だが、最上町の子

供はマルベリーがそれほど馴染み深いではない、初めて

の味だった。 

 4日間の活動を通して、最上ならではの田舎の素晴ら

しい風景を眺め、アスパラガスのうまさ、まいたけ、シ

イタケ栽培において、最上町々は自然資源を大切に利用

し、人々は最上の魅力を発信している。自然の緑の世界
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に彷徨い、グループの人との出会い、地元人の親切さや

子供たちの笑顔はいつも浮かんでおり、都会の忙しさか

らも切り離され、心が癒されるほど魅力な最上を感じて

いる。 

 この活動を通して、今後の課題として考えてみる。調

べたところ、小国は天保13年から養蚕産業が始まり、養

蚕業も最上の特産業であり、第４回、第８回蚕糸絹業提

携確立技術・経営コンクールにおいて、最上出身の下山

菊夫・貞子夫妻が農林水産大臣賞を受賞されている。養

蚕の桑の葉っぱを活性化しているように、現在山の奥の

マルベリーにも着目すれば、品種を改良し、将来は最上

町の代表的な果物になるかもしれない。マルベリーを栽

培データによると、「桑は耐寒性に非常に強く、保水性、

排水性がよい、肥沃な土壌を好む」と書かれている。そ

れはアスパラガスように、マルベリーの栽培に適してい

ると考えられる。まだ周知されていないかもしれないが、

マルベリーは食後の血糖値の上昇を抑える働きがあり

デオキシノジリマイシンを多く含むことで注目されて

おり、マルベリーは単なる果物になるのではなく、マル

ベリーお酒や、ジャムにも作られ、日常生活には健康な

食品であると思われる。これによって、マルベリーの栽

培するのは地域活性化のプロジェクトになるのではな

いかと考えている。  

参考文献 

１、『シルクレポート 2020.10 月号』

http://silk-teikei.jp/pdf/silk67.pdf(2021年7月2日

参照） 

２、最上町(山形県)『最上町史·下巻』（最上町 1984） 

３、小林隆行 『果樹の育て方』（日本文芸社 2012） 

地域教育文化学部 Hさん 

 私はフィールドラーニング共生の森もがみにて、最上

町の自然と最上町の人々とのコミュニケーションにつ

いて学習した。一回目に関しては、最上町の農業を代表

する特産品「アスパラガス」の収穫体験とアスパラガス

について地元農家の方からお話を伺った。最上町のアス

パラガスは、東北地方の農作物に大きな影響を及ぼす

「やませ」による冷害への対策作物として十数年前に導

入された、比較的新しい作物である。また、最上町の子

供たちと一緒にもち米の田植え体験も行った。手作業に

よる田植えは大学生ですらかなりの体力を持っていか

れるほどのかなり負担の大きい作業であった。二回目に

関しては、最上町にあるまいたけ、しいたけの製造工場

の見学に加えて前森高原にて乗馬体験を行った。また、

最上町の子供たちといっしょに山菜をとりにトレッキ

ングを行ったりした。 

 もがみフィールドラーニングの活動を通して、私はア

スパラガス産業に着目した。最上町を支えているアスパ

ラガス産業であるが、生産者である農家の方々は80％が

60代の高齢者に加えて、残りの20％も40代50代の方であ

るため、後継ぎが必要となる。しかし、最上町の人口は

約９千人と少なく、若者は都会に働きに行ってしまうた

め地元での跡継ぎを探すことが困難であるという。実際

に最上町に行ってみて思ったことは、最上町は交通の便

が著しく悪く、地元外の人がわざわざ通勤してまでアス

パラガス産業に着手するとは考えにくい。そうした問題

に着目して、自分は、最上町に永住する人を増やすこと

で、地元のアスパラガス産業に着手してくれる生産者数

を確保できるのではないかと考えた。そのためには、公

共の交通網を整備するのはかなり骨が折れる。そこで、

最上町の国道沿いにかなり多くの空き地がみられたの

で、そこに住宅を増やすことで、車による移動がある程

度楽に行え、なおかつアスパラガスの畑に近いためアス

パラガス産業に着手しやすいのではないかと考える。 

理学部 Hさん 

私は4日間のフィールドラーニングで人や農業など、

様々な面から最上町を見ることができた。 

まず、１日目は、 最上町でアスパラガスを栽培する

ようになった経緯の説明を聞いたのち、実際にアスパラ

ガスを栽培している農家さんを訪れ、アスパラガスにつ

いて詳しい説明をしていただき、収穫体験をした。私は

初めてアスパラガスに春芽と夏芽があることを知った。

春芽は5月ごろに収穫し、甘く、やわらかく、色も濃い

ことが特徴として挙げられる。一方で夏芽は春芽とくら

べ、固く、色も黄緑であるということも教えていただい

た。また、最上町は冷涼な気候で、アスパラガスの栽培

を始める以前は5年に一度に冷害に襲われ、米の収穫が

大幅に減るということが起きていたという。そこで、平

成１6年から冷涼な気候に適したアスパラガスの栽培を

はじめ、年々生産は増えているとう。しかし、生産者の

高齢化が進み、担い手不足が懸念されているという。 

２回目の１日目には、マイタケの生産量が東北一のキ

ノコ工場を訪れた。最上町の豊富で綺麗な地下水や、澄

んだ空気がキノコ栽培に適していると聞いた。また、栽
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培が終わった菌床をアスパラガスの肥料にしたり、畜産

における牛舎の敷き藁に再利用されたりと、町内での資

源の循環の流れを知ることができた。 

このほかにも封人の家に訪れたり、小学生と共に田植

えやトレッキングをしたり、前森高原で乗馬体験をした

り、２回4日間のフィールドラーニングで様々な体験を

し、最上町の魅力と課題を様々な形で知ることができた。 

中でも私は「循環型」「環境を生かした農業」が印象

に残ったことから、その代表であるアスパラガスの担い

手不足について考えるに至った。 

この問題の解決のためには、若い担い手を見つけ、定住

してもらうことが必要だが、そのためには多くのステッ

プを踏むことが求められる。まずは第一のステップとし

て、「最上町のアスパラガスを知ってもらう」ことから

始める。最上町のアスパラガスを広く知ってもらうため

に、ブランド名を決めたり、パッケージを工夫したりす

ることが案として挙げられる。また、そのブランド名や

パッケージを一般に募集することで、話題性を作り、SNS

等で宣伝する等して、より多くの人に知ってもらうこと

ができる。 

失礼ながら、私は最上町がアスパラガスの産地である

ことを今回のフィールドラーニングで初めて知った。し

かし今回、最上町のアスパラガスに加え、最上町の人の

優しさや自然豊かな環境を知り、私自身、とても素晴ら

しい土地だと感じたことから、アスパラガスをきっかけ

に最上町を知ってもらうことは、担い手を見つける大き

な一手になると考える。 

 

医学部 Iさん 

 計２回の最上町でのフィールドラーニングを通して

私は最上町が魅力にあふれる自然豊かな地域であるこ

とを知った。そして自分の知らない地域を訪れて、その

地域特有の食材や文化を体験することは新鮮でとても

楽しいことなのだと改めて思い知ることができた。 

 第一日程の活動ではアスパラガスについての説明を

受けて実際に収穫体験をし、封人の家を訪れ、ワイルド

エドベンチャースクールという小学生の団体の活動に

参加した。最上町は過去に大規模な冷害による米の不作

に悩まされた結果、代替案としてアスパラガスの栽培を

開始した。はじめは慣れないアスパラガスの栽培に農家

だけでなく県の職員も協力して試行錯誤を重ねたが、最

上町はもともと涼しい気候と分水嶺によるきれいな水、

肥沃な土壌に恵まれていたため、生産面積と生産人数は

右肩上がりに上昇していったとのことだった。見学の最

後に収穫したてのアスパラガスのお漬物をいただいた

が、あれほど甘くて色鮮やかなアスパラガスは過去に見

たことも食べたことがなかった。ワイルドエドベンチャ

ースクールでは地域の小学生たちと一緒に田植えと看

板作りを行った。初めて顔を合わせたときは少し緊張し

ているように見えた小学生たちだったが、大雨の中全員

びしょ濡れで田植えをしているうちにだんだんと口数

が増え、大学生を翻弄するほどの元気の良さを見せた。 

 第二日程の活動ではキノコの収穫、前森高原での乗馬、

ワイルドエドベンチャースクールの活動を体験した。私

たちが見学したキノコ農家ではマイタケとシイタケを

栽培していたが、廃棄されたシイタケがアスパラガスの

肥料となっていることを知り、一見関係がなさそうに見

える二つの野菜が意外なところでつながっていること

に驚いた。そして自宅に戻ったらさらに深く最上町の野

菜作りについて調べてみようと思った。２回目のワイル

ドエドベンチャースクールには前回と同様にたくさん

の小学生たちが参加していたが、大学生たちの顔や以前

私が話した内容を覚えていてくれたことが一番嬉しか

った。 

 沢山の体験の中でも特に印象に残ったことは農家の

担い手がなかなかいないために新規就農者の育成が問

題になっている、と現地を案内してくれた方がおっしゃ

っていたことだ。最上町にある農家の80％が60歳以上で

あるため、若い人たちが農家に興味を持ってくれること

が最優先かつ最重要課題であるがそう簡単に解決する

問題ではない。今後も根気強く向き合っていかなくては

ならない問題なのだと感じ、自分なりに解決策を練って

みようと思った。 

 

医学部 Oさん 

・フィールドラーニングのまとめ 

 ２回のフィールドラーニングでは主に、農業体験と小

学生の自然体験教室（ワイルドエドベンチャースクー

ル）の支援という２つの経験をしました。 

農業体験では、もがみ産のアスパラガスの魅力を学び、

また東北一の生産量を誇るきのこ生産工場を訪問して

きのこの人工栽培の方法を教わりました。 

小学生の自然教室支援は、第１回は田植え体験、第２

回は高原トレッキングに同行しました。１回目は子ども

との接し方に戸惑いを感じたり、何をどう話せば良いか

わからず心残りな点がありました。しかし、中間学習で

子どもとの接し方について調べて臨んだ２回目では、子

どもたちにとっても２回目で大学生に慣れたというこ

ともあって、１日中会話を楽しむことができました。２

回目の最後に、一緒にいた子どもから「毎回大学生がい

てくれたら毎回自然教室に参加するのに」と言われ、と

ても嬉しかったです。 

 

・課題設定 

２回のフィールドラーニングを通して、私が課題とし

て設定したのは、アスパラガスの担い手不足の解消・ア

スパラガスの購買促進です。ただ、このテーマはかなり

広範な問題を扱っており、大学生の私が授業の一環とし

て扱うには少々大きいテーマです。そのため、私はこの

２つのテーマを、アスパラガスを知ってもらう・好きに

42



第二部 授業記録 プログラム３ 最上町の人・自然・文化に触れよう（最上町） 

なってもらう、というテーマに落とし込み、上記の課題

解決の第一歩とすることにしました。 

・解決策の提案

アスパラガスを好きになってもらう方法を模索する

ために、様々な視点から追加調査を行ないました。その

中で、いくつかの商品・作物がブランド化によって知名

度が上昇し、商品価値が高まったという事例を発見しま

した。特に、高級マンゴー「太陽のタマゴ」はブランド

化が最も成功した例の一つです。 

この事例を知り、アスパラガスも同様にブランド化し

たら上記の課題の解決策になりうるのではないかと考

えました。ブランド化の大前提として、商品の品質が重

要ですが、もがみのアスパラガスはその点は十分にクリ

アしていると考えています。必要なのは、知名度の向上

です。方法としては、愛称やロゴの募集などを提案しま

す。愛称？と思うかもしれませんが、最も有名ないちご

の一つである「とちおとめ」（栃木にちなむ）のように、

愛称とブランドイメージというのは意外と密接な関わ

りを持っているのです。 

愛称やロゴなどが決まり、ブランド化への第一歩を踏

み出せたら、次はブランド・アスパラガスの知名度向上

が必要です。この点については、ブランド・アスパラガ

スを使った料理コンテストの開催を提案します。このコ

ンテストを毎年、少しずつ規模を拡大して開催し、SNS

等でも発信すれば、自ずとブランド・アスパラガスの知

名度が向上します。 

・総括

２回のフィールドラーニングを通して、最上町の自然

の豊かさや地元の方々の暮らしに触れ、多くの学びがあ

りました。一方で、最上町の良さが外に十分に伝わって

ないという残念な点も浮かび上がってきました。今回、

私が提案したアスパラガス産業活性化の解決策が最上

町の良さを伝えられる機会になれば良いと考えていま

す。 

工学部 Yさん 

私は、一泊二日の日程で二度最上町へ赴き、この町の

人・自然・文化に触れてきた。 

第一回の実習は五月二十九日、三十日に行われ、一日

目にはアスパラガスの収穫体験と封人の家見学、分水嶺

の観察を行った。このレポートでは第一回目の一日目に

行われた活動にかかわる、最上町でのアスパラガスの栽

培とその課題について学んだこと、そしてその課題に対

して私たちが提案することについて述べる 

アスパラガスの収穫体験は、事前に最上町役場の結城

さんにアスパラガスの収穫高や売り上げ、最上町でアス

パラガス栽培を始めた経緯について説明を受けた。 

まずその経緯のあらましについて述べる。幾度となく

冷害に見舞われてきた最上町は、当時の基幹産業であっ

た稲作の収量が冷害によって不安定であることと、国内

での米需要の減少から、水田を畑地に転換した。畑地で

はキュウリや町花であるリンドウが栽培されたが、平成

十六年に県、町、JAが集ったステージ会議にてより寒冷

な気候に強いアスパラガスを栽培することが決まった。

ゼロから始まったアスパラガス栽培だったが、県の農業

技術普及課および農業振興課職員の協力もあって順調

に進展していき、三年目の平成十九年には売上額は一億

円を突破した。こうしてアスパラガス栽培は、最近では

毎年四億円以上売り上げる町の一大産業となった。 

次に、アスパラガス栽培の課題について述べる。結城

さんが言うには、アスパラガス農家の高齢化が進んでい

る 

という。今アスパラガスを栽培している農家の八割が六

十歳以上であり、残りの二割も大半が四、五十代となっ

ており、このままでは近い将来最上町のアスパラガス産

業は著しい担い手不足に陥ってしまう。しかし、私たち

にこの問題を直接的に解決する手立てはない。そこで、

私たちの班はこの問題を解決する手助けをすることを

目的として、最上町のアスパラガスについて広く知って

もらうことを手助けすることを目標に、パワーポイント

の制作をはじめた。 

私たちが提案するのは、アスパラガスを地域ブランド

として売り出すことで最上町のアスパラガスについて

知ってもらうということである。地域ブランド化したと

ころで本当に効果があるのか疑う人もいるだろう。しか

し、これには歴とした成功例がある。私はその成功例と

して福島県の桃であるあかつきを挙げる。前述の通りあ

かつきとは福島で開発された桃である。シャキシャキと

小気味よい食感と豊富な果汁、強い香りと優しい甘さが

特徴のこの品種は、福島県が桃の生産量で全国第二位な

のにもかかわらず、品種別作付面積では堂々の一位に輝

き、トップクラスのシェアを誇っている。このように地

域ブランドとして売り出すことは、その地域の生産量に

かかわらずある一定の知名度を生み出すのだ。また、最

上町のアスパラガスには他の地域で栽培されたものと
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差別化できる要素がいくつもあるとアスパラガス農家

の斎藤さんは語る。最上町とは分水嶺に位置する町であ

る。これはすなわち、最上町の水は山がろ過したばかり

のとても綺麗な水だということである。このことはアス

パラガスに一定の価値を与えるだろう。さらには、最上

町ではアスパラガスを栽培する際肥料として町で生産

し売れ残ったり商品にならなかったりしたキノコを用

いている。このような循環型の農業は昨今の潮流である

エコ意識に合致しており、消費者の購買意欲を高めるは

ずだ。したがって私たちはこれらの特徴を活かし、最上

町のアスパラガスをブランド化して世間に知らしめる

こと提案する。 

工学部 Oさん 

 ２回のフィールドラーニングで、最上町の自然豊かな

環境と地元の素敵な方々と関わることが出来た。 

 １回目の活動では、アスパラガスについての説明と収

穫体験、封人の家への訪問、ワイルドエドベンチャース

クールに参加し田植え作業とペンキ塗りをした。その中

でも、特に印象に残ったことは、アスパラガスの説明で

ある。アスパラガスには、春芽と夏芽があり、春芽は貯

蔵根といわれる根っこにひと冬の間じっくりと蓄えら

れた養分を糧に生育し、夏芽はアスパラガスの木を人が

作ってあげることにより日々行われる光合成で作り出

した養分で育成するといった違いがあること、温度が

35℃を超えると成長が緩くなり20℃ぐらいがちょうど

良いこと、アスパラガスを切った根本は腐りむしろ根元

が病気の原因になるので、切るときはぎりぎりで切り最

後はバーナーで燃やすことなど他にもたくさんの知識

を身に着けることができた。また、アスパラガスは担い

手が不足しているという課題も知った。 

 ２回目の活動では、マイタケについての説明、乗馬体

験、ワイルドエドベンチャースクールに参加しトレッキ

ングをした。特に、印象に残ったことは、マイタケの説

明で、使用後の菌床を畜産農家で使ったり、アスパラ畑

の堆肥の一部になったり、林間での露地栽培をして資源

の循環へと繋がるといった廃菌床の有効利用をしてい

ることを知った。 

 さらに、２回行ったワイルドエドベンチャースクール

への参加を通して、小学生が森のことや田んぼのことの

知識や葉を使った遊び方などを想像以上に知っていた

ので、住んでいる地域によってその地域ならではの知識

を小さい頃から身に着けることができると学んだ。また、

２回目のワイルドエドベンチャースクールへの参加で

１回目よりも小学生と深く関わることができ、小学生と

の関わり方や小学生と関わることの楽しさを学んだ。 

 ２回の活動を通して、私は担い手不足のアスパラガス

に注目した。アスパラガスの担い手不足を解決するため

に、まずはアスパラガスを好きになってもらい、知って

もらうことが大切だと考えた。そのためには、ブランド

化する必要があり、ブランド化するために愛称やパッケ

ージの募集をし、その後ブランド化したアスパラガスを

使って料理コンテストをし、最終的にSNSで広める。こ

のことで、最上町のアスパラガスを今以上に知ってもら

うことができると考えた。 

 今回の活動で最上町の魅力に触れることができたの

で、その魅力を、アスパラガスを通して全国の人々に知

ってもらいたい。 

工学部 Sさん 

私たちは最上町を二回フィールドラーニングに行き、

最上町の良いところを体験させてもらった。１回目、5

月に訪れた際にはアスパラガスについての収穫体験、旧

有路家住宅｢封人の家｣の見学、ワイルドアドベンチャー

スクールと題した子ども教室に参加し、地元の小学生達

と田植えを行った。 

また、２回目の9月に訪れた時には舞茸と椎茸の生育

の説明を受け、前原高原での乗馬体験、子ども教室では

前回交流した子供たちと再び会い、山菜採りやダム見学

を一緒に行った。 

これらの沢山の経験をする中で、私は最上産アスパラ

ガスについて着目した。最上産アスパラガスは｢担い手

不足｣、｢買ってくれる人が増えて欲しい｣という課題が

ある。その課題を解決するために私は、最上産アスパラ

ガスが今よりも高い知名度を持つべきであること、その

存在を多くの人に知ってもらうことが重要だと考えた。 

最後に感想となるが、今回のフィールドラーニングを

通して、学んだことが２つある。１つ目は、地域の魅力

や暮らしやすさは単純に人口や産業というものとは比

例しないということである。最上町の人口は約8000人で

あり、決して多いとはいえない。しかし、アスパラガス

やキノコと言ったその土地の良さを最大限生かした特

産品、山菜と言った自然の恵み、何より4日間お世話に

なっただけだが、人々の温かさがあることがよく分かっ

た。私の出身地は人口が比較的多い土地だが、上記のも

のはないため、全てが物珍しく楽しい体験だった。その

ため、これらを最上町以外の人々に伝えることで、産業

が衰退するのを防ぎ、次の世代まで繋げるためのお手伝

いがしたいと切に思いました。２つ目は、自分の行動が

全体に確実に影響するという点である。フィールドラー

ニングは集団行動であり、また、一つ一つの工程が予め

決まっている。そのため１人遅れるだけで班のみんなを

待たせるだけでなく、お世話になる最上町の人々にも迷

惑をかけてしまうということだ。小中学校での修学旅行

と違って先生やガイドさんがついていないのでつい時

間を忘れて質問をしすぎたりしたが、もっと時間に対し

て気を使うべきだったと思った。地元の人に｢次がある

からそろそろ終わりで…｣と言われた時、申し訳ない気

持ちになったからだ。この教訓を日々の生活で活かした

いと考える。 
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そして、私が考えた最上町を盛り上げる方法は、「最

上産アスパラガスをブランド化する」ということである。

全国の多くの特産品において、ブランド化することで売

り上げを大きく向上させた例が複数ある。例えば、新し

い愛称を作ることでスーパーで見かけた際の親しみや

すさを向上させる、というものだ。これらの取り組みに

よって山形県内外の多くの人に知ってもらい、最上町に

対する関心を強めてもらおうと私は考えた。 

農学部 Sさん 

（活動報告） 

フィールドラーニングを通して、２度最上町を訪れた。

まず、到着してすぐ感じたのは自然の豊かさだ。四方八

方どこを見渡しても自然にあふれ、その壮大な景色に圧

倒された。 

《１回目》 

１日目は、アスパラガス収穫、封人の家の訪問、分水

嶺の見学をした。アスパラガス農家には事前に公民館の

スタッフの方に説明を受けてから行った。作り始めてか

らまだ日も浅いこと、以前は稲作を盛んに行っていたが、

やませという冷害に悩まされ、米の需要が低下している

ことが栽培を始めるきっかけになったことを学んだ。初

めの年には40人ほどの農家の方が集まり、現在は生産者

数、生産面積は共におよそ３倍、売り上げは５億円にも

上り、年々上昇しているそうだ。何も知識のないゼロか

らのスタートで不安もある中、ここまで成長させられて

いることに農家の方たちの熱い思いを感じた。実際に栽

培している所を見て、地面からニョキニョキと生えてい

るスーパーで見かける姿の脇にはフサフサとした親株

があることは、小さな発見だった。 

２日目は、ワイルドエドベンチャースクールの子供た

ちと交流した。田植え、看板作り、有機農法の泥だんご

作りをした。田植えは初めての経験で、何度も足が沼に

はまって抜け出せなくなった。苗をまっすぐ植えること

も難しかったが、田んぼで一歩前に歩くだけでもでも四

苦八苦して農作業の大変さを身をもって実感した。イノ

シシやクマよけに笛を吹いたり、爆竹を打ったり、田植

えのコツ等子供たちからはたくさんの最上町で暮らす

知恵を教えてもらった。大人から子供へ脈々と暮らし方

や工夫が受け継がれていることを感じた。 

《２回目》 

シイタケ・マイタケ作りの工場を見学した。一つ驚い

たのは、廃棄するシイタケやマイタケを再利用している

ことだ。アスパラガス畑の堆肥の一部にもなるというこ

とだった。また、「professionalきのこ山形」という団

体を立ち上げ、フードロスを減らすため、商品にならな

いマイタケを代替肉を使えないか試す等、環境に配慮し

た取り組みがたくさん行われていた。ほかにも前森高原

での乗馬体験や１回目と同様子供たちと関わる機会が

あり、一緒にトレッキングを楽しんだ。 

《まとめ》 

今回の活動を通して最上町の魅力を存分に存分に味

わうことができた。豊かな自然のもと、人とのつながり

を大事にしながら生活している素敵な町だと感じた。中

でも、注目したのは、アスパラガスだ。今、アスパラガ

ス農家は担い手不足と売り上げを向上させたいという

二つの課題がある。既に、農業をやりたい人を呼ぶ取り

組みはされているため、違う視点から考えてみた。そこ

で思いついたのは、まずはアスパラガスに親しみを感じ

てもらうことだ。具体的には、愛称を付け、ロゴのデザ

インを作成してもらいブランド化する。その時に、最上

町は、環境にやさしい循環型の取り組みをしていること

もプラスできるとより最上町の良さをPRすることにつ

ながると考えた。 
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里地里山の再生Ⅰ 
活 動 状 況 

 

○実施市町村：舟形町 

          

○講   師：堀内ファーム会員及び地域住民 

 

○訪 問 日：令和 3年 5月 22日(土)～23日(日)、5月 29日(土)～30日(日) 

 

○受 講 者：人文社会科学部 2名、理学部 1名、医学部 2名、工学部 2名、農学部 1名 以上 8名  

 

○スケジュール： 

１回目 ２回目 

【１日目】５月２２日（土） 【１日目】５月２９日（土） 

8:20   山形駅集合 

8:42    山形駅発 

9:44    舟形駅着 

10:10～  開講式（農村環境改善センター） 

     活動説明 

10:50～  野菜の定植体験活動 

12:00   昼 食 

13:30～  野菜の定植体験活動 

18:00～  夕 食 

 

8:20    山形駅集合 

8:42   山形駅発 

9:44   舟形駅着 

10:00～  野菜の定植体験活動 

12:00～  昼 食 

13:00～  野菜の播種体験活動 

18:00～  夕 食 

 

 

 

【２日目】５月２３日（日） 【２日目】５月３０日（日） 

7:00    起 床 

7:30  朝 食 

9:00～ 野菜の定植体験活動 

12:00  昼 食 

13:30～  野菜の定植体験活動 

16:50  農村環境改善センター発 

17:29  舟形駅発 

18:35   山形駅着 

 

 

7:00    起 床  

7:30  朝 食 

8:00    体験実習館 出発 

9:00～  野菜の定植体験活動 

12:00   昼 食 

13:30～  野菜の定植体験活動 

16:50  農村環境改善センター発 

17:29  舟形駅発 

18:35   山形駅着 
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授業記録

○活動レポート「私はもがみで考えた！」

人文社会科学部 Kさん 

私は舟形町でのフィールドラーニングを通して、農業

の大変さとやりがいを味わいつつ、講 師の方からお話

を伺い、活動前には知らなかった舟形町の魅力をいくつ

も知ることができた。 

第１日程の２日間では主にきゅうりの定植活動を行

った。私はこれまでに農業の経験がなかったので、腕や

肩、足腰をフル稼働させる単純作業の繰り返しを体験し、

農家の方のハードな仕事に驚きと尊敬の念を覚えた。体

験を通して感じたのは苦労だけではない。苗を植えてい

るうちにだんだんときゅうりへの愛情が生まれ、ついに

は苗に声をかけていた。第２日程の活動から１週間が経

過する現在も、自分たちが植えた苗の成長が気になり、

畑へ行きたくてうずうずしている。私はこのような農業

の手間と、自然に湧き出る作物への愛情を、できるなら

ば全人類に体感してほしいと感じた。農業体験は、日々

食べている食物とその生産者へのありがたみを身にし

みて感じることができる食育の機会である。食育が促進

されると、食品ロスの改善や、人々がより食事を楽しむ

ことができる社会づくりに結び付くと考えられる。 

第２日程では、講師の方に舟形町の気になったことを

たくさん聞き、町の魅力をたくさん知り、そのうえで町

の課題を自分なりに明確にすることができた。私が見つ

けた舟形町の課題は、舟形町へ興味を持つきっかけが町

の外にほとんどないため、舟形の魅力があまり外に知ら

れていないことである。現地講師のお話から、農家の方

は労働力削減のために農業の機械化を進めたいが、最新

型農業の導入を進める資金や人材がなく、現状では機械

化を進めてくれたり、農地を引き継いでくれたりする若

者が必要だということがわかった。しかし、舟形町に興

味を持って農業や新しい事業を始める若者はなかなか

現れない。そこで私は、舟形町に親近感を持ってもらう

ためのきっかけをつくるべきだと考えている。具体的に

は、少人数でも参加できる舟形町満喫体験会の実施を提

案したい。舟形町では、過去に学校単位での舟形町体験

活動の受け入れを行ってきたが、さらに個人単位での体

験の受け入れ態勢を整えれば、自然に触れる機会を求め

る人々が外部から集まり、現地の魅力を感じて舟形町に

思い入れを抱き、将来舟形町に移住したいと望む若者も

出てくるはずだ。また、このような取り組みをすること

で企業の目に留まりやすくなり、企業誘致もできるかも

しれない。土日や夏休み期間、農作業がそれほど忙しく

ない時期だけでも舟形町体験会を開くと、将来の舟形町

の発展につながるのではないだろうか。 

人文社会科学部 Kさん 

私は今回のフィールドワークを通して舟形町の現状

や問題、魅力について学ぶことができた。第一日程では

ミーティングのみの参加となったが、メンバーの話や様

子から農作業の大変さが垣間見えた。その中で農作業へ

のやりがいや貴重な経験を得られた実感、感謝とともに

疲れによる集中力の欠如などが話題にあがった。大学生

でさえ疲れを生じる作業を毎日欠かさず続けることは、

高齢の農業従事者にとってはより辛いものであるので

はないかと感じられた。第二日程では、第一日程の振り

返りや事前・中間学習を通して生まれた疑問について質

問をし、様々な施設の視察や講師の方からのお話によっ

て、より深く舟形町について知ることができた。 

舟形町の問題は、人手不足と資金難であると思われる。

日本全国で問題になっている少子高齢化は舟形町にも

大きな影響を及ぼしており、農業従事者数の減少や後継

ぎ不足が問題となっている。加えて、舟形町の若い年代

の人々が町外へ流出してしまっている。これは進学・就

職・結婚などが主な要因として挙げられている。高校や

大学がなく、就職先が少ないためである。農業のみで生

計を立てることは厳しく、兼業の必要性を考える上でも

就職先の少なさは問題となっている。また、労働力を補

う機械の導入やその他施策も資金不足により難しいと

推測される。日々の農業に追われ、新たな情報や技術を

得にくい現地の人々にかわって、現状を打開するための

新たな意見や考えを生み出す人材や機械などの技術面

において理解のある人材が求められている。労働力不足

の解消の為に、結局は人を必要としているのである。し

たがって人口減少や人手不足の解消のためには機械等

の設備の充実も必要だが、資金力に乏しい現在は農業や

舟形町に興味関心を抱く人材を集めることに注目して

いきたい。 

そのために必要だと思われるのは、町や町の特産物に

関する情報発信の改善である。舟形町には豊かな自然環

境と特産物が存在する。特にマッシュルームは国内生産
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量の約二割を占めているにも関わらず、舟形は有名であ

ると言い切ることができない。それは現在、情報発信に

おいて「舟形」が強調しきれていないからだと推測され

る。パッケージやサイトの内容構成変更や特産物のレシ

ピの添付、農作物のブランド化などの工夫の他、団体に

よる農業体験会を増やすことでより舟形町を知り、魅力

を感じてもらうことができるのではないかと思う。さら

に全国各地から来ている多くの大学生にも舟形町につ

いて知ってもらう切掛けとして、学食などでの舟形町の

特産物の提供を考えている。これらの取り組みなどによ

って舟形町に興味関心を持ち、その魅力を知る人材を増

やすことをまずは大切にしていきたい。 

 

理学部 Kさん 

私は２回の舟形町でのフィールドラーニングを通じ

て、舟形町の特性や魅力、農業の現状について知ること

ができた。私は実家で祖父母の農業の手伝いをしたこと

があるが改めてやってみると番線の巻き付けなど細か

い作業から苗の運搬の繰り返しなど、体力勝負でありな

がら雑にならないように集中力を保つのは大変だった。 

第１日程の２日間では、きゅうりの定植作業を行った。

最初にやった番線の貼り付けは弛まないように引っ張

りながら巻き付けるのは最初はうまくいかず苦戦した

が午後は操作が安定し早く作業を進めることができた。

そして私が特に苦労した作業がきゅうりの苗の運搬で

ある。ただ苗を運搬するだけならそこまで苦労しないが

一度苗を液肥に漬けてから運搬する必要があった。土壌

もぬかるみ足を取られないように気を付けながら苗を

持って行っては置いて新たな苗をもらいにいくことの

繰り返しはかなりの重労働であり汗をかくものであっ

た。しかし作業を終えた後の達成感は農業を実際にやっ

てみないと味わえないものだと実感できた。是非ともこ

の農業体験を舟形にきて多くの人に体験してほしいと

思った。 

第２日程では第１日程で見つけた疑問と事前学習で

出てきた課題を講師の方々に質問をし、気になっていた

雪室施設や野菜の直売所などの施設の見学もすること

が出来た。舟形町では農業の人手不足が問題となってい

て農業を営む人の高齢化が進んでいる。現地の方々は若

者の労力の獲得と機械化を進めることの両方を求めて

いる。そして舟形町が町の外に発信する魅力があまり知

られていないことも大きな課題である。そこで町の外の

人々が舟形町に対して興味を持ってもらうために私は

舟形の特産品である蕎麦やマッシュルーム、雪室野菜の

ブランド化を進めるべきだと考えた。実際、舟形のマッ

シュルームは全国のシェア率は２割を超えているが知

名度は全く足りてない。そういった理由で売り上げが伸

び悩んでいると考えられる。ブランド化を実現できれば

機械化に必要な賃金を集めることが可能になりより農

作業の効率を上げることができる。農業以外にも鮎釣り

のために全国から人が集まってくることや若あゆ温泉

を求めて他県から人が来ることも判明したため、これら

全てを楽しむことができる体験会を計画するのも舟形

町の魅力を発信していくものになるのではないかと考

える。少しでも魅力を感じてくれれば舟形町に移住する

人も出てくるかもしれない。舟形町にしかないという利

点を最大限に活かせられることが若者の労働力獲得へ

のカギとなると思う。 

 

医学部 Uさん 

私はフィールドラーニングで舟形町に行き、農業体験

をして雪室などの施設の見学をした。これによって雪室

に野菜を入れると野菜が甘くなるなど具体的な農業に

ついてのことを学ぶことができた。また、これと同じく

らいもしくはより勉強になったのは当日引率をしてく

ださった大山さんに様々なことを聞くことができたこ

とだ。特に印象的だったのはほかの地域でも見られるボ

トムアップ型の６次産業化を大山さん自身が進めてい

らっしゃっていたことだ。私は一回目を休んだため、事

前学習のためにかなり情報収集をした。農林水産省の統

計データや舟形町の発展計画書を見て、現地に行った同

じ班の仲間の話を聞いて、おおよそこんな感じなのだろ

うと現地の実態の予想を立てていた。そしてそれに合わ

せて事前に六次産業化を促すために山大生との交流会

などを設けることを提案しようと考えながら二回目に

臨んだ。しかし、実際に現地に行くと全く予想と異なり

すでに六次産業化は進んでいて、自分の提案はするまで

もなかったということが分かった。つまり、事前学習で

調べきることができなかったのは、舟形町の人たちがど

のように自発的かつ具体的に地域の課題を解決しよう

としているかということだった。その反面、事前学習は

フィールドラーニングで得られるものを増やし、事前学

習のおかげで、現地で分析するときに多くのヒントを得

ることができた。別に事前学習で調べていたことが全く

無関係だったわけでもなく、同じ班の人の話も踏まえて

いてもやはり現地に行かないとわからないことはたく

さんあるのだと感じた。このような経験から私は改めて

実体験や現地を実際に見に行き現地に住む人の話を聞

くことの大切さがわかった。自分は将来研究者の道に進

みたいと考えているため、キャリアデザインのための示

唆を多く得ることができた。今後実際に自分の取る行動

としてはまず舟形町に直接関係することとして舟形町

の野菜やそばを学生食堂で提供してもらうよう提案す

ること、自分自身のためにはまず現地・現場を意識して

何かを提案するときや分析するときは机上の空論にな

らないよう意識することだ。 

フィールドラーニングを通じて農業についての具体

的な知識を得ることができたが、キャリア形成にも役立

つような普遍的なことを学ぶことができてよかったと

感じている。 

48



第二部 授業記録 プログラム４ 里地里山の再生Ⅰ（舟形町） 

医学部 Oさん 

私は今回このフィールドラーニングを通して初めて

農業体験をした。主にキュウリの定植を行い、ニンニク

の栽培やグリーンハウスでの作業の手伝いも体験する

ことができた。しかし舟形町に訪れ、農業を単に経験す

るだけでなく、舟形町の抱えている問題について深く考

えることができたと思う。農家の方々と４日間一緒に過

ごしていくなかで、地元の方々の声や希望を聞けたし、

それに対して私たちが携わって問題解決に向けて考え

られた。大山さんがおっしゃっていた通り、舟形町には

人手も機械化も足りていない。今回第一日程で５人の学

生が２日間でやっとキュウリの定植が進められたとい

うのに、これを高齢な農家の方々が行うのには時間も労

力もかなり必要になると感じた。また、水やりや植え付

け、グリーンハウス内での温度調節を機械で一気に行え

たらいいのに、ということも何度もフィールドラーニン

グ中に耳にした。確かに、前述したように複数の学生で

も大変な作業を、ボタンをプッシュしただけで自動でや

ってくれるなんて農業をする人々の憧れである。私たち

学生を前にして、何か便利なものを開発してくれよ〜と

か、お金さえあればな〜とおっしゃっている大山さんを

見ていると、本気で機械化を進めたいと思っているのだ

と感じた。これからの課題として、若者や機械化を進め

るための前段階として、舟形をできるだけ多くの人に知

ってもらい、興味を持ってもらうことが大切だと思う。

そのために私たちはまず、自身で舟形の魅力を理解し、

その魅力を人を舟形に引き付けるためにどう発信して

いくのかが重要である。単に発信して情報を広げるので

はなく、実際に舟形町まで足を運んでもらうためにどの

層をどのような方法で引き込むかを考えなければなら

ない。そこで私たちの班は沢山ミーティングを重ね、山

形でも多くの若者の集うこの山形大学内で宣伝をして

いく方向に決めた。舟形を代表するマッシュルームを使

った商品やそばの提供など、大学内で可能なことを模索

してできる限りの努力をする。舟形の認知度が上がり、

食材以外にも若あゆ温泉や鮎釣り、キャンプやコテージ

などの舟形の魅力を多くの人に体験してもらい、その上

で舟形町の抱えている問題だったり現地の方々が困っ

ていることを理解してもらうことで町全体を盛り上げ

ていくことができるのではないかと感じた。 

工学部 Iさん 

私は今回のフィールドワークで、農業体験や、舟形町

の方の話を聞き、自分の目で実際に見ることで、舟形町

の雰囲気や特色、課題を知ることができました。 

私は一週間目の活動に、参加することができませんでし

たが、班員の話によると、集中力と体力を消耗する若い

大学生でも大変な作業だったようなので高齢の方には

もっと大変なのではないかと思った。 

第二日程の活動では第一日程の活動で生じた疑問を

解消するために質問を行った結果、雪室貯蔵庫や産直市

場などを見学することができた。雪室貯蔵庫は比較的少

ない投資で野菜やコメにさらなる価値を付加すること

ができたが、本格的に販売するには大規模な設備が必要

なので、多額のコストがかかるそうだ。 

農作業ではハウスでのきゅうりの誘引作業の手伝い

と液肥をきゅうりに与えるためのパイプの配管作業を

行った。 

キュウリの誘引作業は単純な動作を繰り返す作業だ

ったが、慣れてくると気が緩んできゅうりを傷つけてし

まいそうになることがあった。キュウリの誘引作業は収

穫量を多くするための工夫で、使用するテープは光分解

性のものになっているなど、環境にも配慮されていた。

また、講師の人はハウスの気温管理などの作業を機械化

できる人がいればなー言っていた。 

移動で用いたバスからの景色では、昔は農地だったと思

われるが今は荒れてしまっている場所があった。もしか

したら農家の高齢化による離農者の増加の影響なのか

もしれないと感じた。 

フィールドワークを通して私が感じた課題は高齢化

による離農者の増加と魅力はあるが、知名度がないこと

だ。 

それに対して私たちの班は舟形町のために何が提案

できるか話し合った結果、舟形町を知ってもらうきっか

けとして、マッシュルームやソバなどの舟形町の特産品

を厚生会館の学食などで販売してもらうという結論に

至った。 

舟形町には知られていないだけでマッシュルームや

そばなどの農作物や美しい自然などのたくさんの魅力

があるので、知ってもらうことさえできれば興味を持っ

てもらえるのではないかと感じた。 
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工学部 Sさん 

私は舟形町でのフィールドラーニングを通して、農業

と農村の実態について学び、舟形町の発展のために、学

生として何ができるかを考えることができた。 

第一日程では主にきゅうりの定植を行った。畑の整備

から始まり、マルチへの穴あけ、苗植えまで、全部で800

本以上のきゅうりを定植した。食事では山菜を中心とし

た料理を振る舞っていただいた。第一日程の二日間とも

に肉体労働が多く、単純作業でこの作業自体に楽しさを

見出すことは容易なことではないだろうと感じた。しか

し、苗を植え終わった際に得た達成感や、苗に対する思

い入れが生まれたことに関しては、この労働の対価であ

るのだろう。さらに、農業には思っているよりも理解す

るには頭を使うということに驚かされた。液肥の配合や

誘引テープの光分解、ハウス内の空調管理、畑の栄養の

活かし方、一目見るだけではわからない工夫がそこには

あった。我々は農業を行ったわけではなく、ただ農作業

を行っただけである。農業＝単純作業ではなく、様々な

知識を使い考察し、それを実行し、農作物を販売し、収

入とする。ここまでで農業なのであると、認識を改めさ

せられた。 

第二日程では、舟形を知るということに重点を置いた

活動が多く目立った。舟形の様々な主要施設を巡らせて

いただいた。産直まんさくから始まり、マッシュルーム

スタンド、若鮎温泉など、舟形の魅力を外部に伝えてい

くために視察を行った。その後、第一日程と同じように

農作業を行った。 

活動の中で、これからの舟形がどうなっていってほしい

のか。現地の人達の声を聞くということを積極的に行い、

これからの舟形町へ私には何ができるかを話あった。そ

の中でも目立ったのが労働力不足、跡継ぎ不足による農

村の衰退を心配する声である。舟形町は農村であり、農

業とともにある村だ。しかし、農業だけで生計をたてて

いくのは現実的ではないそう。会社に務めるほうが収入

の安定が見込めるため、教育の過程でも実家の農家を継

ぐことを奨めないといった家庭が多いそうだ。舟形町に

は会社勤めができる職場がほとんどなく、義務教育終了

後、必然的に町を出ていくという形になる。少ない人手

でも農業をするために、機会化も積極的に行いたいとは

思っているそうだが、如何せん多額の資金が必要であり、

その確保は容易ではない。農村である以上農業がなくな

ったらただの村になってしまうといった町の人の言葉

が強く響いた。 

 我々の班では、農作物をとおして舟形町の魅力を知っ

てもらうという結論を出した。舟形町を様々な人の目に

触れさせることによって、まず認知してもらい、舟形町

を何かを始めるきっかけにしてほしいと考えた。生協コ

ンビニや厚生会館で舟形町の農作物を提供し、魅力を広

めていこうという提案をしていく。（2021/6/7時点）し

かし、この結論にたどり着くまでにたくさんの意見が出

てきた。私達が知った舟形の魅力を発信する方法として、

ツアーの企画や、ポスター広告、メニュー考案等、様々

なやり方がある。魅力があり、伸びしろもある舟形町は

何かを始めるにはうってつけの町である。地域の方々と

ともに、学生だからできることを存分に生かして、ここ

舟形町から始めることにこだわっていきたい。 

 

 

農学部 Sさん 

私は、今回のフィールドワークを通して舟形町の現状

を知れた。二週間の活動から舟形町の魅力や問題を見出

せた。最初の週では、キュウリの定植体験をした。番線

を張って、マルチの土を掘ってから定植を行った。二週

間目は、雪室施設やマッシュルームハウスや若鮎温泉な

どの施設巡りをした。また、現地の人に直接質問して現

地の人が抱えている問題なども詳細に知れた。その結果、

もっとも問題として上がったことは人工不足であるこ

とがわかった。舟形町には高校や職場が無く、若者が地

元を離れていっていることが主な原因である。また、今

の教育として若者は農業をしないで会社で働かなけれ

ばいけないという考えに変わっていることも原因とし

て考えられる。そもそも舟形町は農村であるため、農業

をしなければなんの特徴もない過疎地域になってしま

う。そのため、農業を切り離してしまうことはできない。

では、どうすれば舟形で農業をする人が増えるのかが課

題としてあげられる。実際、自分もキュウリの定植活動

を行なって農業の大変さを感じた。若者である自分たち

でも、パイプの骨組み作業がとても過酷に感じた。つま

り、舟形町のほとんどを占める高齢農家の方にいとって

は、とても過酷な作業になっていると考えられる。また、

今回の体験日はちょうど雨降りの日が多かった。農業は

特に天候に左右せれやすい仕事なので、作業が安定して

できないことが大きな課題だと感じた。一部ではハウス

栽培を行なっていたが、ハウスの設置費や限られた面積

でしか栽培できないことを考えると画期的な方法とは

言えない。なので、効率を上げるためには、機械化を進

めるべきだと思う。そのために、資金をもっと増やさな
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ければならない。そこで、作物のブランド化が必要だと

考えた。実際に舟形に行ってみて魅力は十分にあると感

じた。例えば、全国で最も生産されているマッシュルー

ムや付加価値をつけやすい雪室野菜などである。素材を

見れば、他の場所と要素では劣っていないと感じた。し

かし知名度が全く足りてない。そうした要因から、売り

上げがあまり伸びていないのだと思う。なので、今の自

分たちにできることは舟形のことを多くの人に知って

もらうことだと考えた。そのために、学食で提供したり

地元に帰った際に地元の人にも舟形の魅力を伝えるな

どである。全国から生徒が集まる大学だからこそ情報を

拡散しやすいというメリットを最大限に活かしていく

ことが大切だと思う。 
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子どもの自然体験活動支援講座 
活 動 状 況 

 

○実施市町村：真室川町 

          

○講   師：山形県神室少年自然の家職員 

 

○訪 問 日：令和 3年 6月 12日(土)～13日(日)、7月 3日(土)～4日(日) 

 

○受 講 者：人文社会科学部 3名、地域教育文化学部 4名、医学部 3名、工学部 4名、農学部 1名 

以上 15名  

 

○スケジュール： 

１回目 ２回目 

【１日目】６月１２日（土） 【１日目】７月３日（土） 

8:20 山形駅集合 

8:42 山形駅発 

9:52 新庄駅着 

10:10 新庄駅発 

10:40  自然の家着 

11:00  オリエンテーションで真室川町について学ぶ 

12:00  昼食 

13:00  自然体験活動実習 

17:30 夕食 

18:30 体験活動の意義についてのワークショップ 

19:30 ふりかえり 

 

8:20 山形駅集合 

8:42 山形駅発 

9:52  新庄駅着 

     企画事業「わんぱく探検隊」活動支援 

    自然体験活動支援 

12:00  昼食 

    自然体験活動支援 

17:30  夕食 

     自然体験活動支援 

 

【２日目】６月１３日（日） 【２日目】７月４日（日） 

6:00  起床、朝の集い 

7:30  朝食 

9:00 打合せ（指導員・ボランティア・学生） 

10:00  企画事業「めんごキャンプ」活動支援 

     自然体験活動支援 

12:00  昼食 

    自然体験活動支援 

      わかれのつどい 

14:30  後片付け・ＦＬミーティング 

15:20 自然の家バス発 

16:14 新庄駅発 

17:23 山形駅着 

 

6:00  起床、朝の集い 

7:30  朝食 

9:00 自然体験活動支援 

12:00  昼食 

13:00 ふりかえり（参加者） 

14:00 わかれのつどい 

14:30  後片付け・ＦＬミーティング 

15:20 自然の家バス発 

16:14 新庄駅発 

17:23 山形駅着 
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授業記録  
 

○活動レポート「私はもがみで考えた！」 

 

人文社会科学部 Nさん 

フィールドラーニング共生の森もがみでは、子どもの

自然体験支援講座のプログラムに参加した。子どもと関

わりたいと思い参加したが、実際子どもの自然体験支援

は自分が考えていたより大変で、今回この活動を通して

学ぶことが多くあった。 

１回目のフィールドラーニングの活動は「めんごキャ

ンプ」の活動支援だった。対象が年長～小学１、２年生

であったため、面倒をたくさん見なければいけないと考

えていた。しかし、子どもたちは思ったより自分の意志

をもって行動できていて、自分ひとりでできることが多

かった。トレッキングは大学生でも疲れて大変な思いを

したが、子どもたちは元気に登っていた。生き物探しで

は、私たちは全く生き物を見つけられなかったのに対し、

子どもたちはたくさんの生き物を見つけていた。これら

からは子どもたちのパワーを感じた。子どもが成長する

ためには、私たちは見守り子どもに判断をまかせること

が大切だということを学んだ。私が担当した班の中に人

見知りで最初の方は全く話さなかった子がいたが、最後

には班のメンバーと仲良くなり積極的に行動する姿が

見られた。たった１日で急激に成長する姿にとても驚い

た。日常生活から離れて初対面の子らと自然を通して協

力すること、自分の判断で行動することを経験できるこ

の活動は短期間であることに意味があり、子どもを大き

く成長させるものであると実感した。２回目のフィール

ドラーニングの活動は「わんぱく探検隊」の活動支援だ

った。対象は小学３、４年生であったため、めんごキャ

ンプの経験も踏まえて見守ることに専念しようと考え

ていた。しかし、小学３、４年生となると自分でやりた

い、できるという考えが強く勝手に行動する子が見られ

た。そのため、私たちはいけないことをしっかりと注意

し、班で協調する行動を積極的に促さなければいけない

と学んだ。時に強く注意するときもあったが、それは信

頼関係が築けて近い間柄になっていたからだと思う。 

めんごキャンプとわんぱく探検隊の２つの子どもの

自然体験活動支援を経験して年齢の違いが対応の違い

に大きく影響するということを学んだ。それぞれの活動

支援で学ぶことが違い、子どもへの対応の仕方からだけ

でなく、子ども自身の言動から学ぶこともあった。１日

２日で子ども同士、子どもと私たちの信頼関係を築くこ

とができ、非日常的な様々な体験をできる子どもの自然

体験活動は子どもにとって今後ものすごく力になるも

のだと感じた。また、間近で子どもの成長を見守ること

ができて、私自身本当に良い経験をした。 

 

 

 

人文社会科学部 Hさん 

１回目のめんごキャンプの活動支援で感じたことは、

子供たちは思っていたよりもずっと自立していて、大人

はその自立を促すことが大事だということです。施設の

方もおっしゃっていましたが、私たちがすべきことは、

子供にあれをやれこれをやれということではなく、子供

たちがしたいことをサポートする目線を持つことだと

分かりました。最初は、どのように子供に接すればよい

かわからず、話しかけてみたりもしましたが、今回のキ

ャンプの目的である子供同士のコミュニケーションを

深めることを思い出し、自由に遊ばせる方向に変えまし

た。次第に子供同士で仲良くなっていくのを見て、楽し

そうな様子が直で伝わってきて嬉しくなりました。もち

ろん、頼ってくれた時にはアドバイスをして助けてあげ

ることはしましたが、こちら側から近づいていくよりも、

どういう行動をしたらよいかを子供に考えさせること

が重要なのだと学びました。 

２回目のわんぱく探検隊では、１回目よりも班員同士

で関わる時間が長く、子供一人ひとりの個性を感じまし

た。例えば、場をまとめるのが上手な子やまわりを観察

するのが好きな子、盛り上げるのが得意な子、などです。

色んなタイプの子がいる中で、どのように声掛けをしよ

うか悩みました。私たちを含め7人程度の少ないメンバ

ーでも個性があるメンバーが集まっていて、この経験は

これからの人間関係でも、相手の個性を理解することに

役立つと考えました。また、活動の最初は子供と大学生

が１対１になって話すことが多かったのですが、時がた

つにつれて、グループを巻き込んで全員で仲良くなろう

という意識が出てきたのが良かったです。特に班の中で

の自分の役割を理解し、特に子供の年上メンバーが次に

するべき行動を伝えているのを見て、その変化に感動し

ました。 

全体を通して、子供たちとのふれあいや自然での体験

の中で、様々な感謝が生まれました。子供たちの教育と

いう意味では、自分を育ててくれたたくさんの人への感

謝。シュラフで寝たときに非日常を感じ、自分が暮らし

ている環境の豊かさへの感謝。そしてそれらに気づかせ

てくれた子供たちへの感謝です。この純粋な気持ちを忘

れないようにしたいです。子供たちと一緒に私たちも色

んなことを試行錯誤して、新しい学びを得ることができ

ました。また、今回の活動で緊張感を持って子供たちを

見守ったことを、今後の別な活動の際にも、周りを見て

行動する力や多角的に物事を考える力として発揮して

いきたいです。 

 

人文社会科学部 Oさん 

今回神室少年自然の家で、自然体験学習の支援を行っ

た。支援は、年長から小学２年生までを対象とした｢め

んごキャンプ｣と小学３，4年生を対象にした｢わんぱく
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探検隊｣の二回で行った。どちらも大学生は子供のサポ

ートをするという位置づけであったが、めんごキャンプ

は見守ることが主な役割でありわんぱく探検隊では子

供たちと関わることが主な役割であった。 

二つのフィールドワークへの参加を通して考えたこ

とは、子供が毎年自然の家のプログラムに参加すること

は子供の心身の成長に有効であるということだ。 

まず、神室少年自然の家では様々な自然体験プログラ

ムが存在しているが、基本的にはプログラムによって参

加できる年齢が決まっている。（小学校低学年向けや小

学四年生以上など）そして年齢が高くなるにつれプログ

ラムの難易度も上がっている。つまり、プログラムが年

齢にあわせて適切な難易度になるように考えられてい

るということである。簡単すぎることや難しすぎること

なく自分の年齢に適した難易度で成功体験を積むこと

ができるのだ。成功体験を得ることは自己肯定感を高め

ることにつながるのでこれは有意義なことだと考えら

れる。ちなみに実際に参加して分かったことだが神室少

年自然の家のプログラムは確かに苦労なく達成できる

物ではない、山登りやトレッキングでは大学生でも息切

れすることがあるほどだった。そして子供たちに山登り

の終了後に感想を聞いたが｢疲れたけど楽しかった｣と

いう感想が多かった、そこから実際に達成感を感じても

らえる内容であると感じた。 

次に山登りでの出来事だが、頂上付近まで登ってきた

あたりで立ち止まり周りの音を聞いてみようという時

間があった。子供達が最初は何も聞こえないと言ってい

たが、静かにして少したつと複数の種類の鳥の鳴き声や、

木の葉のそよぐ音が聞こえてきた。それが分かるとうれ

しそうに聞いていた。また途中で木漏れ日が差し込むあ

たりで山の中の色がきれいだという感想があった。 

このことから自然体験学習には多くの五感に即した学

びがあるということを理解した。 

他にも子供同士が非常に打ち解けやすいということ

があった。めんごキャンプでもわんぱく探検隊でも初対

面だった子供同士が帰り際には名前で気軽に呼び合う

ほどに打ち解けていた。同じ班として長時間活動してい

たことと共通のワークにともに取り組んだことが仲良

くなることのできた理由だと推測できる。 

以上のことにより、自然体験型学習は成功体験の得や

すさ、五感を用いた学び、人との関わり、この三つの観

点から子供の心身の成長に非常に有効であると考える。 

 

地域教育文化学部 Kさん 

 ２回のフィールドラーニングでは子どもの自然体験

活動支援を行った。自然が豊富な環境で子どもたちと一

緒に山登りや川遊び等の活動をした。私は子どもの活動

支援をするのは初めてで、楽しみであると同時にうまく

出来るか不安だった。だが、4日間という短くて濃い時

間の中で班のメンバーや子どもたちに助けてもらいな

がら、多くのことを学ぶことが出来た。 

 ２回の活動を通して、私は子どもへの伝え方を学んだ。

特にこのことを感じたのはフィールドラーニング２回

目、２日目の早朝であった。予定されていた時間より早

く起きてしまった子どもたちが活発に走り回ったりし

て遊んでいるのである。１日目の活動はハードだったの

で早く起きて遊んでいる光景は私自身すごく驚いた。だ

が、周りにはまだ寝ている子どもたちがいるため、静か

にしていなければ周りの子どもたちを起こしてしまう。

そこで、遊んでいる子どもたちに「眠りたい子もいるか

ら約束の時間までは静かにしていようね」と注意をした。

しかし、子どもたちには私の意図が完全には伝わらず、

“静かに”また走り回って遊び始めてしまった。一方で、

自然の家の職員の方は「時間までは自分の場所で静かに

していなさい」と注意をされていた。すると子どもたち

は素直に、それぞれ自分の寝ていた場所に戻って静かに

過ごすようになったのである。私はここで伝えるときの

重要な点を学んだ。私はただ「静かにする」という漠然

な状態を指示したのに対し、職員の方は「“行動を指定

して”静かにする」という、具体的な指示をしたのだっ

た。たしかに、私の注意の仕方では子どもたちは今後ど

うしていいか分からなくなったと思う。簡単な言葉を必

要とする子どもとのコミュニケーションにおいて、具体

的に指示することは大切なのだと感じた。 

 今回の活動を通して、山形の自然や子どもとの接し方

などを学んだ。１回目と２回目で年齢の違う子どもを相

手に活動することで、子どもの成長に合わせた活動支援

のポイントや年齢ごとの特徴もより深く学ぶことが出

来た。4日間の活動の中で、よりよい支援をすることが

出来なかった時もあったので同じような経験を多く積

んで、よりステップアップしていきたい。また、ビバー

クや川遊びなど、私自身初めての経験をたくさんさせて

いただいた。自然体験活動を通して日々生活している環

境がどんなに便利だということと、自然の雄大さに改め

て気づかされた。 
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地域教育文化学部 Sさん 

 小学生の子どもたちとふれあうことを通して、私が小

学生だった頃の周りの大人たちの目にはどのように見

えていたのか、どう考えていたのかということを知る良

い機会になった。また活動の中で、私が思っていた以上

に子どもたちとの間にギャップがあるということを感

じた。そのため、実体験を得て自分の考えを改めること

に繋がったのではないかと思う。 

 子どもたちとの間にギャップがあると感じたのは、め

んごキャンプでの活動がきっかけである。山を登ってい

る途中で「ここの道、行けそう」という子がいた。私に

とってそこは道には見えそうにもない場所だったため

思わず、えっ、という表情で見てしまった。しかしその

子の言ったことに、「確かに」と言う子が出てきたこと

にも驚いた。後に、何でそう見えたのだろうかと考えた

時、私の思っている見方や感じ方よりもずっと、子ども

たちが感じることのほうが幅広く、発想が豊かなのでは

ないかと思った。様々なものへの知識や考え方を身につ

けるようになると、子どもたちが抱くような新しい見方

や感じ方の部分が欠けてしまうということを感じさせ

られた。そのため、子どもたちがあっ、と気づいたこと

に大人が共感してあげることが難しくなっている部分

があり、そこで大人と子どもの感じ方に差が生まれてし

まうのではないかと思う。 

差が生まれてしまうことは、子どもたちがどのように感

じたり考えたりするのかということを大人が見えなく

なってしまうことに為りかねない。そのため、子どもた

ち自身が自由な体験から学びができるようにするため

にも、子どもを見守る姿勢を持つということを強く意識

していく必要があると感じた。 

私が体験したことや神室の職員の方からのお話より、

大人の目線で見ているものに子どもたちを引き込んで

子どもたちの可能性を無くすのではなく、子どもたちに

体を使って自由に体験してもらい、できたこともできな

かったことも自ら学ぶことができるように、大人が考え

て子どもと接することが大切だと考えた。大人が子ども

に教えるということよりも、子どもたち自身で発見がで

きるような、そのような経験をさせてあげることのでき

る人になりたいと思う。 

地域教育文化学部 Oさん 

 私は、山形県の真室川町で計４日間にわたって子供の

自然活動体験の支援講座に参加してきた。１回目は「め

んごキャンプ」に参加し、年長さんや小学１，２年生を

対象とした自然体験の支援を行った。自由遊びやトレッ

キング、生き物探しなどを通してこどもと触れあった。

２回目は「わんぱく探検隊～夏～」に参加し、小学３，

４年生を対象とした自然体験の支援を行ってきた。４日

間で幅広い世代の子供たちと関わり支援することがで

き、自分の将来に生かせるような貴重な体験ができた。 

 今回の真室川町で自然活動を通して子供と触れあう

中で、子供の成長を直に感じることができた。それは、

一番最初、子供たちと初めましての段階とイベントが終

わったあとでの子供たちの様子が格段に違っていたこ

とだ。短時間、短期間で子供はこんなにも成長し変わっ

てしまうのかと驚かされた。これは普段の学校生活や教

室内での活動ではめったにみられない光景であるよう

に感じ、自然の中での活動によって生まれたものなので

はないかと考察した。そしてそこに自然体験活動の意義

があるのではないかと考えた。 

 文部科学省が出しているデータによると、「子供の頃

に自然体験や地域での活動が豊富な人は大人になって

からの人間関係能力や自尊感情、意欲、関心といった資

質・能力が高い傾向が見られる」といっています。今回

行われたイベントに参加してくれた子供たちの多くは、

初めて親元を離れての活動ということもあり、緊張して

いる様子だった。しかし、自然の中で活動をしていくう

ちに、他の参加している友達や大学生に対して自然と心

を開いていき、よくしゃべるようになったり、たくさん

触れあったりと活発に活動するようになったのだ。そう

した集団行動を経験したり、自然の中という普段とは違

った環境での活動を通して子供たちは大きく成長する

ことができ、それが大人になったときに生きるのではな

いか考えた。大学生や職員さんが手厚く介入しなくても、

子供たちでの交流も増え、「次はこれをやろうよ」「あっ

ちに行こうよ」「これって何なの？」と自分たちの関心

のあるままに考え行動している様子がとても魅力的だ

った。そういう経験を通して、他人と関わる力、自分の

関心を見つけ伸ばしていくこと、いろんなものに興味を

示し探求していくこと、これら総じて「生きる力」が大

きく育まれて行くように感じた。自然が豊かな真室川や

最上地方、そして山形県でこうした自然体験活動の輪が

広がっていくように今後、何か貢献できたらいいなと思

い、考えながら生活していきたいと感じた。 

地域教育文化学部 Sさん 

この真室川町で行われたフィールドワークに私が申

し込んだ理由は、子どもたちと関わることができるから

だ。私は児童心理学に興味があったため、このプログラ

ムを通じて、考えを深めることができるのではないかと

思い、参加したいと感じた。 

私たちは、最上地方、真室川町の「神室少年自然の家」

が主催する、子どもの自然体験活動に大学生ボランティ

アとして参加した。二回に亘る活動では、それぞれ異な

る年齢の子どもを対象としたイベントに関わった。一回

目の活動では、年長から小学校低学年を対象とした「め

んごキャンプ」に参加した。山でのハイキング、沼での

生き物探しなど、自然を身近に感じることのできる活動
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が用意されていた。二回目の活動は、小学校３，４年生

を対象とするものであった。トレッキング、川遊びなど

が行われた。就寝時は、芝生の上でビバーク泊をした。

普段触れることのない、貴重な体験をすることができ、

有意義な活動となった。 

この活動を通じて学んだことは、「見守る」ことの大

切さである。特にそれを感じたのは、第一回目の「めん

ごキャンプ」での活動の時だ。参加者の子どもたちは、

それぞれ異なる地域から参加しているということもあ

り、始めは一人一人がバラバラに行動していた。一人で

いる子に声をかけようと思ったが、職員の方から、声を

かけたりするのは我慢してほしいというお話を頂いた。

一人でいるのだから何か困っているに違いないと思っ

たが、その子は「一人で遊んでいる」だけであった。年

長から小学校低学年の子どもたちは、何がしたいかなど

自分の意思を自覚する力を養う年齢にあるのだと知っ

た。そのため、無理に集団の輪の中に入れる必要はなく、

本人の意思を尊重すべきだと学んだ。しかし、二回目の

小学校中学年を対象とする活動では、積極的に関わり、

指示などを出してほしいとあった。これは、年長の子ど

もには個人の意思を確立させる力を求めていたのに対

し、小学校中学年の子どもには集団で調和する力を養っ

てほしいからであると考えた。最初は、個別に指示を出

さないと次の行動に移ることができなかった子どもた

ちが、段々と、周りをみて行動することができるように

なっていった。子どもたち自身も、今回の活動を通じて、

考える力を身に着けていったのだと感じた。 

子どもの活動を支える大学生ボランティアとして参

加したが、子どもたちから学ぶべきことが多くあった。

また、支援者としての振舞い方、接し方についても多く

の新しい発見を得ることができ、充実した活動にするこ

とができた。今回学んだことを、自身の学びたい分野に

応用し、さらに考えを深めていきたい。 

 

 

医学部 Sさん 

 私は今回真室川町で行われた子どもの自然体験に参

加して、子どもたちの年齢に合わせて接し方を変える必

要があることを学んだ。年齢によって自然体験を通した

子どもたちの成長の仕方には違いがあることに気がつ

き、子どもたちに合わせた適切なサポートとは何なのか

考えるきっかけになった。 

幼稚園の年長から小学校１，２年生の子どもたちと行

っためんごキャンプでは「見守る」ということがキーワ

ードになった。子どもたちも班で行動するというよりは

個人個人で興味のあることを見つけて遊んでおり、大人

が介入することで子どもたちの世界を邪魔してしまう

事に気がついた。子どもたちへの関与を「見守る」だけ

にすることで、子どもたちの創造性や個性をのばすこと

に繋がるということがわかった。しかし、実際にやって

みると子どもたちを「見守る」ということは凄く難しか

った。一人で遊んでいる子につい話しかけすぎてしまっ

たり、私が良いと思う方向に進むように遊びを誘導して

しまったりした。この自然体験に参加してはじめて子ど

もたちに過保護になってしまう自分に気がつくことが

できた。 

小学校３，4年生と行ったわんぱく探検隊では「積極

的に関わる」ということを大切にした。めんごキャンプ

とは違い、子どもたち同士のつながりを子どもたち自身

が作っていて驚いた。大人が積極的に関与し目的を提示

してあげることで、子どもたち同士で協力し合い目標を

達成しようとしていた。しかし、「積極的に関わる」こ

との難しさも実感した。危ない行動を制御するために時

には強く注意することが求められたのだが、他者に注意

することに慣れていない私にとってはとても難しいこ

とだった。 

以上のように、子どもたちと自然体験に参加したこと

で、子どもたちの年齢によって関わり方を変える必要が

あり、どちらの関わり方にも違う難しさがある事を体感

することができた。普段、子どもたちの成長を身近に感

じる機会も、適切な関わり方について考える機会も無い

ため、今回の自然体験はとても良い経験になった。 

真室川町の豊かな自然の中で行われる自然体験は子

どもだけでなく一緒に参加した私たち大学生も成長さ

せてくれるものだった。 

 

医学部 Sさん 

今回のフィールドラーニングでは、子供とともに自然

体験をする機会が多く様々な発見ができた。その中でも

自然体験をしていく中で他の子供たちを手助けしたり、

一緒に考えたりするようになるという場面が多く見ら

れた。この発見から、子供たちは自然体験をしていくな

かで協調性という面で大きな成長を遂げていると感じ

た。一日や二日だけの間しかともに活動していないはず

なのに目に見える成長を感じたということはかなり大

きいはずだ。 
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この成長について、特に感じたのは二回目のフィール

ドラーニングのビバーク野宿体験の時である。最初は自

然体験学習を開催していた神室少年自然の家のスタッ

フがシュラフの作り方を解説し、その後実際に外で作っ

てみることになった。作り始めは子供たちと我々大学生

が一緒になって教わった作り方を確認しながらシュラ

フの組み立てに取り組んでいた。そうする中で早めに組

み立てが終わった子供たちと組み立てに時間がかかっ

ていた子供たちに分かれるのだが、そこで早めに終わっ

た子供たちがまだ組み立て途中の子供たちを大学生や

自然の家のスタッフの力を借りずに手を貸す光景がみ

られた。この体験会に参加した子供たちは体験会が始ま

る前の面識がない子供が多く、最初はほとんど話すこと

もなかったり協力する光景も見られなかったりした。し

かし、日中ともに活動するだけでシュラフ作りの助け合

いのようなお互いを意識し合うような場面が多く見ら

れた。またトレッキングの際にも、疲れてしまって途中

で歩くことを断念しそうになる子供が出てきてしまう

こともあったが、そのときは他の子供が最後まで頑張ろ

うと応援したり水分をとって一回休んでから歩き始め

ようと自主的に提案したりすることがあった。 

これらの経験から、子供たちはかなり早く新しくでき

たコミュニティに溶け込むことができていたと感じた。

それは共同作業という側面が大きい自然体験が大きな

要因になっていると考える。自然体験会の活動一つ一つ

には大きなテーマや目的があるのだがそれを意識して

活動していく中で子供たち同士での仲間意識が大きく

なっていき互いに助け合うというような協調性が求め

られる行動ができるようになる。このことから、自然体

験というのは子供たちに協調性や仲間意識の重要さや

それの発展のさせ方を体感させることのできる有効な

手段だと考える。 

 

医学部 Kさん 

私の今回のフィールドラーニングは「子どもの自然体

験支援講座」というもので、舞台は真室川の神室少年自

然の家で行われました。最初に選んだきっかけとして、

子供と触れ合うのが楽しそうだな、というありきたりな

理由な上にこのもがみの授業自体をあまり大変ではな

いだろうと正直甘く見ていた部分がありました。しかし、

２日間を２回、計4日間のフィールドラーニングを通し

て学ぶこと、考えることは大きかったと今改めて思いま

す。 

一回目の年長から小学校低学年までを対象とする「め

んごキャンプ」では、活動にあたっての大学生含むスタ

ッフの大きな指針として「見守る」ということ、「大人

や大学生達と子供のつながりより子ども同士のつなが

りを大事にすること」を最初に所長さんからアドバイス

を頂きました。活動内容としてトレッキングと生き物探

し、そして自由遊びがあり、１日目は大学生が先に体験

し、２日目に子どもたちが実際に体験するというもので

した。トレッキングでは思った以上に高低差があったり、

生き物探しでは結構な深さがあったり、生き物が本当に

見つかるかどうか不安に思ったり、自由遊びでは子ども

たちがそれぞれで遊びを見つけて楽しめるのかと心配

になったりして、初日のミーティングではそのような意

見ばかりが飛び交っていました。しかし、実際に子ども

たちが来てみると杞憂だとわかるくらいの活力でした。

大学生たちもそれぞれの持場や役割をこなしていたよ

うに思えます。 

二回目の小学３、4年生を対象にした「わんぱく探検

隊」では「めんごキャンプ」のときとはうってかわって、

「子どもと積極的に関わり、時にはきつい言葉をかけな

ければならない」というお言葉をまた所長さんから頂き

ました。活動内容としてトレッキングとシュラフで野外

泊、川遊びという以前よりも更に濃い内容でした。今回

は事前に大学生も体験したわけではなかったので、特に

川遊びは万が一のことがあったら怖いなと思う部分も

ありましたが、小学３、4年生の底知れないバイタリテ

ィでそういった不安はありませんでした。以前の反省を

踏まえて大学生も子どもたちを見守る目が着実にレベ

ルアップしていました。 

ここまで、良かったことを淡々と述べてきましたが、

反省すべき点、改善すべき点はそれぞれの活動にありま

した。「めんごキャンプ」では最初に所長さんが仰った

「見守る」ということが出来ず、積極的に関わってしま

うことが多く、私自身ももう少し子どもたち同士のつな

がりの方を大事にすべきだった、あるいは、一人の時間

を大切にさせるべきだったと反省しました。また、「わ

んぱく探検隊」では、歯止めが効かなくなった子どもた

ちに指示を聞かせようと促すことができませんでした。 

子どもたちと触れ合うことの楽しさを味わった一方

で、その難しさも肌を通して実感できました。このもが

みで学んだことをこの授業で終わらせてしまうのでは

なく、次に生かせるように、それは自然体験の知識だっ

たり、子ども達とのふれあいなど様々あると思います。

また、真室川を発展させようと試みた今回の取り組みは

今後も役に立つと思います。この経験を忘れないように

しつつ、日頃の授業や活動につなげたいです。 

 

工学部 Uさん 

 私がこの真室川町の子どもの自然体験支援講座への

参加を決めたのは、子どもと関わるのが好きであるとい

うことと、山形県出身だが山形市在住のため最上地方に

訪れたことがあまりなく、真室川町についての知識がな

いため活動を通して様々な情報を得たいという理由か

らだった。１回目は、年長～小学２年生対象の「めんご

キャンプ」の活動支援に参加した。私たち大学生は「見

守る」をテーマにハイキングや沼での生き物探しを行っ

た。想像していたよりも体力的にとてもハードで、子ど
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もと一緒に行った活動は１日のみだったがその中でも

自分自身の行動について考えさせられたことや学ぶこ

とがたくさんあった。特に、自然体験活動は子どもの発

育の面で大きな影響をもたらすということを感じた。２

回目は、小学３・４年生対象の「わんぱく探検隊～夏～」

の活動支援に参加した。今度は「積極的に」をテーマに

１泊２日でトレッキングやビバーク泊、川遊びの活動を

行った。その活動の振り返りの際に、神室少年自然の家

の所長さんの「１回の活動で山も川も体験できるのはめ

ったにない」というお言葉を聞いて、子どもの自然体験

活動において活動場所である自然の家や活動をサポー

トする自然の家の方々の存在はとても大きいと感じた。

そこで、子どもの自然体験活動における自然の家の存在

について考えた。 

 山形県は県域の大半を山地が占めており、川も海もあ

る自然豊かな土地である。私はこの山形県の豊かな自然

の良さを最大限に引き出すことができるのが自然体験

活動であり、その活動を行うためには自然の家という施

設や、活動をサポートするプロフェッショナルの方々の

存在が必要不可欠であると思う。山形県には県内に５つ

の自然の家があり、それぞれの自然の家でその場所なら

ではの地形を生かした自然体験活動が１年を通して行

われている。私たちが活動を行った神室少年自然の家は、

「自然体験、生活体験、科学体験を通して、感性を高め、

いのち（自然）、学び（科学）をつなぎ、地域（生活）

とつながる好青年を育てる。」ということを活動目標と

しており、学校などの団体での自然の家の利用貸し出し

だけでなく、子育て支援としての活動などを企画・運営

している。私は山形県出身だが、県内に５つも自然の家

があることや自然の家主催の自然体験活動があるとい

うことを今回の活動や活動に向けた学習で初めて知っ

た。県内外を含め様々な年齢層の方にこれらの施設や活

動を知り、実際に体験してみてほしい。たった数日の活

動でもそれらは今後の人生において貴重な体験となり、

普段の生活では得られない学びや新たな発見を通して

成長することができるだろう。 

 

 

 

工学部 Kさん 

 私がこのフィールドラーニングで学んだことは子供

の成長への手助けの方法である。この講義に参加しよう

と思った理由は単純であった。山形県に18年間住んでい

るが、最上町について知らないことばかりだったので興

味があったことと子供たちと触れ合うことが好きだっ

たので楽しそうだと思ったことが理由である。そんな軽

い気持ちで参加したフィールドラーニングだったが、参

加していくうちに子供たちとの接し方をしっかりと考

えるようになった。 

 １回目は年長～小学２年生までを対象とした「めんご

キャンプ」に参加した。活動内容は自由遊び・トレッキ

ング・生き物探しだった。３つとも共通して子供たち自

身で何をするか、どうすればよいかを考えるものであっ

た。２回目は小学３・４年生を対象とした「わんぱく探

検隊～夏～」に参加した。連峰トレッキング、野外で１

夜を過ごすビバーク泊、川遊びなどの活動をした。 

 この活動を通して私の子供たちへの考え方は大きく

変化した。きっかけとなったのは「めんごキャンプ」の

前に神室少年自然の家の職員の方から子供たちを「見守

って」ほしいと説明を受けたことである。参加以前は、

子供たちをなにか手伝ってあげないとという気持ちだ

った。しかし、職員の方からの指示通り手助けしたい気

持ちを抑えていると子供たちの成長を感じることが出

来た。トレッキングの際、地図を見て自分たちで進路を

決めて登る活動だったので子供たちに地図を渡しても、

誰も言葉を発さず、しまいには地図を見ることさえもや

めてしまった。私たちが何とか声をかけ進むことはでき

たがこのままで見守るだけで本当に大丈夫なのかとい

う心配しかなかった。しかし、少しずつ子供たち同士で

の会話が増え、下山の際にはおとなしかった女の子２人

が自分から地図貸してと声を出し、ぐんぐんと道を探し

て進むようになった。このとき、「見守る」ということ

を行っていたからこそこの成長を見ることが出来たの

だろうと思った。また、２回目の活動では見守りつつ前

回より積極的にかかわることを意識して活動した。班で

行動するように最初は呼びかけていたが、次第に自分た

ちで整列したり「〇〇君がいない」と自分たちでまとま

ろうとしたりしていた点で成長を感じた。 

 ２回のフィールドラーニングを通して、子供の成長の

ためには「見守る」姿勢が大切だということを学んだ。

私たち大人が介入して行う支援もあるが、その行為は本

当に子供たちの成長につながるのかを考えるとそうで

はないのだと気づいた。子供たちから見ると突き放した

ようで酷にも思えるが、成長のためには自分で少し難し

いことにチャレンジすることが必要でありそのために

は「見守る」ことが大切になってくるのだと学んだ。こ

の学びは実際に経験しないと気が付けなかったことで
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あり、そのきっかけになった自然の家の職員の方に感謝

したい。今後、子供と関わる際にはこの「見守る」とい

うことを意識しながら接していきたいと思った。 

工学部 Sさん 

一泊二日、計4日間子どもたちの支援を行った。自然

豊かな真室川町の神室少年自然の家で、トレッキング、

生き物探し、川遊び、ビバーク泊など、日常生活ではな

かなかできない体験をすることができた。また、班員や

子供たちと過ごす中で、たくさんの学びを得ることがで

きた。 

私は、この２回の活動の中で、子供の成長に沢山驚か

された。例えば、１回目のトレッキングでは、登りで出

遅れてしまって、弱音を吐いたり、下り坂が怖くて私の

手を握り締めるように取っていた子が、昼食を食べ、山

を下りるときには自らずんずん進み、弱音を吐かず、疲

れているのにもかかわらず笑顔でいる姿にとても驚か

された。また、２回目の川遊びの際に、前日までは私た

ち大学生との交流が多かった子供たちであったが、同じ

学年の仲間と絆を深め、お互いに手を取り合って川遊び

をしている姿を見たときは、１泊２日での心と体の成長

が見えた瞬間だった。他にも、リーダーシップをとるよ

うな子ではないのかなと思っていた子が、みんなを引っ

張っていたり、苦手な食べ物が出たけれど、「今日は頑

張って食べてみる」と言って、苦手な食べ物を克服した

子がいたりと、自然を介して子供たちは私たちが想像し

ていた以上の成長を遂げていた。これは、普段の生活と

は違う境遇に立たされ、自分で何とかしなければいけな

いという力が大きく働いたことが一番大きなポイント

ではあると思うが、もう一つ、初めて出会った班の仲間

と協力することが子供の成長を大きく促したことだと

思う。最近は外に出て遊ぶ子供が減り、協調性に欠ける

子供が前よりも増えてきていると思う。しかし、自然に

囲まれた中で、知らない人と過ごすことで、相手のこと

を認め合うと同時に、「この子ができたなら自分にもで

きる」といったライバル心や、一人ではできないことを

みんなでやり遂げるという達成感が生まれることで、協

調性が育まれたと感じる。このことが、短時間で子供が

大きく成長したことなのだと思うと、サポートしていた

私たちもとてもやりがいがあった。 

今回の活動を通して、私は子供たちと接することの難

しさを改めて感じた。子供との距離感、かける言葉など、

どこまで突っ込んでいいのか分からないこともたびた

びあった。しかし、神室少年自然の家のスタッフの方々

が私たちに丁寧に教えて下さるのはもちろんのこと、子

どもたちにそんな心配を忘れさせてくれるほどたくさ

ん笑顔にさせてもらった。また、4日間様々な学年の子

供たちと過ごしたことで、子供の成長に合わせた接し方

を学ぶことができ、それを実践することもできた。しか

し、子供たちの成長は見届けることができたとしても、

自分自身の成長は、まだまだ甘いなと思った。なぜなら

正直、始めの方は自然と向き合うのが精一杯だったから

だ。普段とは違う環境で、慣れていない子供の支援をす

ることは、やりがいがあると同時にもっとこうすればよ

かった、ああすればよかったという後悔は生まれてくる。

だから、またこのような経験を積んで、自分自身をもっ

と成長できるようにしたいと思う。自然は、子どもだけ

でなく誰もが成長できる大きなフィールドだと思う。 

工学部 Sさん 

 私は全四日間の活動に参加して、たった二日、あるい

は数時間程で子供たちの成長を促し、自立に向かわせる

ことができる「自然の家」の活動の可能性について大き

な興味関心を持った。また、活動の支援を行った私たち

自身にも大きな変化がみられた。 

まず、一回目の活動で子供数人と共に山登りをおこな

ったとき、一人の男の子が班員から遅れて最後尾にいた

のだが、中盤から年上の子たちと一緒に地図を読み、逆

に先導するようになった。私たちはずっと見守っていた

のだが、そのように積極的になったきっかけは外部（私

たちが促す、他の子供たちに呼ばれる etc…）には特に

みられなかったため、「自然体験活動」自体が、その子

の普段隠れている積極性や勇気、判断力を引き出したの

だろうと考えた。また、スタッフの私は「子供は見守り、

その子自身に判断を委ねる」という支援のやり方を通し

て、子供への偏見（手助けしないと危ない、わからない

だろう）という固定観念を消すことができたと感じた。

子供たちは教えなくても大人のまねをしてコツをつか

んでおり、自分たちで考えて行動できていることを私は

改めて思い知った。さらに、子供にとって親しい大人の

というのは親や親戚、学校の先生などに限られるが、子

供と大人の境目である学生がスタッフとして参加する

支援は、子供に様々な影響を与えられたのではないかと

考える。子供からしたらある年齢以上はみな同じ大人と

思いがちだが、今回大人側の大学生が学校や遊びなどの

子供側の話題を出したことで、子供たちの中にある大人

の認識が変化すると思った。大人はみなしっかりしてい

て、注意や指摘をしてくるというイメージを持つ子は多

いため、私たちとの関わりを通して、意外と大人も失敗

し、直すところもあり、楽しよう遊ぼうとしたりする、

子供と同じように一人の個性ある人間なのだというイ

メージを、子供たちには持ってほしいと感じた。 

「支援」は子供たちの自立・成長を促す、考え方を変

えるだけでなく、支援する側の大人たちと、参加する子

供たちの親の固定観念も変えるものだと思う。また、学

校では一人一人に向き合う時間はなく、大人も「大人」

として子供たちと接する必要があるため、子供たちの改

善点はすぐに直そうとしがちだが、支援では改善点は子

供自身で探させ、それを自分で直しているところを見る

ことができるなど、学校ではめったに気づくことができ
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ないことに気づける機会を得る、貴重な体験が「支援」

なのだと感じた。 

 

農学部 Sさん 

 自分がこのような子供達と関わりながら自然を学ん

でいく体験は初めてではありませんでした。子供の時に

同じような活動に参加していたり、中学生になってもジ

ュニアリーダーという役職で子供たちを見守ったりし

ていました。しかし、今回のこの体験で初めて考えさせ

られたことがいくつかありました。 

まず、１回目の「めんごキャンプ」は幼児から小学２

年生を対象にした活動でした。初日に活動内容の体験を

大学生、大人のみで行いましたが、急斜面を歩く山登り

や、なかなか生物の見つからない生き物探しに対して正

直不安な気持ちになりました。さらに「めんごキャンプ」

の運営方針が、「基本は見守り、子供がやりたいことを

引き出させてあげる」であったのですが、自分は「これ

だけ大変そうな活動ならば手伝いをしたほうがいいの

では」とその時は考えていました。 

しかし、２日目を通して自分の考えは変わりました。

まず、自分の班の１人が準備に時間がかかってしまい、

最初の活動についての話を聞いていませんでした。この

後何をするのか本当に言わなくてよいのかと思ってい

ましたが、その子はすぐに周りの子供たちの様子をみて

行動を起こしました。また、生き物探しでも、開始数分

で自分が見つけられなかったヤゴやザリガニを見つけ

ていて、とても驚かされるとともに、自分とどう違うの

だろうかと考えさせられました。子供の目線で活動をし

たいと思っていたのですが、ただ視線を低くしただけで

は見えないものが見えているとしか思えない発想力や

行動力、そして好奇心についていけていなかったところ

に悩まされました。 

２回目の「わんぱく探検隊」は小学３、４年生を対象

にした活動でした。初日の子供達とのトレッキングでは

自分の班で誰一人「帰りたい」という言葉を言わないど

ころか、トレッキング途中の休憩地点で、鬼ごっこで走

り回るほどの体力と精神力の強さにまたも驚かされま

した。また、その日はシュラフをビニールシートで包ん

だ「ビバーク」で寝たのですが、自分は全く寝ることが

できず、次の日の活動に影響があったにもかかわらず、

子供達は前日と同じかそれ以上の元気さで川遊びの活

動を行っていました。自分がこんな元気さを昔は持って

いたのが信じられず、どこになくしてしまったのかと考

えさせられました。 

今回の活動を通しての反省は、「子供と遊ぶときは全

力で付き合わないと子供が楽しんでくれない」と言われ

ていたにも関わらず子供の元気さに自分が最後までつ

いていけなかった点です。何度もこのような活動に参加

することで、子供の行動の先読みをしたりしてついてい

けるようになりたいと考えました。また、２回目の活動

時に子供を優先にした結果、集団の迷惑になってしまっ

た点があったので、次回からは子供と自分との距離感を

考えながら状況にあった行動をとりたいと考えました。 
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大蔵村の生活と伝統の継承 
活 動 状 況 

 

○実施市町村：大蔵村 

          

○講   師：地域住民の方々  

 

○訪 問 日：令和 3年 5月 29日(土)～30日(日)、6月 5日(土)～6日(日) 

 

○受 講 者：人文社会科学部 5名、地域教育文化学部 1名、医学部 2名、工学部 1名  以上 9名  

 

○スケジュール： 

１回目 ２回目 

【１日目】５月２９日（土） 【１日目】６月５日（土） 

8:20     山形駅集合 

8:42     山形駅発 

9:50     舟形駅着、送迎バスで移動 

10:10        赤松生涯学習センター着 

10:10～11:20 オリエンテーション 

11:20～12:20 昼食  

12:20～12:50 移動（肘折温泉） 

12:50～15:00 村の歴史と文化を伝え残す活動 

       「肘折地区の歴史」 

15:00～16:00 伝統工芸「肘折のこけし」見学 

16:00～17:00 肘折温泉療法・入浴（いでゆ館） 

17:00～17:30 移動（赤松生涯学習センター） 

17:30～18:00 休憩 

18:00～19:00 夕食 

19:00～       入浴・レポート記入・自由時間 

22:00      消灯 

 

8:20     山形駅集合 

8:42     山形駅発 

9:50     舟形駅発(送迎バス) 

10:10     赤松生涯学習センター着 

10:10～11:00  オリエンテーション 

11:00～11:30 笹採り 

11:30～12:30 昼食 

12:30～14:00 食文化の保存活動（笹巻き作り） 

14:00～14:20 移動（中央公民館） 

14:20～17:00 若者グループの産業・地域活性化 

       「大蔵トマト見学」 

17:00～17:30 移動（赤松生涯学習センター） 

17:30～18:00 休憩 

18:00～19:00  夕食 

19:00～    入浴・レポート記入・自由時間 

22:00         消灯 

【２日目】５月３０日（日） 【２日目】６月６日（日） 

6:30     起床 

7:30～ 8:30  朝食 

8:30～ 9:00 準備 

9:00～ 9:30  移動（四ヶ村地区の棚田）  

9:30～11:00 棚田田植え体験 

11:00～11:30 棚田保存活動について 

11:30～12:30 昼食 

12:30～13:00 移動（中央公民館） 

13:00～14:30 村の歴史と文化を伝え残す活動 

       「清水・合海・白須賀地区」 

14:30～14:45 移動（赤松生涯学習センター） 

14:45～15:30 レポート記入 

15:50～赤松生涯学習センター発送迎バスで移動 

16:10     舟形駅着、電車で移動 

17:23     山形駅着、解散 

6:30     起床 

7:30～ 8:30  朝食 

8:30～ 9:00 準備 

9:00～ 9:30 移動（升玉地区） 

9:30～11:30  大蔵わさび収穫・加工体験 

11:30～12:00 移動（赤松生涯学習センター） 

12:00～13:00 昼食 

13:00～14:00  大蔵村伝統芸能について 

「合海田植え踊り学習・体験」 

14:00～15:30 レポート記入 

15:50～    赤松生涯学習センター発 

16:10        舟形駅着(送迎バス) 

17:23     山形駅着、解散 
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授業記録

○活動レポート「私はもがみで考えた！」

人文社会科学部 Sさん 

 私は大蔵村の特産品であるこけしとトマト栽培に興

味を持ったため、それらについて考えたことを述べたい

と思う。 

まず、肘折こけしの継承について考える。肘折こけし

は個性的な目や口、鮮やかな色彩などの特徴を持ってお

り、最盛期には50人近くの職人がこけしを制作していた。

しかし、現在肘折でこけしを作っているのは鈴木征一さ

んしかおらず、後継者不足という課題に直面している。

また、こけし作りの技術を競うこけしコンクールなども

新型コロナウイルスの影響で中止になったり、人々の生

活に経済的余裕が無くなると、工芸品などへの出費が削

られてしまうため、売り上げが減少したりするなどの課

題も生まれている。このままではこけし職人の仕事が減

少し、それに伴いこけし文化もどんどん衰退してしまう

と考えた。そこで、私はこけしをより身近なものに感じ

られるような商品を作ることが良いのではないかと考

えた。その一例として、誰もが使う消耗品のパッケージ

にこけしのデザインを使用するというものがある。鈴木

さんがおっしゃっていた「若い女性は小さいものが好

き」という言葉を参考にして20～30代の女性をターゲッ

トとし、手鏡やあぶらとり紙などの製品にこけしの絵を

使用する。このように女性にとって身近で、毎日使用す

る化粧品に関連付けることでこけしに対する愛着が生

まれるのではないかと考えた。他にも付箋や靴下、おせ

んべいなどお土産としても買える消耗品にこけしのデ

ザインを使用することで、こけしに対する興味や、認知

度が上がるのではないかと思う。この方法でより多くの

人にこけしを伝えることで、木から作った本物のこけし

を広める方法ではないものの、こけし全体の認知度を上

げ、愛着をわかせることに有効だと考えた。 

次に、トマト栽培の後継者を増やすための方法を模索

した。その結果、大学と大蔵村がより深い連携を図るの

が最適ではないかと考えた。私個人の見解として、フィ

ールドラーニングに行くまでは将来の進路として会社

員や公務員になることしか選択肢になかった。以前から

自然や農業に興味はあったが、実際に自分が大学卒業後

に農業に従事するという考えは全くなかった。しかし、

ZOOMで「メンズ農業」の話を聞き、自治体からの金銭的

補助の存在や、就農1年目からも安定した収入を得られ

ることを知ってから、就農に興味が湧き、将来の職業選

択の幅が広がった。そこで、この農業の良さを知っても

らうためには大学でのフィールドラーニングの規模拡

大が有効ではないかと考えた。自分の車を所有しておら

ず、金銭的に余裕のない大学生は交通費のかかる大蔵村

には訪れにくいと考える。そこで山形大学の「共生の森

もがみ」プロジェクトで引き続き農業体験の場を提供し

ていくことで、地域の課題を考えたり、私のように将来

の職業選択に農家という候補が入ったり、趣味や旅行と

して大蔵村に訪れるようになったりするなど、大学生と

いう若者が地域貢献について考えるきっかけとなるは

ずだ。また、山形大学には1年生だけでも約1600人が在

籍しているが、「共生の森もがみ」に参加した人数はた

った75人しかいない。そのため、コロナウイルスが収ま

ったら、人数を増やすなど規模を拡大してより多くの若

者に山形について考える機会を与えることが重要だと

考える。このように大学生に実際に体験させることで地

域への興味を持つ人や、移住の決心をする人が増えるの

ではないかと考えた。 

人文社会科学部 Aさん 

私はこの講義を通して、大蔵村の現状や課題を知るこ

とができた。その中で、確かにインターネット等で情報

は得られるが、やはり現地に行き当事者のお話を聞いて

こそわかることも多くあると改めて強く感じた。 

まず、大蔵村の資源は文化や自然などとても豊かであ

る印象を受けた。合海田植え踊りなど独自の資源もあっ

た。また、今回説明をしていただいた方は地元愛が溢れ、

自らの役割に誇りが感じられたほか、課題にひたむきに

向き合っている熱心な方ばかりで驚かされた。私の地元

では、そうした人はわずかしかいないためとても羨まし

く感じ、そうした人たちがいれば住民の意識も変わるだ

ろうとも考えた。 

次に、大蔵村の抱える課題としては交通の不便さ、情

報の不足が挙げられる。一つ目の交通の不便さについて、

特に肘折地区が実質的に行き止まりとなっていること

など、寄り道をする感覚での観光ができないことが大き

い。また、地区間の距離や高低差を考えるとバスか車で

の移動に限られる。公共交通機関として村営バスがあり、

肘折地区へは各旅館の送迎バスがあるが時間的な制約

が多い。二つ目の情報不足について、棚田や肘折温泉な

どに特化したパンフレット、肘折温泉独自のサイトがあ

る。しかし、多くの人はインターネットから情報を得る

とみられ、改めて情報発信についてサイトの新設や改善

が大切となる。 

以上から、情報発信が特に必要と考え、交通手段やイ

ベント等をわかりやすく示すことで誘客に繋がる可能

性がある。大蔵村は温泉など現地で楽しめるものだけで

なく、トマトや温泉の素など自宅で楽しめるものも多い。

これらは多くがふるさと納税の返礼品となっているが、

積極的な一般販売も提案したい。ふるさと納税はサイト

も充実しており、発信力があるため商品情報も得やすい。

ふるさと納税で気に入った商品を商品単体で購入した

り、ふるさと納税で気になった商品をお試しに単体購入

したりといった相互作用が考えられる。他にも大蔵トマ

トは商品としても魅力的であるが、実際に栽培すること
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もPRすると就農の契機ともなりうる。またトマト栽培を

体験する旅行パックなど、より深くトマト栽培や仕事と

して十分に成立することを知るきっかけ作りが大事で

ある。そして大蔵村は資源が豊かなため、農泊の形で大

蔵村の生活を感じられる観光が良いと考えた。 

今回の活動から、一見課題はどこも同じと思っていた

がその要因は地域で異なること、関係者の熱意の大切さ、

他の自治体を知る面白さを知ることができた。今回の貴

重な体験は多くの方の協力があってこそのものである

ため、そうした方々への感謝も忘れてはならないと感じ

た。 

 

人文社会科学部 Hさん 

 大蔵村に来て最初にお言葉を頂いた際、「体験するこ

と」でしか得られないものを学んでほしいという内容を

特に強調されていたのが印象に残り、常に頭の片隅に置

きつつ活動した。大蔵村に出向く前に、事前学習として

村のホームページで情報収集するなど概要はわかって

いるつもりでいた。しかしながら、生の声を聞き、実際

に身体を使って触れていくなかではホームページでは

得られない情報、想定していなかった感想に溢れていた。

それは特産品の魅力、人や土地のぬくもりであり、少子

高齢化を始めとした地域課題、地方の現実であった。こ

れらの学びから、現地に行き、体験することの重要性を

強調したいと思い、大蔵村の魅力を詰め合わせたセット

の製作・販売による魅力発信を行い現地に来てもらうと

いう案を班として提示した。 

今回のフィールドラーニングの中から特に関心を持

った、文化の継承と大蔵村のトマト栽培について考えた

ことを記載する。大蔵村の文化の継承についての学びの

一つに肘折こけしがあった。職人が現在１人しかおらず、

継承者がいない現状から存続が危ぶまれる状況だろう

と推測した。しかしながら、地区の方の話を聞くと、肘

折こけしの根幹は削り方にあり、その技術を持つ木地師

は多くいるためこけし職人が途絶えても肘折こけしは

存続できることを知った。文化の伝承にはその文化の根

幹である重要な部分が何かを事柄ごとに見極めて保存

方法を模索する必要があると考えた。また、大蔵村のト

マト栽培を通じて、時代に合わせた作物の改革、新規就

農者への支援の拡大、食育による人口流出や農業離れへ

の対策といった様々なアプローチで産業や地域の活性

化を行っていることを知った。私は地元が仙台市中心部

で、育った環境から農業にとても疎遠であったため、農

業がとても踏み込みにくい業界に感じていた。そして大

蔵村で行われている新規就農者向けの制度やサポート

についても勿論知らなかった。だからこそ私は、現在食

育をはじめとした大蔵村内に向けて行われている活動

を私の地元のような他地域とも連携し、農業から縁遠い

子供たちにも広めるべきと考える。農業への抵抗感やハ

ードルの高さを払拭する一助となり、大蔵村自体の周知

にも繋がるのではないだろうか。 

 実際に体験しなければ得られないものがある。今回の

活動でその魅力を知った一方で、地域の温度感を遠く離

れた不特定多数に画面や紙面越しに伝える難しさも痛

感した。人口や観光客の減少への対策、伝統や文化を継

承は生易しいものではないと肌で感じたからこそ、体験

によってその土地と人を結びつける愛着の輪を地域外

にも広げることが地域に関心を持ってもらう一歩にな

ると私は思う。 

 

 

人文社会科学部 Sさん 

私はこの大蔵村のフィールドワークを通して学んだ

ことが3つあります。 

1つ目は、実際にその場に行って体感することの大切

さです。フィールドワークの醍醐味といっても過言では

ありませんが、1番にこれを感じることが出来ました。

私たちは、大蔵村に行く前に大蔵村についての情報を調

べてから伺いましたが、現地に着いた瞬間にネット上で

調べた情報が信憑性を増しました。SNSがあるこの時代

だからこそ、ウェブ上だけで情報を受け取るだけになっ

ている人が多い中で、このような機会は非常に貴重であ

ると思いました。 

2つ目は、人の温かさです。大蔵村の方々は本当に人

柄が良く、笑顔で私たちを迎えてくださいました。そこ

には、ただ人の性格の良さが出ているだけではなく、大

蔵村への愛情が関わっていると感じます。自分のいる地

域が大好きでなければ、その場所を訪問する大学生を嬉

しくは思えないはずです。私たちに説明してくださる大

蔵村の方々は、自信満々に目を輝かせて歴史を語って下

さり、歴史と共に愛を感じることが出来ました。大蔵村

を素敵だと感じた理由はこの部分が大きいです。また、

自分の地元を思い出し、もっと知りたくなりました。地

元を誰もが来たいと思えるような説明をする為に、地元

についての知識をより身につけようと感じました。 

3つ目は、情報発信の工夫をすることが必要であると

いうことです。大蔵村は、最寄りの駅から自家用車やバ
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スで時間がかかり、気軽に訪れにくい場所だと、実際に

行ったことにより実感しました。しかし、フィールドワ

ークをするうちに来てよかったと心から何度も思いま

した。たどり着くことが出来れば確実に魅力の詰まった

素敵な村です。人通りが多い駅に大蔵村の情報をまとめ

たパンフレットを置いたり、SNSで大蔵村の観光として

観光ガイドを公開したり、私たちが提案できることはま

だまだたくさんあると思います。高齢化が進んでいる大

蔵村ですが、私たち大学生が提案したアイデアと、先人

たちが積み上げそれを伝承する村の人々のアイデアを

組み合わせることにより、今までになかった提案が生み

出せると考えました。山形大学の学生と大蔵村の方々の

共同作業で、大蔵村を活性化させていくようなプロジェ

クトを立ち上げ、まずは特産品の歴史を自らが学び感じ

ます。それによって、自分たちが伝えていく中での熱量

を生み出すことが出来ると思います。 

まとめとして、大蔵村はものも人も全てが温かく本当

に魅力的な場所です。このフィールドラーニングの講義

に参加することが出来て、心の底から良かったと思いま

す。この大蔵村の魅力をもっと多くの人に伝えるために、

講義に参加出来る人数がより多くなればいいなと感じ

ました。ご協力してくださった大蔵村の皆様、本当にあ

りがとうございました。機会があったら是非もう一度訪

れたいと思います。その日が来るまで楽しみにしていま

す。 

 

人文社会科学部 Yさん 

 今回のフィールドラーニングに参加したことで、大蔵

村の温泉や歴史、食べ物、景観など多岐にわたる魅力を

発見することができた。それ以前までは肘折地区が豪雪

地帯である、といった程度の知識しか無かったものが実

際に現地へ赴くことで様々なことを学ぶことができた。 

 大蔵村では人口の減少や高齢化が進み、様々な分野で

後継者不足に陥っているとのことだった。また、観光客

の減少も大きな問題であるとのことだ。しかし、それぞ

れの分野の人々がどうしたらこの実態を認知してもら

えるのか、どうやったら後継者を増やせるか、どうした

ら観光客が村に来てくれるのかと考え、大変積極的に活

動しており村への愛にあふれているなと感じた。 

 しかし、現地に直接赴いたことで魅力が分かったとい

うことは、行かないと分からないような魅力も多くある

ということだ。そういった魅力が村を訪れる前から伝わ

ると、大蔵村に行きたいと思う人が増えると私は考える。

そこで私は、現地に行かなくとも様々な情報を発信可能

であるSNSの活用が鍵になると考え、現在大蔵村の情報

を発信するアカウントがあるかどうか調査してみた。す

ると、肘折地区の各旅館やお土産屋さん、四ヶ村の棚田

米をPRするTwitterやInstagramのアカウントが確認で

きた。また、それ以外にもトマト栽培農家の伊藤さんが

運営しているとおっしゃっていたYouTubeアカウント、

肘折地区の方々が配信しているポッドキャストラジオ

などがあることもわかった。しかし、大蔵村のホームペ

ージを一見しただけでこれらのアカウントにたどり着

くというのは難しい。 

そこで、こういったSNSアカウントなどをまとめたペ

ージを作製することを提案する。今回見つけることがで

きたようなSNSアカウントなどでは大蔵村のひとつひと

つの魅力について掘り下げていたり、直近の情報を手に

入れることができたり、現地の人々のリアルな生活の様

子をのぞくことができたりする。ホームページや観光ま

とめサイトを見ただけでは分からないような、本来なら

現地に行かなければわからない雰囲気や空気を伝える

ことができるだろう。そして、一つのサイト内に多くの

情報がまとまっていることで、現在は細かく検索をかけ

ないと見つけられないような情報も見つけやすくなる。

また、大蔵村の地図上に各アカウントなどを掲載する形

をとって、デジタル大蔵村としてみるのはいかがだろう

か。大蔵村の地理や各エリアの見所、お土産などが視覚

的に理解でき、非常に便利になると考える。 

 

 

地域教育文化学部 Sさん 

「自分の地元と似ている点が多い」というのが、私が

大蔵村のフィールドワークを選んだ理由だ。特には歴史

的な観光地が多くあること、充実した特産品、田植え踊

りといった伝統芸能を継承していることなどだ。しかし

地元の現状はよいとは言い難い。2回のフィールドワー

クを通して私が大蔵村と地元の一番の違いとして感じ

たことは、村民が自分の村の魅力だけでなく課題点も理

解し、解決に努めているということだ。私の地元では町

づくりは行政がするものと捉え、自分の町について知っ

ているようで実は全く知っておらず、課題意識がないこ

とが大蔵村との決定的な違いだと考えた。特にも肘折温

泉は県内有数の温泉地であるが、観光客の減少や歴史資

源への無関心といった課題に目を向けている。その結果、

若者をターゲットとしたコワーキングスペースを設置

するなど、歴史や伝統を残しつつも新たな変化を続けて
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いる。これは村民が誇りをもち、歴史や文化を愛してい

るからこそできる、大蔵村ならではの魅力だと感じる。 

しかしながら、1回目のフィールドワークを通して感

じた大蔵村の課題がある。それは観光地を見つけにくい

ことだ。私達は講師の方に説明していただきながら、清

水城址や巖神権現杉、夏山塚などといった多くの観光地

を巡った。大蔵村といえば肘折温泉や四ケ村地区の棚田

米が有名だが、歴史的な観光地の多さも魅力だと感じ、

村のPRに生かしたいと考えた。だが私達は説明があった

からこそ楽しく巡れたが、観光となると1人では見つけ

にくく、わざわざ立ち止まって訪れようとは思わない。 

そこで私が提案するのは駐車場の設置だ。大蔵村は新

庄駅からバスで55分かかり公共交通機関は充実してい

ない。そのため自動車が主要なアクセス手段であり、今

後観光振興を進める上で自動車交通の影響を軽視して

はいけないと考えた。駐車場を設置するポイントは2点

ある。1つ目は駐車場を設置すると同時に看板の設置も

考えられるため、場所も分かりやすく、観光地を知らな

い人には興味をもってもらえる。2つ目は駐車場がある

ことでより観光地が観光地化し、「なにかあるのだろう

か」と思わせることができる。それによって車から降り、

大蔵村の歴史や自然を堪能していただけるのではない

だろうか。清水・合海・白須賀地区には歴史的な観光名

所が多くあるので、駐車場を設置することでドライブツ

アーも考えられる。 

まだ現実性のない内容だが、大蔵村の広い土地を利用

した駐車場の設置は観光地の観光地化や新規観光客の

獲得に繋がり、大蔵村の歴史や自然を堪能するきっかけ

になると提案する。 

医学部 Kさん 

私は、大蔵村のフィールドワークに参加した。一回目

の活動では、大蔵村に訪れ、現地の方々から直接大蔵村

の歴史や文化、伝統工芸「肘折こけし」、肘折温泉の湯

治文化について学び、棚田での田植えを体験した。二回

目の活動では、オンラインで大蔵村の方々とつながり、

大蔵村のトマト栽培や大蔵の伝統芸能である合海田植

え踊りについて学んだ。今回は、特に興味を持った、大

蔵村のトマト栽培について述べる。 

まず、大蔵村のトマト栽培の歴史、現状、取り組みに

ついて学んだことを述べる。大蔵村のトマト栽培は、約

30年前に始まり、当時は加工用トマトを栽培し、露地栽

培が主流であった。しかし、海外からの輸入トマトの影

響を受け大きく生産が伸び悩んでいた。その後、ハウス

栽培による生食用の生産に転換し、安定した生産が可能

となった。現在では、安定した生産量や品質の高さから、

市場で「大蔵ブランド」として認められるようになった。

現在、大蔵村の小学生や中学生に向けた食育活動を積極

的に行い、「農業の魅力」や「やりがい」を伝え、次世

代の育成に取り組んでいる。 

上記のことを学んだ上で、考えたことを二つ述べる。 

一つ目は、私は、大蔵村のトマトをもっと広い地域の

家庭へ届く方法を考えたい。なぜなら、実際に大蔵村の

トマトを買おうとした時、どこで購入できるのかが広く

伝わっていないと感じたからだ。大蔵のトマトは、主に、

大手チェーン店で提供され、ふるさと納税の返礼品など

となっている。しかし、ふるさと納税は、関心のある一

部の人の目にしか届かないであろう。私は具体策として、

既に存在する宅配サービスを提供する企業や団体と連

携し、そのツールで広範囲の地域へ発信できたらよいと

考える。このことにより、大蔵村のトマトの魅力が多く

の人に伝わり、大蔵村のトマトの安定的な需要がさらに

増えることを望む。 

二つ目は、大蔵村でのトマト栽培を始める若者を増や

すことに対して、私は、他地域の若者を呼び込むよりも、

大蔵村にいる若者に地元に残ってもらう方がよいので

はないかと考えた。なぜなら、都会に住んでいた若者が、

新しい土地で農業を始めるには、沢山の支援があっても

やはり抵抗や難題があると考えるからだ。大蔵村のトマ

トの安定的な需要がさらに増え、大蔵村のトマト栽培が

さらに活気づき、大蔵村の若者たちが、安定した職の一

つとして、大蔵村でトマト農家へとなることを選択して

くれる環境が整うことが大切であると考える。 

最後に、大蔵村の方々との交流を通して、大蔵村の

方々の地元愛が伝わってきた。さらに、大蔵村の方々の、

大蔵村の伝統や文化を守り、継承しようとする努力、課

題の解決に向けた対策を考え、積極的に活動し、大蔵村

を活性化させようとする努力を感じ、感銘を受けた。今

回のフィールドワークで学んだ学習姿勢を心に留め、こ

れから、様々なことへ関心を持ち、実際に自分の目で見

て、体験し、確かな知識を身に着けていこうと思う。こ

のような貴重で、学びの多い活動を支えてくださった多

くの方々への感謝を忘れずにいたい。 

医学部 Tさん 

 私たちは、フィールドラーニングのプログラムを通し

て伝統、観光産業、農業など幅広い視点から大蔵村につ

いて学び、大蔵村にはこけし、田植え祭り、肘折温泉、

四ヶ村の棚田米、トマト栽培など沢山の魅力があると身

をもって感じることができました。私はその中でも、ト

マト栽培に興味を持ち、レポートの題材に選びました。 

 まず、これまでの大蔵村トマト栽培の経緯を整理しま

す。大蔵村では、30年ほど前に加工トマトの栽培が始ま

りましたが海外からの輸入トマトに押され生産が伸び

悩んでいました。平成に入ってからは加工用トマトから

生食用トマトの生産へと切り替え、生産方法も露地栽培

からハウス栽培に変更することで、儲からないと言われ

ていたトマト栽培で、安定して収入を得ることができる

ようになったそうです。そして夏に雨が降らず、他の地
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域からほとんどトマトが出荷されなかった2010年に、大

蔵村では、それまでに培った栽培技術と気候風土を活か

して、トマトを市場に送り出し続けたことから「大蔵ブ

ランド」としてブランド化に成功し、大蔵村トマトの品

質やおいしさが広く知られるようになりました。 

 今後さらに市場を拡大していくための方法として、

「ポケットマルシェ」というシステムの活用を提案させ

ていただきます。「ポケットマルシェ」とは生産者と購

入者がオンライン上で直接やりとりして、商品を注文す

ることができるサービスです。生産者と直接コミュニケ

ーションがとれ、温かみを感じられるところや、味には

影響はないが傷がついてしまった訳ありブランド品や、

規格外の商品がお安く手に入るところが魅力です。販売

者は、コロナの影響で飲食店が休業になって余った食材

を売ることができ、購入者は自炊に必要な食材を外出せ

ずに手に入れることができるため、現在では、コロナ禍

前に比べ、利用者数が5倍近くに増加している、ホット

な販売方法でもあります。 

この「ポケットマルシェ」というサービスで、規格外

もしくはキズがついてしまった大蔵村トマトを販売し

てはどうでしょうか。サービス利用者は「高品質のもの

を手に入れたい」という考えをもっている人が多く、ブ

ランド化に成功している大蔵村のトマトはこのサービ

スに向いています。また、ポケットマルシェで商品を購

入した人の約8割が、もう一度同じ商品を買っているこ

とから、リピーターを獲得しやすいといえますし、日常

的に買い物に行くスーパーでも親近感を持って、大蔵村

のトマトを手に取る可能性が高まると考えられます。 

このように、破棄していた野菜に値段をつけて売り、無

駄を減らすことができ、継続的な大蔵村トマトの購入者

も獲得できるため、さらなる市場の拡大につながると考

え、「ポケットマルシェ」の利用を提案します。 

参考文献 

「【産直SNS「ポケットマルシェ」の2020年利用動向を発

表】コロナ下で買い物に変化、農家・漁師から直接購入

が利用数4.5倍増」

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000031.00004

6526.html （2021/07/11参照） 

「ポケットマルシェ」https://poke-m.com/ 

（2021/07/11参照） 

工学部 Kさん 

 私は大蔵村でのフィールドラーニングを通して様々

なことを学び、体験させていただきました。私たちを暖

かく受け入れてくれてありがとうございました。今回の

活動を通して村の現状を学び、様々なことを考えるきっ

かけとなりました。 

 大蔵村の歴史や文化、魅力などについて多くのお話を

聞くことができました。私は山形し出身でしたが講師の

先生方がお話になった歴史や文化、魅力について知らな

いことがたくさんありました。その中で一番興味深いと

思ったお話は、肘折地区の歴史についてです。約一万年

前にカルデラ噴火が起きた後、火山湖の水が抜けて今の

地形になりました。肘折の開湯伝説では西暦800年くら

いに見つけ今に至りました。このお話を聞き非常に長い

歴史があるのだと実感しました。その他の活動でも多く

のお話を聞く中で大蔵村には魅力がたくさんあると実

感しました。 

 私が大蔵村で考えたことは、四ケ村地区の棚田につい

てです。四ケ村地区では後継者不足、米自体の価値が低

いことなどを課題に挙げ、トマト栽培では技術の伝え残

すこと、高齢化などを課題に挙げていました。その中で

私が特に考えたことは、四ケ村地区の棚田についてです。

講師の方の話によると、中山間地域には国から補助金が

出るが誰かが米を買ってくれないと棚田を守るのは難

しいと話していました。そのため、消費者を増やすため

に四ケ村棚田米を宣伝すれば良いのではないかと考え

ました。しかし、山形県はブランド米のつや姫や雪若丸

といった一部だけのブランド米しか宣伝しておらず四

ケ村棚田米が隠れしまっていると苦悩を抱えていまし

た。実際の取り組みとして首都圏に出向き、消費者に対

して棚田米を直接販売など行っています。そこで私が考

えたのは海外進出です。「コメ海外市場拡大戦略プロジ

ェクト」というプロジェクトを農林水産省が行っていま

す。また、日本食が海外に広がっているので海外での需

要はこれからも上昇すると考えられます。国内だけでな

く国外での宣伝、販売を行うことで消費者を増やすこと

ができると考えました。 

 この活動を通して様々な歴史や文化、村の魅力、地域

の課題ついて様々なことを教えていただきました。現地

の人の言葉の重さも実感し、深刻な問題であることを知

ることができました。今回のフィールドラーニングで学

んだこと感じたことをこれからの大学生活に活かして

いきます。大蔵村の皆さん3日間ありがとうございまし

た。 
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人と自然と地域をつなぐ環境保全活動 
活 動 状 況 

 

○実施市町村：鮭川村 

          

○講   師：鮭川村自然保護委員会会長 高橋 満 

NPO 法人ネイチャーアカデミーもがみ代表理事 矢口末吉 

 

○訪 問 日：令和 3年 5月 15日(土)～16日(日)、6月 19日(土)～20日(日) 

 

○受 講 者：医学部 2名、農学部 3名                       以上 5名  

 

○スケジュール： 

１回目 ２回目 

【１日目】５月１５日（土） 【１日目】６月１９日（土） 

8:20  山形駅集合 

8:42 山形駅発 

9:52 新庄駅着 

11:00 開講式 

ギフチョウ属生息環境調査 

12:30 昼食 

13:30 ギフチョウ属生息環境調査 

17:30 宿泊場所着 

 

 

8:20  山形駅集合 

8:42 山形駅発 

9:52 新庄駅着 

11:00 自然環境保全活動・調査 

・保全池観察木道整備準備 

12:00 昼食 

13:00 自然環境保全活動・調査 

活動のまとめ（30分程度） 

17:30 宿泊場所着 

【２日目】５月１６日（日） 【２日目】６月２０日（日） 

8:30  宿泊場所出発 

9:00 自然環境調査 

    ・湿原観察しながら水棲昆虫調査 

12:00 昼食 

13:00 自然環境調査 

活動のまとめ（30分程度） 

15:00 米地区公民館発 

16:14 新庄駅発 

17:23 山形駅着、解散 

 

 

8:00 宿泊場所出発 

8:30 自然環境保全活動 

    ・湿原整備（葦刈り等） 

     ・観察木道整備 

12:00 昼食 

13:00 自然環境保全活動 

感想発表（30分程度） 

15:00 米地区公民館発 

16:14 新庄駅発 

17:23 山形駅着、解散 
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授業記録  
 

○活動レポート「私はもがみで考えた！」 

 

医学部 Tさん 

1回目のフィールドラーニングでは、現地に足を運ぶ

ことはできませんでしたが、オンラインで鮭川村の方々

から「環境保全の取り組み」について説明していただき、

その後図書館で調べ学習を行いました。水生昆虫の再生

についてというテーマで、色々なことを想像しながら調

べ、最終的にはパワーポイントで自分たちの見解を発表

しました。鮭川村を訪れる前に、保全活動の具体的内容

や生物についての知識を深めることができました。また、

保全活動には人力・時間・資金がかかりとても大変なこ

とを学びました。 

2回目のフィールドラーニングでは、鮭川村を実際に

訪れました。主な活動内容としては、水生生物の調査・

米湿原での動植物観察と葦刈り・米大平山の登山・小杉

の大杉の見学です。水生生物の調査は、米公民館の近く

の池で行いました。水生昆虫やカエル、イモリなど多く

の生物を野生で観察することができました。想像よりも、

多くの生物が生息していて驚きました。米湿原での葦刈

りの際には、なぜスパイクのついている長靴を履いては

いけないのかが分かりました。それは、湿原の中に入る

際に植物を傷つけてしまうからでした。また、獣道にな

るのを防ぐため、一度通った場所を往復してはいけない

など色々なことを学びました。植物はノハナショウブや、

トキソウを観察できました。2日目には、米大平山に登

りました。時期が終わってしまったのでギフチョウは見

られませんでしたが、食草であるカンアオイの生息地を

確認しました。植物もたくさん生息していたので、次は

植物の種類を学んで行きたいと感じました。頂上からは、

鮭川を見渡すことができました。最後に小杉の大杉を見

に行ったのですが、何本かの木が合わさってできている

のかと思いきや、あの大きな杉の木は1本でできている

ことを知りました。 

このフィールドラーニングを終えての自分の課題は、

環境保全の取り組みをもっと知り、自分にできることを

実践することです。そのために、これからは意識的に環

境保全の情報をニュースなどで得ようと思いました。加

えて、自然が残っている湿原や里山などに積極的に足を

運び、今回学んだことの理解を深めたいと感じました。

また、直接鮭川村の環境とは関係ありませんが保全活動

を通して、環境に優しい製品を選択しようと思いました。

地域への提案としては、大学生で環境保全に興味を持っ

ている人は多いと思うので、今回のようなプログラムを

これからも続けていただきたいと感じました。そうする

ことで、環境保全の大切さや大変さを感じ、多くのこと

を学び、保全活動を通して役にたてるのではないかと考

えました。 

 

 

 

医学部 Tさん 

第一回フィールドラーニングでは、新型コロナウイル

スの影響で鮭川村を訪れることができなかったため、図

書館での調べ学習となった。調べ学習では、ゲンゴロウ、

コオイムシ、タガメなどの水生昆虫の生態を調べ、これ

らが鮭川にあまり見られない理由について考察した。直

接現地に赴けなかったのは残念だったが、班員たちと話

し合いながらさまざまな可能性を検討して自分たちな

りに解決方法を模索し、良い経験ができた。調べていく

中で、水生昆虫の生息できる環境の貴重さ、そのような

環境を整えることの難しさを学んだ。第二回フィールド

ラーニングの前に理解を深めることができ、有意義な時

間を過ごせたと考えている。 

第二回フィールドラーニングでは、鮭川村にて貯水池

の水生生物の調査、米湿原での芦刈り、米太平山での登

山、小杉の大杉の見学などを行うことができた。貯水池

ではヤゴ、イモリ、カエル、エビなどのほかにも、ゲン

ゴロウの幼虫やガムシ、ホトケドジョウなど貴重な生物

も見ることができた。米湿原の芦刈では、貴重な植物を

刈ったり、同じ場所を集中的に踏んで植物を傷付けたり

しないよう気を付けるのに苦労した。また、長時間中腰

で作業するため腰への負担が大きく、広大な湿原の環境

を守ることがどれだけ大変なことか実感した。一方で、

ボランティアの方々と共に作業するのはその苦労を上

書きするほど楽しいもので、この楽しさがもっと広まれ

ば、多くの人が手伝いに来て一人一人の負担も減るので

はないかと考えた。他にも、米太平山では、貴重な動植

物が見られただけでなく、鳥が種を運んで芽生えたアス

パラガスや、狸のフンなど、自然に住む生き物の営みを

間近に感じられたり、山頂から辺り一帯を一望したりす

ることができた。 

私は、今後の自分の課題は、この体験を周囲の人に伝

えていくことだと考える。今回の活動で、私は鮭川村の

魅力を沢山知った。私がこの活動の話をし、魅力を伝え
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ることで皆が鮭川村の保全活動に興味を持ち今後の保

全活動に参加してくれれば、鮭川村の力になれるはずだ

し、実際そのようにして他地域の環境保全活動を支援し

ている人を大学で見かけた。これは実際に鮭川村に行っ

た私にしかできないことだと思う。自分を起点として、

授業関係なしに鮭川村の環境保全活動に参加する人を

増やしていきたい。 

農学部 Hさん 

 私は鮭川村のフィールドワークに参加した。活動内容

として、一回目は新型コロナウイルスの影響で中止とな

り、現地に赴くことができなかったため、水生生物が生

息できる湿原にするにはどうすればいいかという疑問

に対し、班員で協力し図書館で調査した。二回目は現地

に赴き、水生生物取りや米湿原の環境保全として葦刈り

をした。 

 鮭川村にはホトケドジョウという絶滅危惧種が生息

していた。また、１回目のフィールドワークであまり生

息しないとされていたゲンゴロウの幼虫などが生息し

ていた。希少植物であるトキソウをはじめミズチドリ、

キンコウカ、ノハナショウブなどの様々な植物が生息し

ていた。四季折々の植物が咲くということでとても自然

豊かな場所であった。これらを守るために環境保全活動

である葦刈りをした。葦刈りをすること自体は楽しかっ

たが、若者である私にとってもきついものであり、腰を

痛めてしまった。雨に打たれたり、太陽に照らされたり

する状態で屈んだ姿勢を維持しながら葦を刈るのは相

当の体力が必要となる。炎天下においてこの作業を行う

と熱中症で倒れる可能性も十分にある。また、葦はノハ

ナショウブと似ているため見分けるのも一苦労であっ

た。もちろん他の植物にも注意を払わなければ葦と一緒

に刈ってしまうので目にも疲労が溜まった。これを高齢

の方が率先して行っているという事実に驚いた。二十人

程度のボランティアの方々と共に米湿原の葦刈りをし

たが、それでも全ての葦を刈れなかった。これらの活動

は毎年二回行われているが、私はそのことを知らなかっ

た。これらのことから私は以下の課題を発見した。 

今現在、地球では気候変動、森林破壊が起こっている。

また、これらのことが起こることによって動植物の減少

も起こっている。これらを少しでも和らげるために環境

保全をすることはとても重要だ。しかし、実際に保全活

動をしてみて、特に若者の興味が環境保全に向いていな

いこと、情報（開催場所や、内容について）が手に入れ

にくいことが課題だと感じた。 

このことを解決するために、若者の文化であるSNSな

どに環境保全ボランティアのポスターやチラシを載せ

たり、参加賞として地元の特産品を提供し、地元のPR

に繋げたりする方法も考えられることを提示したい。若

者は体力があるので戦力としては十分であり、多くの若

者が集まればその分一人の作業量が減少するため一人

一人の負担を軽減させることができる。また、「友達と

気軽に参加してね」という文を掲載することで、参加し

やすくなると考える。そして、SNSに掲載する際は、具

体的に若者が魅力を感じやすい工夫をするとなおよい。

長ったらしい文章は見ない。 

 最後にもちろんボランティアとして私が行った葦刈

りなどの環境保全をすることも大事だが、自分自身がご

みを減らすのなどの工夫をして身の回りから行動する

ことも環境保全に繋がっていくので周りの人にも声を

かけて参加を促したい。 

農学部 Tさん 

 近年、自然保護の推進が声高に喧伝されています。私

たちの年代は、その声に呼応するように、自然は守る方

が良いという風に教え育てられてきました。実際、多く

の情報を精査してみても、保護はしていくべきだと思い

ます。では、何故、自然保護はこんなにもなおざりにさ

れているのか、このことが、このフィールドワークを通

して実感し、課題の発見に繋がりました。 

 まず、活動内容を軽く説明します。一回目はコロナウ

イルスの影響で、現地に赴くことができませんでした。

そのため、鮭川村が抱える問題の一つ、水棲昆虫の種類

の減少を食い止める方法を、図書館などで資料を探し、

自分たちなりに考察しました。二回目は現地で水棲昆虫

の調査をし、湿地での植生や生態系を学びました。加え

て芦刈りをし、環境保全活動の一部を体験しました。 

 二回の体験を通して見つけた私の課題、「自然保護の

推進が後手にまわってしまうのは何故か」ということに

ついて、掘り下げていきたいと思います。 

一番の要因は、費用対効果に乏しいという事だと考えら

れます。私たちの班は芦刈りを体験してきました。貴重

な花（ノハナショウブなど）を守るために、生育の障害

となる草を刈り取る作業でした。達成感は有りました。

ですが、疲労も大きく、利潤の生まれにくいこの活動。

資本主義社会において人気が無いのは、仕方ないのかな。

と思いました。 
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二番目の要因は大きな問題になりにくく、問題を問題

として認識できないという事です。自然を守ることで得

られる恩恵や、失うことで受ける打撃が少ないように思

います。打撃が積み重なると、致命的になりますが、一

つ一つの事象の与える影響が微小なのです。例えば、湿

地を守ることで得られる恩恵というのは、水の浄化、生

物多様性への貢献、災害時の緩衝帯となる、といった具

合です。果たして、多様性の損失が起きたとて人々が早

急に対応しなければならないでしょうか。災害時に緩衝

帯となる湿地を失ったとて、災害の原因を湿地にだけ求

められるでしょうか。多くの人がNoと答えると思います。

現代社会では、人々が自然から引きはがされ、都市に住

む人々が多いです。そのため、自然を守るということが

生きる上で、大きな意味を持たない人の割合が大きいの

だと考えられます。また、自然を保護することで恩恵を

受けられる世代というのが、未来の世代だというのも致

命的です。私たちがどんな生活を送ろうが、私が生きて

いる間に困ることは無いでしょう。尻拭いをするのは後

から生まれた人たちです。極論でありますが、こういっ

た思想の積み重ねが後に尾を引く結末をもたらしてい

ると考えられます。 

 以上から、人々がより環境保全に取り組むために、何

かしらの利潤を生み出す構造を作るべきだと、私は思い

ます。鮭川村での現状はそれとは程遠く、一部のマニア

にしか響かないようなものでした。利潤が発生すると分

かれば一般の企業がより参入し、より大きな力を行使で

きます。また、問題解決意識を高めるのにも一役買って

くれると思います。この点に焦点を当てて、活動報告会

に向けて準備をしていきたいと考えています。 

 参考文献 

「湿地：なぜ大切にしなくてはならないのか？」 

https://www.env.go.jp/nature/ramsar/conv/leaflet2

016/wwd2015_fact_sheet1.pdf 

2021/6/23参照 

農学部 Yさん 

私は鮭川村での活動を通して保全活動が希少な生物

の生存の大きな助けになっていること、またその活動に

は地元の方々の協力が必要不可欠であることを学んだ。 

 鮭川村での活動には二回目のみ参加することになり、

一回目は水生昆虫についての調べ学習を行うことにな

り、予定されていたギフチョウの生息環境調査は行うこ

とができなかった。二回目は実際に現地に赴き、網など

を使って水路や池での水生生物の調査と湿原の整備を

行った。 

 一回目の活動では実際に行くことはできなかったが、

班員全員が鮭川村の水生昆虫の問題について考え意見

交換を行うことで自分たちが二回目のフィールドラー

ニングで何を知りたいのか、確かめたいのかをはっきり

させることができ、二回目の活動につながる調べ学習が

できた。またギフチョウの成虫は、時期的に二回目の活

動の時には観察できないということで生き物を調査す

ることの難しさも学ぶことができた。 

 二回目の活動の水生生物の調査では水田の横の水路

で簡単にイモリやヤゴ、さらには希少な生物であるホト

ケドジョウやモリアオガエルなどを採集することがで

きた。これらの種はいずれも水田に散布される農薬や水

路のコンクリート化などにより生息数を減らしている

種であり地元の方々の環境保全への理解と協力によっ

て生息地が守られていることを感じた。湿原の整備では

希少な植物がその湿原で増えることができるように周

りにある葦などを刈る活動をした。湿原はぬかるみ、作

業は鎌を使って手作業で行い、希少な植物を間違って刈

り取らないように集中して行うため大変な重労働にな

った。しかし、説明や案内をいただいた地元の方は毎日

見回りと作業を行っているそうで、環境保全活動の大変

さを改めて感じた。 

 これらの活動を通して環境保全の活動には地元の方

をはじめとするたくさんの労力、資金が必要であること

がわかった。そして今後もこの活動を続けて行くための

労力と資金を得るために、活動を体験してもらうツアー

の実施を考えた。用具などを貸し出し参加者が気軽に参

加することができれば村の方々の負担も減り、参加者に

は鮭川村の自然に関心を持ってもらうこともできるの

ではないだろうか。 

 最後に観光客のモラルについても触れていきたい。活

動の途中でのお話の中で、湿原に生息している希少な植

物を盗掘する人がいるということを聞いた。湿原は地元

の方の毎日の大変な作業で守られている。希少な生物は

周りの整った環境だけでなくそれを維持する人たちが

いて初めて行うことができるということをしっかりと

理解し今後もその生き物たちの生存のために一人一人

が環境と活動を行っている方々に配慮して行動しなけ

ればならないと感じた。 
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里山保全と角川のパワ－スポット巡り 

活 動 状 況 

 

○実施市町村：戸沢村 

          

○講   師：NPO法人田舎体験塾つのかわの里事務局員及び地元インストラクター 

 

○訪 問 日：令和 3年 5月 22日(土)～23日(日)、6月 12日(土)～13日(日) 

 

○受 講 者：地域教育文化学部 1名、理学部 4名、医学部 3名、工学部 5名、農学部 1名                              

以上 14名  

 

○スケジュール： 

１回目 ２回目 
【１日目】５月２２日（土） 【１日目】６月１２日（土） 

8:20 山形駅集合 

8:42 山形駅発 

9:52 新庄駅着 

10:00 新庄駅発 

10:30 農村環境改善センター着 

    オリエンテーション 

10:50 蕎麦打ち体験 

    昼食 

13:20 山菜採り 

16:00 振り返り 

17:00 宿泊先へ移動 

 

8:20  山形駅集合 

8:42  山形駅発 

9:52  新庄駅着 

10:00  新庄駅発 

10:30  農村環境改善センター着 

    オリエンテーション 

10:45  杉の間伐 

12:30  昼食 

13:30  木工クラフト 

16:00  振り返り 

17:00  宿泊先へ移動 

【２日目】５月２３日（日） 【２日目】６月１３日（日） 

9:00 農村改善センター集合 

    オリエンテーション 

9:10 山菜料理 

    昼食 

13:00 キノコの菌植え 

14:50 振り返り 

15:30 農村環境改善センター出発 

16:00 新庄駅到着 

16:12 新庄駅発 

17:23 山形駅到着 

 

 

 

 

8:00 農村環境改善センター集合 

8:10 農村環境改善センター出発 

8:35 御池へ 

9:55 浄の滝へ（杉の台登り口） 

11:30 浄の滝到着 

    昼食 

12:30 浄の滝出発 

14:10 杉の台登り口 

14:30 改善センター到着 

    振り返り 

15:30 農村環境改善センター出発 

16:00 新庄駅到着 

16:12 新庄駅発 

17:23 山形駅到着 
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授業記録

○活動レポート「私はもがみで考えた！」

地域教育文化学部 Mさん 

1．はじめに

私がこのフィールドラーニングに参加しようと思っ

たきっかけは、自然いっぱいな戸沢村で地元の方々と交

流しながら普段経験することができない貴重な体験を

することができると思ったからだ。また、埼玉県出身と

いうことで山形県について多くのことを知らないので

この活動を通して山形のことを深く知れるのではない

かと思い参加した。 

2. 戸沢村訪問1回目

1回目の訪問では「そば打ち体験、山菜採り、山菜料

理作り、キノコの菌植え体験」を経験させていただいた。

そば打ち体験では、普段何気なくお店で食べているそば

を自ら手作りすることで、そばを打つことの難しさや大

変さが分かった。山菜採りや山菜料理作りでは、自然に

囲まれた戸沢村ならではの自然の恵みをいただいたよ

うな気がした。はじめは山菜と野草の区別もつかなかっ

たが地元の方々に丁寧に教えていただくことで見分け

ることができた。山菜は下処理など時間と手間がかかり

食べられる状態にするまではとても大変だが、どの山菜

料理もおいしくいただくことができた。和の味付けが多

かったが、山菜は思っていたよりも味にくせがなかった

ので、トマトやガーリックで炒めるなどイタリアン風の

味付けにもあいそうだと思った。 

3．戸沢村訪問2回目 

 2回目の訪問では「杉の間伐、木工クラフト作り、浄

の滝へのトレッキング」を経験した。杉の間伐体験を通

して、間伐の地域における役割を知ることができた。間

伐することは地域の防災につながることにとても驚い

た。地元の方々の命を守るためにも間伐をすることは必

要不可欠なことだと思ったので定期的な手入れをする

ため、人材を確保する必要があると考える。そのために

は、村のPRなども必須となるので、ポスターを山形駅や

大学に貼ったり、WEBを活用したりする必要があると思

う。また、浄の滝への道のりは長く大変だったがきれい

な滝をみたとき、疲れが飛んでいった。パワースポット

といわれるわけが分かった気がした。 

4．課題と解決策 

 どの体験場所も自然がいっぱいで素敵であったが足

下が悪く、小さなお子さんやお年寄りの方々が気軽に体

験することは難しいのではないかと思った。滝に行く際

の道では足下が悪いところにはロープが張られていた

が、とてもたるんでいてつかんだほうが危ない状況であ

った。観光業を盛り上げるためには道の整備が必須とな

ってくると考える。自然の地形を生かしつつ、石や材木、

砂利などを使い、歩きやすい道作りが大切だと感じた。

また、泥っぽい道も多かったので水はけを意識した設計

が重要となってくると考える。 

5．まとめ 

 このフィールドラーニングを通して、戸沢村の魅力や

課題を発見することができた。実際に地元の方々と交流

することでインターネットだけでは分からない戸沢村

の魅力や様々な知識を得ることができた。この経験を通

して戸沢村について深く知ることができたので、たくさ

んの人に戸沢村の魅力を伝えたい。また、提示した課題

を解決する機会があれば、ボランティアとして参加した

いと思う。 

理学部 Kさん 

1．はじめに

私は、そば打ち体験やパワースポット巡りなど自分が

今まで経験したことのないことを体験できるところに

魅力を感じ、このフィールドラーニングに参加した。今

まで1度も行ったことのないところで、ほとんどの人と

は初対面ということではじめはかなり不安だったが、班

員とも親睦を深められたし、戸沢村で貴重な体験もさせ

ていただき、とても有意義な時間となった。 

2．活動1回目（5月22日、23日） 

 1回目の活動では、そば打ち体験、山菜採り・料理、

キノコの菌植えを行った。そば打ち体験では、たくさん

の工程があり、どれも難しいものばかりだった。特に水

の量を1滴単位で調整するのはとても苦労したが、初体

験の割にはおいしいそばができたと感じた。山菜採り・

料理では、山菜ごとに様々な処理方法があり、とても時

間がかかったが、どの料理も美味しくできた。キノコの

菌植えでは滑りやすい急斜面で重い原木を使って作業

したので、安全面に細心の注意を払う必要があり、周り

の土地の整備が必要だと感じた。 

3．活動2回目（6月12日、13日） 

2回目の活動では、杉の間伐・木工クラフト・浄の滝

へのトレッキングを行った。杉の間伐はなかなかの重労

働で、日常にあふれている木材もたくさんの人の力で利

用できているのだなと感じた。林業の担い手が減ってき

ているのはとても大きな問題だと感じた。木工クラフト

は作業こそ細かく大変だったが、木材を利用した工作は

とても楽しいものであった。木工クラフト以外にも間伐

材の有意義な活用方法はないのか模索していきたいと

感じた。浄の滝へのトレッキングでは片道で徒歩約2時

間かけ移動したが、その疲れも吹き飛ぶほどの素晴らし

い絶景だった。途中、とても危険な場所があったのでそ

この整備が必要だと感じた。 
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4．課題と解決策 

今回の活動を通して、山菜に関する知識や、浄の滝な

どの観光スポットにまつわる逸話  などを伝えるこ

とができるものが必要だと感じた。我々は、地域の住民

に聞くことでしかそのような知識を得ることができず、

あらかじめそれを知ることができれば、もっと楽しめる

のではないかと感じた。  

解決策として、ホームページの充実はもちろん、現地

にもそのようなことを伝えられるものがあればもっと

いいのではと感じた。そこで、戸沢村でとれた間伐材を

利用して、山菜の見分け方や料理法、観光スポットにま

つわる逸話などを記した看板をつくれば観光客をより

楽しませることができるのではないかと感じた。 

5．終わりに 

今回のフィールドラーニングを通して、今まで経験し

たことのないことを体験できたり、実際に行ってみたと

ころの課題、解決策を自分で考えてみたりして、自身の

成長を実感できた。今後にもこのフィールドラーニング

で得たことを生かして行きたいと感じた。 

理学部 Mさん 

1.はじめに 

私がフィールドラーニングに参加した理由は、山の自

然を体験したいと思ったからです。自分は、海沿いの町

で育ったので、海の自然にはたくさん触れてきました。

しかし、山の自然は体験したことがありませんでした。

これまで経験してないことを、たくさん体験したいと思

いました。 

2.1回目 

１回目のプログラムでは、「蕎麦打ち体験、山菜採り、

山菜料理、キノコの菌植え」を体験しました。どれも初

めての経験で、大変面白かったです。特に、山菜採りと

山菜料理が印象に残っています。初めて山菜を自分の手

でとって、それを自分で食べる経験ができました。始め

は山菜を見分けるのに苦労しました。また、宿泊先での

料理も山菜が中心で、地元の方々の食文化を教えていた

だきました。それを自分の手で体験できてよかったです。 

3.２回目 

２回目のプログラムでは、「杉の間伐、木工クラフト、

浄の滝トレッキング」を体験しました。杉の間伐では、

森林管理がなぜ必要なのか、間伐をする理由について教

えていただきました。また、間伐を行うにはただ木を切

ればいい訳ではなく、木を切った後に運びだすルートを

決めたり、切った木の利用方法を決めたりと、間伐を行

うのが簡単ではないことを初めて知りました。浄の滝は、

迫力満点で長時間歩いた疲れが一気に吹き飛びました。 

4.課題と解決策 

戸沢村の情報が手に入りにくいということです。講師

や宿泊先の方々から戸沢村の成り立ち、課題、今回訪問

しなかった観光地など、たくさんのお話を伺うことがで

きました。参加しないと聞けないお話を聞けて、参加し

てよかったなと感じました。しかし逆に言えば、今回の

プログラムではなく、個人で観光として訪れる人は、な

かなか地元の方しか知らない情報を入手しづらいと感

じました。観光地の案内だけでなく、村の成り立ち、伝

説など地元の方しか知らないことを知れば、もっと戸沢

村に魅力を感じる人が増えると思いました。その解決策

として、地元の方の話をまとめた記事を作り、それにア

クセスできるQRコードを観光案内板に設置して、個人の

観光客でも情報が入手できる環境を作るのが良いと考

えました。 

5.まとめ 

今回このプログラムに参加して、普段の授業ではでき

ないことをたくさん体験できてとても良かったです。は

じめて山の自然に触れて、森の壮大さ優雅さを存分に感

じました。自然あふれる戸沢村にまた行きたいと思いま

した。釣りができる場所もあるので、夏休みに釣りに行

きたいと思います。 

理学部 Sさん 

私は、５月22,23日と６月12,13日に戸沢村に体験学習

に行きました。戸沢村は自然が豊かで、海育ちの私は新

鮮な体験の連続でした。特に印象に残っているのが、１

回目のフィールドラーニングの二日目の朝、宿泊先の方

に戸沢村の観光スポットである、幻想の森に連れて行っ

ていただいたことです。幻想の森は、屋久島の縄文杉の

ような呼ばれる曲がりながらも上に向かって伸びてい

る杉の巨木がたくさん生えているところです。この杉は

山ノ内杉と呼ばれ最上峡一帯に見られていて、幻想の森
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の杉の中には樹齢1000年を超すものもあるそうです。 

私は幻想の森に行ってみて、戸沢村の森林に興味を持

ち、二回目のフィールドラーニングのプログラムに間伐

作業があったため、戸沢村の間伐について調べることに

しました。間伐作業の際に、間伐作業を行わないと森の

土壌に光が届かなくなり、植物が育たず土砂災害に弱く

なってしまうこと、栄養が枯渇し森の木がうまく育たな

いことを教えていただきました。しかし、戸沢村では間

伐を行う方が減っており、その理由は輸入木材の安さに

負けてしまい、国産材の需要が減っていること。また、

林業従事者の方の年齢が高くなってきており、山の中に

入り間伐した木を運ぶのが難しくなっている現状があ

るようです。 

 私はこの話を聞いて、これらの問題が戸沢村の課題な

のではないかと思い調べることにしました。まず、山形

県の調査データによると平成29年度の山形県の林業従

事者の高齢化率（65歳以上の割合）は20.7％と全産業平

均より高くなっていることがわかりました。また、木材

の価格について調べると、林野庁によると無加工の場合

は実は国産材のほうが安いということがわかりました。

しかし、実際に建材として利用するとなると、そのため

に加工が必要で、その場合輸入木材よりもコストがかか

ってしまうため、売れにくい現状があるようです。 

しかし、現在はコロナ禍により、輸入木材の供給が足

りず価格が上昇しており、国産木材が見直され始めてい

るようです。コロナウイルスは悪いことばかりおこると

考えていたので驚きました。今は一時的な需要に過ぎな

いかもしれませんが、国産の木材の需要が高まり、戸沢

村の林業にも追い風になってくれれば、戸沢村の林業再

生につながると思います。 

理学部 Sさん 

まず戸沢村での体験について記述する。第1回の体験

では、そば打ち、山菜取りと山菜料理、キノコの菌植え

付け体験をした。そば打ちは初めての体験で、特に水加

減と力加減が難しく、自分はそば生地にひびを入れてし

まった。しかしながら、香りの強いそばで美味しく頂け

た。山菜取りでは、元々山形に住んでいたのでワラビや

ウドは知っているし見たこともあったが、実際に収穫す

ることは今まで無かったことでありワラビやウドがど

のように生育しているのかが知ることができた。また自

分たちで収穫した山菜を使って料理をしたことは他の

メンバーとコミュニケーションをとることができるい

い機会であった。キノコの菌を原木に打ち込むという作

業も初めての体験であり、原木でのキノコの栽培方法を

知ることができて、今後機会があれば実際に原木キノコ

を栽培してみたいと思った。       

第２回の体験では、間伐体験と木工クラフト、浄の滝

トレッキングを行った。間伐体験では、切り倒された木

をノコギリで切るだけであったが、間伐の現状や間伐の

意義など普段生活していては聞けないような貴重なお

話をしていただいた。木工クラフトでは、そもそも工作

をするのが小学生以来の体験であり懐かしさを感じた。

また、間伐材を利用したクラフトだったので、他に間伐

材の有効活用法は何かないだろうかと考えた。浄の滝ト

レッキングでは、途中まで整備された道を進み、そこか

らは急な崖がすぐ隣にあるような道や川の中を進んで

浄の滝にたどり着いた。目の前で浄の滝を見て、迫力の

ある滝の流れと、２つの山のが織りなす荘厳さを実感し

た。また番外的ではあるが、第１回、２回の時に泊めて

くださった方に、幻想の森や白糸の滝に連れて行ってい

ただいたがそこの景色も素晴らしいものだった。 

戸沢村の観光の目玉は最上川舟下りであろうが、角川

地区にも先に書いたように、御池や浄の滝などの素晴ら

しい観光スポットがあり、これも観光の目玉になるだろ

う。しかしながら、観光スポットの案内や紹介はあるも

のの、交通網の整備が遅れており、自家用車でしかなか

なか行けないため、遠い地域からの観光客の足が遠のい

てしまう。観光客にアピールするだけでなく、舟下りに

来た人向けに角川地区にも訪れるなどのほかの観光ス

ポットとセットにしたツアーを企画したり、インフルエ

ンサーからの紹介などもっと積極的な情報発信も有効

だと考える。現状を打破するにはよりアクティブな行動

が必要になるだろう。 

 最後に、コロナウイルスがいまだに猛威を振るう中

我々を受け入れ、素晴らしい体験をさせてくださった戸

沢村の皆さんに感謝申し上げます。 

医学部 Kさん 

1．はじめに

私は埼玉県出身で、日常的に自然を感じることは少な

かった。しかし、毎年家族でキャンプやスキーに行って

いたこともあり、自然を楽しむことも好きだった。フィ

ールドラーニングを通して、非日常ではなく日常的に自

然と共に生活することの魅力や問題点を自分自身で体

験したいと思い、このプログラムを選択した。 

2．1回目 

1回目のフィールドラーニングでは、そば打ち体験、

山菜採り、山菜料理作り、キノコの菌植えを体験した。

どれも初めての体験だった。特に印象的だったのが山菜

採りと山菜料理作りである。私は今まで野菜はすべて畑

で人の手によって育てられたものだと思っていた。しか

し、山菜採り体験を通して、山菜は山の中で豊かな自然

によって育てられたものなのだと強く実感した。山菜料

理作りでは、自分が想像していたものの倍以上の多彩な

メニューを教えていただいた。 

3．2回目 

2回目のフィールドラーニングでは、杉の間伐、木工

クラフト、浄の滝へのトレッキングを行った。杉の間伐

では、目の前で杉が切られて倒れる様子はとても迫力が
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あった。木工クラフトでは間伐の際に生じた枝等を用い

てフクロウの可愛らしい置物を作った。浄の滝へのトレ

ッキングでは片道約2時間かけてロープを持って歩いた

り、橋を架けて川を渡ったりして滝を目指した。 

4．課題と対策 

1つ目の課題は山菜料理である。私は山とはあまり縁

のない地域に住んでいたこともあり、山菜料理もほとん

ど口にすることはなかった。1回目のフィールドラーニ

ングで沢山の山菜料理を作って食べたが、山菜特有の風

味を強く感じるものもあった。そこで、山菜を食べたこ

とのない人の視点から、クセが少なく食べやすい山菜料

理を考えたい。今回作った山菜料理の中で最も食べやす

かったものは肉炒めだと感じた。山菜以外に身近な食材

が含まれていることが食べやすさのカギであると考え

られる。そこで私は、山菜を使った餃子はどうかと考え、

実際に作ってみた。ふきを粗みじん切りにしてひき肉と

混ぜて作った餃子は、ふきの食感と香りを残しつつひき

肉や餃子の皮に包まれとても食べやすかった。 

2つ目の課題は旅行先として戸沢村を選択することの

難しさだと考えた。私たちは今回再学のプログラムで戸

沢村を訪れ、農家民宿に泊めていただいたが、学校の案

内が無かったら戸沢村で1泊2日するという選択は難し

かったと思っている。今でこそ戸沢村の魅力を沢山知っ

ているが、戸沢村を知らない方々にどのようにしてこの

魅力を伝えていくかが問題である。最近はSNSでの発信

が主流だが、似たような情報が非常に多いSNSで投稿す

ることが最適だともいえない。そこで、原点に帰ってバ

スや電車の中刷り広告で戸沢村のアピールをするのは

どうだろうか。埼玉にいた頃は毎日電車を利用しており、

無意識のうちに中刷り広告の内容を覚えてしまうこと

が多々あった。首都圏から人を呼び込むのであれば、公

共交通機関を利用するのは効果的かもしれない。 

 

5．おわりに 

今回のフィールドワークを通して、戸沢村の自然や食

べ物を満喫することができた。戸沢村を訪れて味わった

感動をより多くの人に味わってもらいたいと強く感じ

たので、そのために私たち大学生には何ができるのか更

に考えを深めていきたい。 

 

医学部 Aさん 

1．はじめに 

私はこの授業の概要を見たときに普段の対面授業と

は違い自然の中で活動をすることで学びを得られる点

に魅力を感じ選択させていただきました。活動を通して

きっと人生では二度と経験できないような仲間との活

動や地域の方々の温かさを経験し本当に選んでよかっ

たなと思う活動ができたし、戸沢村の人々と出会えてよ

かったと思いました。 

2．1回目 

1日目は班のみんなと2回目の顔合わせを駅でしてそ

ばうち体験から始まりました。実際に粉から自ら作ると

いう貴重な体験で地域のプロの方に教わりながら作り

ました。お手本を見せてもらったときは単にこねている

だけのようですごく簡単そうに見えたのですがまった

くそんなことはなく力の入れ方や水の微妙な調節など

たくさんの点で工夫と丁寧さと技術が求められるもの

で専門職のすごさを改めて知ったし地域の中でこのよ

うな技術が受け継がれていることが他の分野にも反映

されるといいなと思いました。その後山菜採りに出かけ

ました。最初はすべてが同じ草に見えて何を食べるのだ

ろうと思いましたがしっかり見分ける基準がありヨモ

ギやワラビなどを収穫できました。キノコの菌植えも新

鮮な体験でした。 

3.2回目 

2回目は杉の間伐と木工クラフトトレッキングなど行

いました。杉の間伐では地域の課題を自分の目で身をも

って体験できたなと思いました。トレッキングではかか

る時間を事前にお聞きしていたので前日から不安だっ

たのですが終わった後の滝の感動は頑張ることの大切

さを身をもって体験させてくれたと思います。木工クラ

フトでは間伐材を使用したものだったのでこのような

商品がさらに大規模化して広まれば間伐材の処理にお

ける課題が少し改善されるのではないかなと思いまし

た。 

4．課題と対策 

私は特にキノコの菌植えと山菜採りそして杉の間伐

の体験で課題を実感しました。まずキノコの菌植えでは

作業スペースが狭く斜面での作業であるため危険だと

思いました。菌を植えるためには重い丸太を少しずつ転

がさなければいけないのですがお年寄りの方々が足場

の悪いあのスペースで作業するのは改善すべきだし使

用する器具の移動も結構大変で少子化問題の改善が必

要だと思いました。山菜採りではワラビの収穫において

すでに成長しすぎて食べられないワラビが結構あった

のでこれは人手不足で収穫が間に合わずせっかくの地

元の食材が無駄になってしまっていると思いもっと里

山の手入れに人材が必要だと思いました。最後に杉の間

伐ですがここでは実際に切ってもらった木が倒れない

というハプニングが起こりました。これにおいては周辺

の木が高すぎて倒れないようでこの点も里山の手入れ

が十分に行われていない部分が関係していると思うの

でもっとその仕事があることを広める部分の努力が必

要だと思いました。今、求人サイトなども発達している

ので積極的に多面的な解決へのアプローチが必要だと

感じました。 

5．おわりに 

今回コロナ化の中危険も考慮したうえで私たち山大

生を受け入れてくださった戸沢村の皆様本当にありが

とうございました。今回一緒に活動させていただいて批

75



第二部 授業記録 プログラム８ 里山保全と角川のパワ－スポット巡り（戸沢村） 

 

 

 

判的に物事を捉え改善策を自然に考える力が以前より

もついたと思います。それは地域の方が活動のたびによ

い点も悪い点もすべて説明しながら教えていただいた

おかげです。本当にありがとうございました。 

 

医学部 Yさん 

1.はじめに 

私は山形県出身で、これまで戸沢と聞くと「白糸の滝」

や「舟下り」などを考えていた。しかし、それ以外に何

が有名で、どのような体験ができるのか、自分もよく知

らないことがあった。そこで、この活動を通して戸沢村

の観光だけではなく、その自然や生活なども体験して、

県内の人にも戸沢村のことを知ってもらいたいと思い

参加した。 

 

2.第1日程 

1回目の訪問では蕎麦打ちや山菜採り、キノコの菌植

えなどを行ったが、どの活動も初めてのものでとても貴

重な経験となった。特に山菜料理は食べたことがほとん

どなく、新鮮な味わいだった。しかし、独特の苦味や食

感があるため、多くの人にとっては馴染みのないものに

なっているのではないかと感じた。 

 

3.第2日程 

2回目の訪問では杉の間伐や浄の滝へのトレッキング

などを行った。間伐という作業にも多くの意義や手順が

あり、その1つ1つが里山の保全に繋がるということがよ

く分かった。また、トレッキングでは浄の滝はもちろん、

道中でも普段は味わえない多くの自然に触れることが

でき、改めて自然の雄大さを知ることができた。この活

動の中で気になったのは間伐における人手不足の問題

である。間伐自体はチェーンソーを用いれば比較的簡単

に行えていたが、その倒した木材を運び出すには多くの

人手が必要になるため、今後木々の管理が上手く行えな

くなるのではないかと感じた。 

 

4.解決策 

山菜料理については調べてみると多くのアレンジ料

理が存在することが分かった。その中でも最近食べられ

る機会の多いファストフードと組み合わせることで、よ

り親しみやすい料理になるのではないか。また、そのよ

うな店を国道沿いに多く出店することで、日高村のよう

な地元の特産品を利用した村おこしが行えると考える。 

人手不足については村のPRを通して、より多くの人に戸

沢に来てもらう必要があると感じた。その方法の1つと

して民宿の紹介が良いのではないかと考える。具体的に

は農家民宿の1日を映像としてHPなどに掲載することで、

戸沢村に来ればこんな体験ができるというイメージが

しやすくなると思う。 

 

5.まとめ 

今回の活動では多くの自然に触れながら、里山でどの

ようなことが行われているのかを身をもって学ぶこと

ができた。この経験を活かして、多くの人に戸沢村の魅

力を伝えていきたい。また、自分の提案が少しでも戸沢

村の役に立てればと思う。 

 

6.参考文献 

『cookpad  山菜ピザのレシピ』

https://cookpad.com/search/山菜ピザ（2021/6/21閲

覧） 

『未来開墾ビジネスファーム これは意外！オムライ

スで大成功の村おこし』

https://special.nikkeibp.co.jp/NBO/businessfarm/n

ewstopics/03/（2021/6/21閲覧） 

 

工学部 Iさん 

1.初めに 

私が山形を学ぶ授業の中からフィールドラーニング

を選んだのは話せる人を作るためだ。また、正直座学の

授業にすると集中力が続かなくなりそうだとも考えて

いた。私は小学生の頃全国の巨木を見て回る「巨木巡り」

という自由研究をしていた。その頃から大きな木に興味

があったのでネットで戸沢村の巨木の記事を見つけて

応募してみたいと思った。 

 

2.第一回フィールドラーニング 

 フィールドラーニングは一泊二日で二回に分けて行

われた。活動は基本的に戸沢村の農村環境改善センター

に集まって行われた。一日目の最初の活動はそば打ち体

験だった。私は小学生の頃に一度そば打ち体験をしたこ

とがあったがその記憶も薄れていたので初めてやるよ

うな心持で臨んだ。職人の方ほどうまくはいかなかった

がその時初めて会話した同じ学部学科の人と協力して

作業できた。この人とは活動が終わってからもよく会話

するようになった。また、山菜取りでは車の移動がかな

り怖かったが、案内の人について行って食べられる野草

について教えていただけた。この時、生でウドの茎を食

べたがかなり苦かった。集合場所に戻り、取ってきた山

菜の下処理をしてこの日の活動は終了した。民宿に泊ま

ることになり、この時前述の人以外と会話する機会があ

った。民宿で出された夕食の中に昼間生で食べて苦かっ

たウドが入っていて敬遠していたが、食べてみるとむし

ろ甘いくらいで下処理が完璧にできていることに驚い

た。 

二日目、前日に下処理していた山菜を使って昼食を作っ

たが多すぎて残すことになってしまった。この時にもま

た別の人と話す機会があった。最後のキノコの菌植えに

ついては菌植えというよりは自然の胞子を利用した方

式だった。伐採した木の幹に穴をあけてそこに別の種類
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の木のビスを打ち込むことによってその部分に自然の

胞子が付着してキノコが育つという仕組みらしい。どの

ような様子で生えてくるのか完成したものを見てみた

かった。 

3.第二回フィールドラーニング 

 二回目一日目の最初の活動は杉の間伐だった。地元の

方が最初に木を切り倒す作業をした時、うまく倒れずに

引っかかったままになりかなり危なかった。もっと間伐

の頻度を増やした方が安全なのではないかと思った。こ

の時も車の移動が怖かった。午後の木工クラフトではフ

クロウが止まり木に止まっている形の置物を作った。危

険な工程があったので集中がいった。一人二つ作るとい

うことだったのでそれぞれ表情の違うフクロウを作っ

てみた。 

 二日目にはこれまでで最も体力的に厳しい体験があ

った。それは御池から浄の滝までの徒歩での移動である。

この道中で色々な動植物について自分で気付いたり地

元の方に聞いたりした。特に野草についてかなり詳しく

なった。きつかったが何とか浄の滝までたどり着くこと

ができた。行きの道中で思ったのは危なすぎるというこ

とだった。かなりの悪路であり、中には落ちたら無事で

は済まなそうなところが何か所も平気であった。案内の

方まで落ちかけた場面があって、皆もかなり怖々と歩い

ていたようだった。滝の近くは夏でもまだ雪が残ってい

て涼しかった。地形の成り立ちまで教わることができた。

帰りもかなり怖かったが全員御池まで戻ることができ

た。 

4.改善点 

 他所から来た人には環境的に少し危ないと思った。間

伐、菌植えの場所へと通じる車道と浄の滝へ通じる山道

は整備しなければ事故につながりそうだと思った。 

5.最後に 

 二日目の活動が終わってからもやり取りをする人が

残ったのでそこに関して言えば目標は達せられた。また、

体験の中で木のことについて聞くことはできたが巨木

らしい巨木を見ることはできなかった。話しやすい人を

つくることができたのでフィールドラーニングについ

てはうまくいったと思っている。巨木については後で訪

れる機会があったら見にいきたいと思う。 

工学部 Kさん 

1．はじめに

私がこのフィールドワークもがみに参加しようと思

ったきっかけは、山菜採りや、浄の滝トレッキング、そ

ば打ち体験など、普段の生活の中では経験できないよう

な体験ができるということに、とても興味が沸いたから

です。特に、山形の動植物に関心があって、出身地であ

る沖縄県の自然との違いを山菜採りやトレッキングの

中で感じてみたいと思いました。 

2．活動1回目（5月22日、23日） 

一回目の戸沢村訪問では、そば打ち、山菜採り、山菜

料理作り、キノコの菌植えの体験をさせていただきまし

た。私は特に「そば打ちの体験」、「山菜採り」が印象に

残りました。そば打ち体験では、生まれて初めてそばを

作る工程を教わって、思ったより力がいる作業だなと感

じました。また、自分たちで打ったそばと、職人さんの

打ったそばを比べると、生地のなめらかさや生地の薄さ、

そばの細さなどに大きな違いがあって、職人さんの技術

は本当にすごいなと思ったし、かっこいいなと思いまし

た。山菜採りでは、沖縄には生息していない植物や昆虫

を見ることができて楽しかったです。また、村の方が山

菜や樹木の説明をしてくれて、とても勉強になりました。 

3．活動2回目（6月12日、6月13日） 

二回目の戸沢村訪問では、杉の間伐、木工クラフト、

浄の滝トレッキングの体験をさせていただきました。杉

の間伐の体験では、杉の間伐がなぜ必要なのか、間伐を

しないとどうなってしまうのか、を学ぶことができまし

た。また、杉の木の間伐にはとても労力がかかり大変だ

と思ったし、この労働力の問題をどう解決するのか考え

ていかないといけないなと感じました。木工クラフトで

は木材を加工して、フクロウの置物を作りました。工作

は好きなので、とても楽しかったです。また、木を乾燥

させるときにひびが入らないようにするにはどうすれ
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ばいいのか気になりました。トレッキングは大変だった

けど、戸沢村に生息する動植物や地質について様々なこ

とを学ぶことができて面白かったです。 

4．課題と解決策 

今回の活動を通じて、戸沢村についていくつかの課題

を感じました。1つ目は、登山道の整備についてです。

浄の滝トレッキングでは、滝まで歩いて数時間かかって

しまい、登山道の途中には、登山になれていない方には

少し危険な箇所もありました。このような登山道は登山

が好きな人にとっては整備された道より良いかもしれ

ませんが、多くの人に浄の滝を訪れてほしいのであれば、

きちんと登山道の整備をして、気軽に滝を訪れる事がで

きるようにする事が必要不可欠であると思います。2つ

目は、戸沢村の魅力がネット上では検索しづらいことで

す。戸沢村を訪れる前に事前学習として戸沢村について

調べましたが、記事が少なく、あまり深く戸沢村のこと

について調べることができませんでした。本当はとても

魅力のある村なのに、ネット上にその魅力を発信しない

とその魅力に気づいてもらえないのでとてももったい

ないと思います。なので、今後はWebサイトでの情報発

信にとどまらず、TwitterやYoutubeなどでも情報発信し

ていくことが大切だと思いました。 

5．まとめ 

 今回の体験を通じて、普段は体験できないようなこと

ができて楽しかったです。また、山形県の魅力と課題に

ついて知ることができたので、山形県について考える良

いきっかけとなりました。戸沢村はとても魅力のある村

だと感じたし、自分は渓流釣りや、昆虫が好きなのでま

た戸沢村を訪れたいと思います。 

工学部 Mさん 

１．はじめに 

 私がこの授業を履修した理由は、自分の知らない山形

県の魅力を発見できると考えたからだ。私は仙台市出身

であるが、隣県である山形県について知っていることは

サクランボの産地であることなどのごく普通の情報だ

けであった。また、最上地方の自然はどのように美しい

のか興味があった。そこで、この講義を通して山形県を

少しでも深く知りたいと思い参加した。 

２．１回目 

 フィールドラーニング１回目の主な活動は、蕎麦打ち

体験・山菜採り・山菜料理づくり・キノコの菌植えであ

った。蕎麦打ち体験では、自分たちで蕎麦粉から蕎麦を

作った。蕎麦はこねて、引き伸ばして、切る「だけ」だ

と思っていたが、すべての過程において熟練の技術が必

要だということが分かった。特に、生地を１つにまとめ

る際に空気を抜きながらこねるという技術は相当困難

であると感じた。山菜採り・山菜料理づくりでは、身近

な自然にも食材となるものがたくさんあるということ

に気付かされた。また、山菜独特の風味を消すために手

間がかかることも分かった。キノコの菌植えでは、重た

い原木を動かしてドリルで穴をあけ植菌するという一

連の作業がとても大変だと感じた。 

３．２回目 

フィールドラーニング２回目の主な活動は、杉の間伐、

木工クラフト、浄の滝へのトレッキングであった。杉の

間伐では、森林の手入れがいかに生物の多様性を保つた

めに必要かを知ることができたが、思っていた以上に体

力が必要であった。木工クラフトでは、木材を加工して

フクロウの置物を作った。トレッキングでは、神々しい

ほどの浄の滝を肌で感じることができた。また、浄の滝

以外にも道中で多くの自然に触れることができ、山形県

の魅力の１つを発見できたと言えるだろう。 

４．課題と対策 

１つ目の課題は、山菜料理である。想像以上に食べや

すい味であったが、山菜独特の風味が苦手な人もいる。

今回はてんぷらやお浸しにして食べたが、ペースト状に

加工したり別ジャンルの料理と組み合わせたりするな

どの新しい調理方法の開拓が必要であると思う。 

２つ目の課題は体験場所の安全化である。足場が非常

に悪く、観光客だけでなく現地の人にとっても危険な箇

所がいくつかあった。対策としては、間伐によって切り

出した木材等の自然の材料を使って環境整備を行うこ

とが挙げられる。その際、集客につながるような景観に

合ったデザインをすることが必須である。しかし、少々

険しい道のりに挑戦することで大きな達成感を得られ

る場合もあるので、難易度別でコースを作成することで

子供から大人まで楽しむことができるのではないだろ

うか。 

５．おわりに 

 今回のフィールドラーニングで、戸沢村の魅力・課題

をたくさん発見することができた。 

このような全国に広めるべき山形の素晴らしい魅力を

後世に残していくためにも自分たちに何ができるのか、

さらに考えていきたい。 

工学部 Sさん 

1.はじめに 

私はこれまで大自然に触れてきたのは、主に学校の行

事での遠足などになりますが、やはり日常の生活環境で

は味わうことのできない大自然を味わうには大自然に

足を運ぶことが手っ取り早いと思ったこと、そして山形

県といえば雪国のイメージが強く、おそらく長い冬があ

けたこの時期は本来の地形や景色、食材までを自分の五

感を駆使し体感できることと思い戸沢村のフィールド

ラーニングに参加しました。 

2.戸沢村訪問1回目 
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戸沢村訪問1回目では蕎麦打ち体験、山菜採りなど、

ただ大学に通っているだけでは体験できないようなこ

とを体験することができました。そば打ち体験は昔やっ

たことがありましたが、大学生になってこそ気付くこと

がたくさんありとても新鮮な体験でした。山菜採りは山

形県の都市部に住んでいては絶対に体験できないよう

なことであり、戸沢村に行ったからこその特権だと思い

ますし、自分達で採った山菜をあく抜きした後の山菜料

理は絶品でした。 

 

3.戸沢村訪問2回目 

 戸沢村訪問2回目では杉の間伐、木工クラフト、トレ

ッキングを体験しました。地元の方から杉の間伐が衰退

していると聞き、実際体験したところとても力のいる作

業で、高齢化が進んでいる戸沢村では今後衰退していく

可能性が高く、若者を林業に就かせる仕組みや機械化を

図るなどの対策が重要だと思いました。トレッキングで

は頂上の滝を目指し片道2時間ほど歩きました。山の入

口のほうはしっかりと整備してあり安全でしたが、奥に

なるにつれて足場が悪くなり危ないところも少々あっ

たので山奥の開拓も課題の一つだと感じました。 

 

4.課題と解決策 

上記に述べたように杉の間伐の衰退と、トレッキング

での足場の整備のこの2点が課題だと感じました。杉の

間伐の衰退の解決策としてはボランティアのような形

で杉の間伐を体験するツアーみたいなものを募集し、山

を守る、育てることの重要性を発信してみる、そしてト

レッキングでの足場の整備は戸沢村単体で考えるので

はなく杉の間伐のことを含め、他の県と連携しながら次

の世代にこの大自然を残していく手段を協議するなど

前向きな活動が必要で、これに似た例として過去に雪降

ろしツアーのニュースを見た事があり、まさか雪降ろし

が旅行として成り立つとは想像していなかったことで

すし、若者の興味を引くという点ではツイッターを情報

の発信の起源とすれば費用をかけずして人を募集する

ことも可能で、もしかしたら自分たちで仕切ってみるの

も面白そうなことと思いました。 

 

工学部 Wさん 

フィールドワーク共生の森もがみ「里山保全とパワー

スポット巡り（戸沢村）」での全活動を通して、普段自

分が大学のキャンパスに通うだけでは絶対に体験でき

ないことを体験し、触れ、学ぶことができました。第一

日程ではまだ班員ともなかなか打ち解けることが出来

ていないまま、戸沢村に出発しました。初日午前中では

そば打ちを体験することができました。個人的には全日

程の中で最も楽しく、有意義な活動だったと思います。

早くこねすぎて失敗してしまいましたが、自分たちの作

ったそばは格別においしかったです。午後は山菜採りに

出かけました。僕は地元でもよく親と山菜を採りに山へ

入っていたので少しだけ自信がありましたが、地元の慣

れ親しんだ山とは全く異なっており、歩くのも苦労しま

した。ヨモギを食べる文化は初めて知りました。地元に

戻った時に親と山で探してみたいと思います。民宿では

班員と講義内容以外の話でも盛り上がり、友情を深める

ことが出来ました。二日目は前日採ってきた山菜を使っ

た料理を学ぶことが出来ました。地元を離れてから、山

菜を食べる機会が全くなく、かつ自分の手で料理するこ

とが出来るということだったので、とてもわくわくして

いました。多人数の食事を準備することは初めてでした

が、自分なりにうまく出来たと思います。特にウドを調

理するときが大変でした。すぐに焦げてしまうので常に

動かしつつ、あくがたくさん出るのでしっかりと火を通

す必要がありました。午前中いっぱいで作ったお昼ご飯

はとてもおいしかったです。 

第二日程初日はとにかく重労働でした。スギの間伐は

初めての経験で、どんな場所で行うのかもよく分かりま

せんでした。生い茂る林の中で目の前の木が倒れる様子

はとても興奮しました。同時に、間伐の必要性も学ぶこ

とができました。定期的に間伐を行う理由として、災害

が起こった際に山が崩れにくくする役割があります。山

形に限った話題ではありませんが、「里山保全」という

言葉の意味が少しだけ分かりました。午後は木工クラフ

トで木のフクロウを作りました。枝を細かく削ったり、

穴を開けたり、接着したりとすごく難しかったです。 

二日目は往復5時間で浄の滝を見に行きました。何十回

上り下りをしたか分かりません。自然豊かな森の中を歩

くのはとても気持ちがよかったですがとても疲れまし

た。浄の滝では滝壺まで進んでみました。まだ雪が残っ

ており、涼しかったです。帰りも森を味わいながら歩く

ことが出来ました。 

 フィールドワーク全活動と事前調査の内容を考えて

みると、戸沢村の外部へのPR方法を改善すべきだと思い

ました。戸沢村にはすでに素晴らしいものがたくさんあ

りますが、アピールする点において弱いところがあるよ

うに感じました。具体的にはインターネット上ではサイ

トやSNSの発信方法。現地では道路上での誘導方法など

を改善するべきだと思います。最後に今回私たちのフィ

ールドワークに携わっていただいた全ての方に感謝し

たいと思います。貴重な体験をありがとうございました。 

 

農学部 Wさん 

１.はじめに 

私は山菜採りや杉の間伐など、実際に山の中に入って

活動を行うことができる点に魅力を感じ、この戸沢村の

フィールドワークに参加した。初めて知った村で、初め

て会う人たちと一緒に活動ということで不安だったが、

終わってみると本当に貴重な経験となり、戸沢村の魅力

を十二分に感じることができた。 
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２.活動一回目 

一回目の活動は、蕎麦打ち体験・山菜採り・山菜料理・

キノコの菌植えであった。蕎麦打ちは思っていた以上に

複雑な工程があり、こねる際には力も必要とした。自分

で苦労して作った蕎麦は、形が不揃いであったが美味し

く感じた。山菜採りは食用にするのに適した大きさのも

のを選んだり、似ている山菜を見分けたりすることが予

想以上に困難であった。食べる際にもそれぞれの山菜に

あった下処理をする必要があり、手間がかかっているこ

とを知ることが出来た。キノコの菌植えは足場の悪い急

な斜面で重い原木を転がしながら作業するため、怪我を

する危険性もあると感じた。 

３.活動二回目 

 二回目の活動は、杉の間伐・木工クラフト・浄の滝へ

向けてのトレッキングであった。杉の間伐は、こまめに

間伐をして森林環境を整える必要性を知ることが出来

た。木々が密集していると、伐採した際に近くの木に引

っかかってしまい倒れてこないというハプニングが発

生し、尚更間伐が捗らなくなってしまう可能性があると

感じた。浄の滝へのトレッキングは予想以上に過酷な道

のりであったが、そんな中でもヒメサユリを始めとした

多くの植物を知ることができ、滝自体も滝つぼ付近まで

近づくことができ、その迫力に圧倒された。 

４.課題と解決策 

 今回の体験を通して感じた課題は、観光スポットまで

の経路が分かりにくい点と、そのスポットにまつわる逸

話などを知る機会が地元の人に聞くという方法以外に

無い点である。私たちは体験の中でお話を伺い、それぞ

れの場所で興味深いお話を聞くことが出来たが、個人で

の観光の際にはその風景を見るだけで終わってしまう

事になり、もったいないと感じた。 

 これらの課題を解決していくために、案内・説明看板

の設置が有効的であると考える。観光スポットの入口ま

での経路を明確にするために道路沿いに看板を設置し、

トレッキングコースに入ってからも分かれ道には方向

を示すものを立てておく。そして観光スポットには逸話

を記した看板を設置することで、見に来た人々をさらに

楽しませることが出来るだろう。 

５.おわりに 

 今回のフィールドワークで、地域の人と同じ目線に立

ち、同じことを体験しないと分からない苦労や課題があ

るということを知ることができた。戸沢村はまた訪れた

いと思うような温かみがあり、美しい自然に囲まれた素

晴らしい村だった。今後は戸沢村の魅力を多くの人に発

信して行きたいと思う。 

80



山形大学エリアキャンパスもがみ運営会議委員名簿

令和 4年 3月 31日現在 
山形大学 

エリアキャンパスもがみキャンパス長 清 塚 邦 彦 小白川キャンパス長 

教育開発連携支援センター 栗 山 恭 直 教 授 

人文社会科学部 松 本 邦 彦 教 授 

地域教育文化学部 (教育実践研究科 )  江 間 史 明 教 授 

理学部 栗 山 恭 直 教 授 

医学部 後 藤   薫 教 授 

工学部 木 俣 光 正 教 授 

農学部 江 頭 宏 昌 教 授 

エンロールメント・マネジメント部 伊 藤 真由美 教務課長 

小白川キャンパス事務部 片 桐 茂 則 学務課長 

小白川キャンパス事務部 高 橋 勝 俊 総務課長 

最上地域 

新庄市教育委員会 高 野  博 教育長 

金山町教育委員会 須 藤 信 一 教育長 

最上町教育委員会 中 嶋 晴 幸 教育長 

舟形町教育委員会 伊 藤 幸 一 教育長 

真室川町教育委員会 門 脇 昭 教育長 

大蔵村教育委員会 有 馬 眞 裕 教育長 

鮭川村教育委員会 矢 口  末 吉 教育長 

戸沢村教育委員会 市 川 重 保 教育長 

高等学校長会 髙 橋 剛 文 代表(新庄北高等学校長) 

最上地方町村会 大 友 弘 克 事務局長 

NPO法人田舎体験塾つのかわの里 安 食 輝 敏 代表 

オブザーバー
山形県最上総合支庁総務課連携支援室長  小  泉   篤 

 同 総務課連携支援室主査 工  藤  真  紀 

エリアキャンパスもがみ事務局
（大学事務局）
学士課程基盤教育機構 三 上 英 司 
学士課程基盤教育機構 阿 部 宇 洋 
（教育開発連係支援センター） 
小白川キャンパス事務部   池 野 尚 美 

同 鈴 木 啓 伸 
同 箭 柏 秀 司 
同 柿 崎 利津子 
同 國 分 聡 子 

（最上事務局） 
事務局長 岸  隆 一 
事務局員 澤 野 ひろみ 

81



エリアキャンパスもがみ研究年報2020・2021

エリアキャンパスもがみ 令和2・3年度 事業報告書

令和4年（2022年）3月31日
編 集 ： 山形大学エリアキャンパスもがみ 



エリアキャンパスもがみ

山形大学教育開発連携支援センター  TEL 023-628-4720 FAX 023-628-4836  
〒990-8560 山形市小白川町 1-4-12 E-mail acmogami@jm.kj.yamagata-u.ac.jp

事務局 


	0000
	0001
	0002
	0003
	0100
	0101
	0102
	0102c
	0103
	0103a
	0104
	0200
	0211
	0212
	0221
	0222
	0231
	0232
	0241
	0242
	0251
	0252
	0261
	0262
	0271
	0272
	0281
	0282
	0300
	0301



